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PL96　出土石製品（砥石）

PL　97　出土石塊

PL98　出土士製品（紡錘車・土玉e土錘）

PL99　出土土製品（支脚）

PLlOO　出土土製品（支脚）

PLlOl　出土金属製品（短刀・刀子）

PLlO2　出土金属製品（短刀・刀子）

PLlO3　出土金属製品

PLlO4　出土金属製品

銅鋏）

PLlO5　出土金属製品

PLlO6　出土金属製品

PLlO7　出土金属製品

PLlO8　出土金属製品

PLlO9　出土金属製品

椀状淳）

（短刀・刀子・手鎌）

（手鎌・鋸・餃具・錠尾・火打金・

（紡錘車・鉄斧・門e釘・替）

（鉄鉱）

（不明鉄製品）

（不明鉄製品）

（不明鉄製品・不明金銅製品・

PLllO　出土瓦

PLlll　出土瓦

PLl12　出土瓦

PLl13　出土瓦，馬歯，炭化種子

PLl14　出土瓦



3　奈良の平安時代の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡‘

第2瑠8号住居跡（第274e275図）

位置　調査Ⅲ区の西部，D7h6区。

重複関係　本跡が第219号住居跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。また，第217号住居と第24号溝に

掘り込まれていることから，いずれよりも本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．92m，短軸5。66mの方形である。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は22～35cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北壁を除き巡っている。上幅16～24cm，下幅2～12cm，深さ10～22cmで，断面形はU字形である。

床　全面が平坦で，中央部がよく踏み固められている。西半分が12cmほどロームを掘り残して盛り上がり，ベッ

ド状を呈している。

竃　北壁中央部に，壁外へ102cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。焚口部から煙道部まで158C恥　両

袖幅180cmである。火床部は，床面を4cmほど掘りくぼめている。火床面は火熱を受け，煙道部奥にかけて，

赤変硬化している。煙道は緩やかに外傾して立ち上がる。第275図6の須恵器鉢が西袖の補強材として使用さ

れている。

竃土層解説

1　にぷい赤褐色　　焼上粒子少量，炭化路子・粘土粒子微量

2　暗赤褐色　　焼土粒子少量，炭化粒子・粘土小ブロック微量

3　にぷい赤褐色　　焼土粒子中量，粘土粒子少量，炭化粒子微量

4　暗赤褐色　　炭化粒子中鼠　焼土粒子少量，粘土粒子微量

5　にぷい赤褐色　　焼土人ブロックつ元多鼠，焼土粒子中還，炭化粒子少量

6　にぷい黄褐色　　粘土粒子中還

7　黄褐色　　砂・粘土粒子少鼠

8　にぷい黄褐色　　粘土粒子中量，炭化粒子・焼土粒子少量

9　褐　　色　　焼土中ブロック・砂少量

10　褐　　色　　焼土中ブロック・砂少量

11にぷい赤褐色　　焼土粒子中巌，炭化粒子少巌

12　赤褐色　　焼土中ブロック中量，炭化粒子少量

13　灰褐色　　焼土小ブロック少量，炭化粒子・砂微量

ピット　2か所（Pl・P2）。PlとP2ほそれぞれ長径67cm・76cm，短径61cme70cmの楕円形で，深さ50cm・

62cmである。竃の両袖手前に位置していることから，主柱穴と考えられる。

ピット土層解説

1　暗褐色　　焼土粒子微量

2　暗褐色　　焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　　色　　ローム粒子微量

4　褐　　色　　ローム小ブロック少量

覆土　4層からなり，ブロック状の堆積状況が見られることから，人為堆積と思われる。
土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量

2　褐　　色　　焼土粒子微量

3　暗褐色　　ローム小ブロック・焼土粒子微還

4　褐　　色　　ローム小ブロック少量

遺物　土師器片400点，須恵器片220点，灰粕陶器片1点，金属製品1点（釘上　鉄淳2点が出土している。第

275図1の土師器杯と6の須恵器鉢は竃内から，2の土師器杯は覆土中から，4の土師器高台付皿は竃手前と

西壁寄りの覆土下層から，5の須恵器高台付血は北東コーナー部寄りの覆土下層からそれぞれ出土している。

出土した灰粕陶器片は，猿投窯産（折戸53号窯式）の椀で，撹乱による混入と思われる。

時期　本跡の時期は，重複している遺構の時期と出土土器から，9世紀後葉と推定される。
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第274図　第218号住居跡実測図
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第275図　第218号住居跡出土遺物実測図

第218号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿⊥－j

図版番口器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第275図

杯

土　師　器

A［14．8］底部から口綾部の破片。平底。休部口緑部から体部内・外面ロクロナデ。長石　雲母　砂粒30％　P644

B　　4．3から口縁部にかけ，内攣気味に立ち体部外面下位手持ちへラ削り。体部にぷい橙色窺内

1 C　　5．8上がり，わずかに外反する。から底部内面へラ磨き。底部回転糸

切り痕を残す手持ちへラ削り。内面

黒色処理。

普通

2
杯

A［14．2］体部からロ緑部の破片。体部から口ロ縁部から体部内・外面ロクロナデ。雲母　砂粒10％　P658

B（2．4）緑部にかけ，内攣気味に立ち上がり，口緑部から底部内面へラ磨き。内面にぷい黄橙色休部外面墨書・

土　師　器わずかに外反する。 黒色処理。 普通 判読不能

覆土中

3
高台付杯

A［14．8］底部から口綾部の破片。休部から口口緑部から体部内・外面ロクロナデ。石英　雲母　砂粒30％　P659

B（4．6）縁部にかけ，内攣気味に立ち上がり，口縁部から底部内面へラ磨き。底部にぷい橙色覆土下層

土　師　器外反する。 回転へラ削り。高台貼り付けの痕跡

有り。内面黒色処理。

普通 （北西コーナー部）

4
高台付皿

須　恵　器

A　14．2高台部から口緑部の破片。高台は長口縁部から体部内・外面ロクロナデ。雲母　砂粒60％　P660　PL88

B　　3．2く，「ハ」の字状に開く。休部から口緑部から底部内面へラ磨き。底部褐色 口縁部・体部外面墨書

D　　6．8口綾部にかけ，内攣気味に開き，わ回転へラ削り。高台貼り付け，ロク普通 「上」

E　l．2ずかに外反する。 ロナデ。内面黒色処理。 覆土下層

（竃手前，西壁寄り）

5
高台付皿

A　12．8体部と口縁部の一部欠損。高台は短口綾部から体部内・外面ロクロナデ。石英　砂粒　礫80％　P661PL88

B　　2．6く，「ハ」の字状に開く。体部から底部回転へラ削り。高台貼り付け，灰黄色覆土下層

須　恵　器D　　6．5

E　　O．6

ロ縁部にかけ，直線的に開き，わず

かに外反する。

ロクロナデ。 普通 （北東コーナー部）

6
鉢

A［37．4］体部から口縁部の破片。体部から口ロ縁部内・外面ロタロナデ。体部外長石　石英　雲母30％　P662

B（22．3）綾部にかけ，内攣気味に立ち上がる。面平行叩き，下位へラ削り。体部内砂粒 竜内

須　恵　器ロ縁部は強く外反し，つまみ上げら

れ，棒状工具による凹線を巡らす。

両輪積み痕。 にぷい橙色

普通

（西袖内）
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第2柑号住居跡（第276e277図）

位置　調査Ⅲ区の西部，D7h7区。

重複関係　本跡は第218号住民第679号士坑と第24号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　本跡の西半分を掘り込まれており，南北軸3．50m∴東西軸（2。40）mで長方形または方形と推

定される。

主軸方向　N－00

壁　壁高は32～34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北壁e東壁。南壁を巡っている。上幅24～36cm，下幅6～12cm，深さ4cmで，断面形はU字形である。

床　全面が平坦である。

竃　北壁中央部に，壁外へ45cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。竃手前から煙道部にかけ，第679

号土坑に掘り込まれているため，焚日部から煙道部までは残存していない。両袖幅（70）cmである。

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況が見られることから，人為堆積と思われる。
土層解説

1　暗褐色　　焼土粒子中量

2　褐　　色　　ローム小ブロック少量

3　暗褐色　　ローム粒子微量

4　暗褐色　　ローム小ブロック微量

5褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　土師器片76点，須恵器片64点，鉄淳3点が出土している〇第277図1の土師器杯は覆土中から，2の須

恵器杯と3の須恵器高台付杯は中央部の覆土中からそれぞれ出土している。

時期　本跡の時期は，重複している遺構の時期と出土土器から，8世紀後業と推定される。

第276図　第219号住居跡実測図

第219号住居跡出土遺物観察表
図版番司 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第277図

杯

A ［14．0］ 体部から口緑部の破片。体部からロ 目線部から体部内・外面ロクロナデ。 石英　 砂粒 5％　 P 663　PL 89

1
B （2．6） 縁部にかけ，内攣気味に立ち上がり， 体部内面へラ磨き。内面黒色処理。 橙色 口緑卦体部外面墨

土　 師　 器 わずかに外反する。 普通 書「上」

覆土中

2
杯
A ［14．4］ 底部から目線部の破片。平底。体部 口縁部から体部内 ・外面ロクロナデ。 石英　 雲母　 砂粒 40％　 P664

須　 恵　 器 B　　 4．0 から目線部にかけ，内攣気味に立ち 底部回転へラ切り。 暗灰黄色 覆土中層
C　　 8．4 上がる。 普通 仲央師
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第277図　第219号住居跡出土遺物実測図

図版番 口 器　 種 計測値（伽） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 7 7図

高 台 付 坤こ

A ［14．2］ 高台部から口緑部の破片。高台は長 口緑部から体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 石英　 砂粒 60％　 P 665

3
B　　 5．2 く， 「ハ」の字状 に開 く。休部から 底部回転へラ削 り。高台貼 り付け， 灰 色 覆土中層

須　 恵　 器 D　　 8．0

E　 l．1

口縁部にかけ，直線的に立ち上が り，

わずかに外反する。

ロクロナデ。 普通 （中央部）

第220号住居跡（第278・279図）

位置　調査Ⅲ区の西部，E7a5区。

重複関係　本跡が第221・223号住居跡，第79号掘立柱建物跡，第652・657・658・670・681号土坑を掘り込ん

でいることから，本跡が新しい。また，第654号土坑，第24号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．38m，短軸4．27mの方形である。

主軸方向　N－50－W

壁　壁高は20～30cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南壁と西壁沿いを巡っている。上幅20～28cm，下幅4～11cm，深さ10cmで，断面形はU字形である。

床　全面が平坦で，四隅を除いてよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に，壁外へ72cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。焚口部から煙道部まで128cm，両袖

幅150cmである。火床部は，床面を13cmほど掘りくぼめている。火床面は火熟を受け，煙道部にかけて赤変硬

化している。この火床部中央やや西寄りにPL97－10の雲母片岩を埋め込み，支脚として使用している。また，

東袖部には第279図5の土師器置き竃を埋め込み，補強材として使用している。煙道は緩やかに外傾したのち，

垂直に立ち上がる。
寵土居解説

1暗褐色　　粘土小ブロック中量，焼土中ブロック少量

2　オリーブ灰色　　灰多量

3　赤褐色　　焼土大ブロック多量，炭化粒子微量

4　暗赤褐色　　炭化粒子・焼土中ブロック少量

5　極暗褐色　　ローム中ブロック・粘土粒子少量

6　明黄褐色　　粘土粒子多量

7　赤褐色　　焼土中ブロック多量

8　暗褐色　　ローム小ブロック少量

9　明赤褐色　　焼土粒子多量，焼土中ブロック微量

10　暗褐色　　焼土粒子微量

11暗赤褐色　　焼土粒子多量

12　明赤褐色　　焼土粒子中量，焼土中・小ブロック少量

ピット　3か所（Pl～P3）。PlとP2は長径72cm・82cm，短径67cmの円形および不整楕円形で，深さ64cm・

69cmである。いずれもコーナー部寄りに位置しており，主柱穴と考えられる。P3は長径52cm，短径47cmの不整

楕円形で，深さ17cmである。南壁寄りに位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。
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第278図　第220号住居跡実測図

ピット土居解説

Pl l　暗褐色　　ローム中ブロック・焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム小ブロック微量

3　褐　　色　　ローム粒子少量

P2　1　明褐色　　壌土小ブロック・粒子中量

2　褐　　色　　焼土粒子微量

3　暗褐色　　ロー′ム粒子少量

4　暗褐色　　焼土粒子少量

P3　1　暗褐色　　焼土粒子微量

2　褐　　色　　ローム中ブロック・粒子少量
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第279図　第220号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　10cm

L l＿＿一二∃

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況が見られることから，人為堆積と思われる。
土層解説

1褐　　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

2　にぷい赤褐色　　焼土小ブロック中完

3　暗褐色　　焼土小ブロック少量

4　褐　　色　　ローム中ブロック中呈，ローム粒子微量

5　にぷい黄褐色　　粘土大ブロック多量

遺物　土師器片432点，須恵器片128点，灰粕陶器片5点，石製品1点（紡錘車），瓦1点（平瓦），石塊3点

（雲母片岩），鉄淳1点が出土している。第279図1の土師器杯，PL97－9の石塊は中央部の，3の土師器高

台付杯は北西コーナー部の，6の須恵器嚢は竃西袖脇の，7の灰粕陶器椀は西壁寄りの，11の紡錘車は南壁寄

りの，PL97－12の石塊は東壁寄りのそれぞれ覆土下層から出土している。2の土師器杯，4の土師器賓，5

の土師器置き竃，PL97－10の石塊は竃内から出土している。10は支脚として使用されたため，火熱を受け，

もろくなっている。8の灰粕陶器長頸瓶は東壁寄りの覆土上層から，13の平瓦は南西部の覆土上層からそれぞ

れ出土している。灰粕陶器片5点の内訳は，猿投無産（窯笹90号窯式）の椀が2点，猿投無産（折戸53号窯式）

の長頚瓶が2点，二川無産の長頸瓶が1点である。

所見　本跡の時期は，重複している遺構の時期と出土土器から，10世紀前葉と推定される。
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第220号住居跡出土遺物観察表
遠版 番可

器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 79図

杯

A ［13牒］ 底部から目線部の破片。平底。休部 目線部内から体部内 ・外商 ロクロナ 石英　 雲 母　 砂粒 50％　 P 666

1
B　　 圭0 か ら日録部 にかけ，内攣気味 に立 ち デ。体部外面下位回転へ ラ削 り。体 にぷ い黄色 覆土下層

土　 師　 器 C　　 5．6 上が り，外反する。 部から底部内面へラ磨 き。底部手持

ちへラ削 り。内面黒色処理。

普通 沖 央部）

2
杯

土　 師　 器

A ［14 ．4〕 底部か ら日録部の破片。平底。休部 日録部内から体部内 ・外面 ロクロナ 長石　 雲母　 砂粒 40％　 P 667

B　　 3 ．9 ・から目線部にかけ，内攣気味に立ち デ。休部から底部内面へラ磨 き。底 橙 色 竃内

C　　 7．0 上が り，わずかに外反する。　　　 部手持ちへラ削 り。内面黒色処理。 普 通　 二次焼成

3
高 台付 杯

A ［15．4］ 底部から目線部の破片。体部か らロ　 目線部内か ら体部内 ・外面ロクロナ 雲母　 砂 粒 40％　 P 668

B （4．7） 縁部にかけ，内攣気味に立ち上がり， デ。体部から底部内面へ ラ磨 き。底 橙色 覆土下層

土　 師　 器 わずかに外反する。中位に明瞭な稜

を持つ。

部回転へラ削 り。内面黒色処理。 普通 （北西コーナー部）

4

A ［19 ．4］ 体部から目線部の破片。体部からロ 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 砂粒 10％　 P 669

婆 B （9．2） 緑部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 面ナデ，輪積み痕。休部内面一部へ にぷい黄橙色 竃内

土　 師　 器 口綾部は外反 し，つ まみ上げられ，

棒状工具による凹線 を巡 らす。

ラナデ。 普通

5
置　 き　竃

土　 師　 器

B （15．2） 円筒形竃の底部から体部の破片。基 体部から底部外面ナデ。体部か ら底 雲母 ス コリア 砂粒 20％　 P 672　P L 89

部から体部にかけ，内攣気味に立 ち 部内軒 ロクロナデ，輪積み痕。突帯 橙色 竃内

上がる。焚口部 と側面 に長 さの異な

る突帯を持ち，基部下方に空気取 り

入れ口を作る。

貼 り付け，ヘ ラナデ。 普通 凍 袖郎

6
嚢

A　 17．0 体部から口緑部の破片。体部から口 口緑部内 ・外面 ロクロナデ。体部外 雲母　 砂 粒 20％　 P 670

B （9．2） 綾部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 面上位平行叩き，一部へラナデ。体 黄灰色 覆土下層

須　 恵　 器 目線部は外反 し，つ まみ上げられて

いる。

部内両輪積み痕 普通

二次焼成

（竃西袖脇）

7
椀

灰 粕 陶 器

B （2．5） 高台部から体部の破片。高台は三角 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 砂粒 30％　 P 673

D　　 6．4 形で短 く， 「ハ」の字状に開 く。体 ヘラ削 り。高台貼 り付け，ロクロナ 灰 白色 覆土下層

E　　 O ．5 部 は内攣気味 に立ち上がる。 デ。体部内 e外面施粕，刷毛塗 り。 粕　 灰オ リーブ色 （西壁寄り）

底部内面使用痕。 良好 猿投窯産

（窯笹90号窯式）

8
長　 頸　 瓶

灰 寒由陶 器

B （4．9） 高台部か ら体部の破片。高台は四角 体部内 ・外面 ロクロナデ。体部外面 砂粒 20％　 P 671

D　　 8．4 形で短 く， 「ハ」の字状に開く。体 下位へラ削 り。底部回転へラ切 り。 灰 白色 覆土上層

E　　 O．7 部は内攣気味に立ち上がる。 高台貼 り付 け，ロクロナデ。体部外 粕　 暗 オ リーブ色 （東壁寄り）

面 ・高台部粕。 良好 二川窯産

（窯笹90号窯式と並行）

図版尋

種　 別
計　　 測　　 値 巨 質

出 土 地 点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm ） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

PL97　9 石　　 塊 35 ．5 14．7 8 ．7 － 6787．3 雲母片岩 覆土下酎 中央部） Q lO8　写真のみ掲載

PL97 10 石　　 塊 24．9 13．8 12．5 － 5487．1 雲母片岩 竃内（火床部） Q lO9　支脚転用 火熱痕 写真のみ掲載

第279図11 石製紡錘車 径3．6 － 1．4 1′．0 26．0 滑　　 石 覆土下層（南壁寄り） Q llO

PL97 12 石　　 塊 23．5 17．2 6．2 － 2850 ．0 雲母片 岩 覆土下層（東壁寄り） Q 124　写真のみ掲載

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 巨 形 ・手 法 の 特 徴

備考 （台帳番号，出土位置，色調など）長さ（cm 中 富 （cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第279図

平　　 瓦 （3．0） （6．9） 2．1 （28．7）

凸面へラナデ。 T lO6　P L lll

13 凹面布目痕。 覆土上層（南西部）

内外面　 明褐色
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第22瑠号住居跡（第2800281図）

位置　調査Ⅲ区の西部，E7a5区。

重複関係　本跡が第225号住居晩　第79号掘立柱建物跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。また，第220e

2220223号鼠軋　第657の658・670号土軋　第24号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長潮睦言2m，短軸4．07mの方形である。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は25～33cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北壁と酋壁の一部を除いて巡っている。上幅1ト29C恥　下幅4～12cm，深さ4～11cmで，断面形はU字

形である。

床　全面が平坦で，中央がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に，壁外へ82cmほど掘り込み，砂貿粘土で構築されている。焚口部から煙道部まで107C恥　両

袖幅154cmである。焚日部手前に深さ摘cmほどの円形の掘り込みがある。火床部は，床面を13cmほど掘りくぼ

めている。火床面は火熱を受け，煙道部にかけて赤変硬化している。この火床部中央西寄りと東寄りの2か所

に，第281図1や3の土師器杯などの土器片を重ね，支肺として使用している。支脚は2か所で使用されてお

りタ掛け目は2つであったと考えられる。煙道は緩やかに外傾したのち，垂直に立ち上がる。
竃土層解説

1　褐　　色

2　赤褐色
3　にぷい黄色

4　暗赤褐色

5　赤褐色

6　赤褐色

粘土中げロック中最，焼土小ブロック少量

灰多量

焼土中ブロック少量，灰微量

炭化粒子中量，焼土小ブロック少量
ローム甲ブロック・粘土粒子少量

粘土粒子多量

ピット　2か所（Ple P2）。PlとP2はそれぞれ長径67cm080cm，短径47cmゆ64cmの楕円形で，深さ15cme

26cmである。Plは南壁沿い，P2は中央部に位置している。性格は不明である。
ピット土層解説

Pl l　褐　　色　　ローム小ブロック・粘土小ブロック少量

2　褐　　色　　ローム中ブロック多量

P21褐　　色　　ローム中ブロック・焼土小ブロック・粘土小ブロック少量

2　褐　　色　　ローム中ブロック少量

3褐　色　ローム中ブロツク中量

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況が見られ，粘土ブロックを含む層が多くあることから，人為堆積

と思われる。

土層解説

1黄褐色　　粘土中ブロック中量，焼士小ブロック少量

2　黄褐色　　粘土大ブロック多量，焼土中ブロック中量

3　褐　　色　　焼土中ブロック・粘土中ブロック少量

4　黒褐色　　粘土中ブロック少量

5褐　色　ローム小ブロツク中墨

遺物　土師器片320点，須恵器片108息緩和陶器片1点，石器1点（砥石上炭化物が出土している。第281

図1の土師器杯，3の土師器小形婆，4の土師器嚢，6の須恵器小形鉢は竃内から出土している。2の土師器

高台付杯は東壁寄りの，7の緩和陶器椀は南壁寄りの覆土下層から出土している。5の須恵器皿は中央部と北

東部の覆土中層から，8の砥石は南東コーナー部の床面直上からそれぞれ出土している。7の緑粕陶器椀は猿

投窯産（黒笹90号窯式）と考えられ，撹乱による混入の可能性が高い。

所見　本跡の時期は，重複している遺構の時期と出土土器から，9世紀中葉と推定される。
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第280図　第221号住居跡実測図

第221号住居跡出土遺物観察表

旦25．0m

、こ諺；－　　逗子
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l i　　　　！

「、＿j√

0　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

図版番口器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第281図

杯

A　13．8口緑部の一部欠損。平底。体部から口縁部から体部内・外面ロクロナデ。長石　石英　雲母90％　P674　PL89

1
B　　5．0口縁部にかけ，内轡気味に立ち上が休部外面下位手持ちへラ削り。底部砂粒 奄内
土　師　器C　　6．0り，外反する。中位に明瞭な稜を持

つ。

手持ちへラ削り。内面黒色処理。橙色

普通

2
高台付杯

A［14．7］高台部から口縁部の破片。休部から口縁部から体部内・外面ロクロナデ。石英　雲母　砂粒60％　P675
B（5．1）口緑部にかけ，内攣気味に立ち上が休部外面下位回転へラ削り，口綾部スコリア 覆土下層

土　師　器
E（0．9）り，外反する。 から底部内面へラ磨き。底部回転へ

ラ切り痕を残す一方向の手持ちへラ

削り。高台貼り付け。内面黒色処理。

にぷい黄橙色

普通

（東壁寄り）
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第281図　第221号住居跡出土遺物実測図

図版 番 口 器　 桂 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 8 1図
小　 形　 碧

土　 師　 器

B （3，6） 底部か ら休部の破片。平底。休部は 体部内 ・外面ナデ。体部外面下位へ 長石　 石英　 雲母 30％　 P 678

3 C　　 5．2 内攣気味に立ち上がる。 ラ削 り。底部ナデ。 砂 粒

灰 褐色　 普通

竃内

4
嚢

A ［2 1．6］ 休部か ら口緑部の破片。体部か らロ ロ縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長 石　 石英　 雲母 30％　 P 679

B （2 2．3） 緑部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 面ナデ。体部外面中位から下位 にか 砂粒 奄内

土　 師　 器 口緑部は外反 し，つまみ上げられ，

棒状工具による凹線 を巡 らす。

けヘラ削 り。内面輸積み痕。 にぷい橙 色

普 通

5
皿

A ［1 3．割 休部 と口緑部の一部欠損。平底。体 口縁部から体部内 ・外面ロクロナデ。 雲 母 ス コ リア 砂粒 70％　 P 676

B　　 2．9 部から口緑部にかけ，直線的に開き， 底部手持ちへ ラ削り。 明赤褐 色 覆土中層

須　 恵　 器 C　　 5．4 わずかに外反する。 普 通 （中央部，

北東部）

6
小　 形　 鉢

A ［2 9．2］ 底部からロ綾部の破片。体部からロ ロ緑部内 ・外面ロクロナデ。体部外 長 石　 石英　 雲母 30％　 P 677

B　 1 9．8 緑部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 面上位平行叩 き，下位へラ削 り。 砂粒 竃内

須　 恵　 器 C ［1 7．4］ 口綾部は強 く外反し，つまみ上げら

れている。

灰色

普通
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図版 番 口 器　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第281図

7
椀

緑粕 陶 器

B （1．7） 高台部から休部の破片。高台は四角 体部内 ・外面ロクロナデ。体部内面 砂粒 20％　 P680　PL 89

D ［7．8］ 形で短 く， 「ハ」の字状に開く。体 ヘラ磨 き。底部回転へラ削 り。高台 灰 白色 覆土下層

E　　 O．6 部は内攣気味に立ち上がる。 貼り付 け，ロクロナデ。体部内 ・外 粕　 オ リーブ灰色 （南壁寄り）

面施粕，刷毛塗り。底部内面使用痕。 良好 猿投窯産

（窯笹90号窯式）

図版番 口 種　 別
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　 考
長 さ（Gm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第281図 8 砥　　 石 （10．1） 4．9 3．1 （19 3．2） 凝　 灰　 岩 床面直上 （南東コーナー部） Q lll P L 96

第222号住居跡（第282・283図）

位置　調査Ⅲ区の西部，E7a6区。

重複関係　本跡が第221・223・225号住居跡，第79号掘立柱建物跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

また，第641号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸［4．21］m，短軸［2．05］mの長方形と推定される。覆土が薄く，主として床面の広がりや，

竃の位置から推定した。

主軸方向　N－370－E

3　　　　　　10

－384－
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壁・壁溝　不明である。

床　凹凸である。中央部はよく踏み固められている。

竃　北東壁中央部に，壁外へ50cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されて

いる。焚口部から煙道部まで67cm，両袖幅［100］cmである。火床部は，

床面を8cmほど掘りくぼめている。火床面は火熱を受けているが，ほと

んど赤変硬化していない。煙道は緩やかに外傾して立ち上がる。竃の覆

土は8層（第1～8層）に，袖部は3層（第9～11層）に分けられた。

竃土層解説

1　暗褐色

2　暗赤褐色

3　暗赤褐色

4　暗赤褐色

5　暗褐色

6　暗赤褐色

7　にぷい黄褐色

8　にぷい赤褐色

9　明赤褐色

10　暗褐色

11明赤褐色

ローム粒子・炭化粒了‥焼土粒子微量

焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

炭化物・焼土粒子少量

炭化物少塁，焼土粒子微量

粘土粒子少鼠　炭化粒子・焼土粒子微量

炭化粒子・焼土粒子少量

粘土粒子中量，焼土粒子微量

焼土粒子中量，炭化粒子微速

砂質粘土

ローム小ブロック・焼土小ブロック微量

ローム小ブロック中屋

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第283図　第222号住居跡

出土遺物実測図

覆土　単一層で，自然堆積か人為堆積かは不明である。
土層解説

1褐　　色　　ローム中ブロック中屋

遺物　土師器片24点，須恵器片18点，灰粕陶器片2点，緑粕陶器片1点，金属製品1点（刀子），石塊1点

（雲母片岩）が出土している。第283図1の灰粕陶器椀は，本跡の北西部覆土中層から出土したものと第206号

住居跡の覆土中から出土した破片が接合したものである。2の緑粕陶器段皿は東壁寄りの覆土中から出土して

いる。出土した灰粕陶器片は1の椀と手付長頸瓶の体部片である。椀は二川窯産，手付長頸瓶は猿投窯産（黒

笹90号窯式）である。また，2の緑粕陶器段皿は猿投無産（黒笹90号窯式）である。

所見　本跡の時期は，重複している遺構の時期と出土土器から，10世紀前葉と推定される。

第222号住居跡出土遺物観察表

図版番 □ 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 28 3図

1
椀

灰 粕 陶器

B （ 2．5 ） 高台部から体部の破片。高台は三角 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 長石，砂粒 40％　 P 541

D　　 7．9 形で短 く， 「ハ」の字状に開 く。体 ヘラ削 り。高台貼 り付け， ロクロナ 灰黄色 覆土中層（北西部）

E　　 O．9 部は内攣気味 に立ち 上がる。 デ。体部内面施礼　 刷毛塗 り。 粕　 オ リーブ灰色

良好

S I 206覆土中

二川窯産

（析戸53号窯式と並行

2
段　　 皿

A ［13．1］ 休部から口緑部の破片。休部か ら口 口緑部から体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 10％　 P 687

B （ 1．4） 緑部にかけ，内攣気味 に開き，わず 口緑部 から体部内 ・外面施軋 刷毛 灰 白色 覆土中（東壁寄り）

緑 粕 陶 器 かに外反す る。中位に段を持つ。 塗 り。 粕　 オ リーブ灰色

良好

猿投窯産

（黒笹90号窯式）

第223号住居跡（第284・285図）

位置　調査Ⅲ区の西部，E7a6区。

重複関係　本跡が第221号住居跡，第79号掘立柱建物跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。また，第220・

222号住居，第641号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．83m，短軸3．62mの方形である。

主軸方向　N－50－E
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第284図　第223号住居跡実測図
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壁　壁高は12～22cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北東・北西・南西コーナー部付近に巡っている。上幅12～24cm，下幅4～8cm，深さ4cmで，断面形は

U字形である。

床　全面が平坦で，中央がよく踏み固められている。西半分が10cmほどロームを掘り残して盛り上がり，ベッ

ド状を呈し，その上面中央も踏み固められている。

竃　北壁中央部に，壁外へ34cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。焚口部から煙道部まで107cm，両

袖幅124cmである。火床部は，床面を14cmほど掘りくぼめたのち，褐色土を貼っている。深さは4cmほどであ

る。火床面は火熱を受けてはいるが，赤変硬化していない。東袖部に第285図6の平瓦を埋め込み，補強材と

して使用している。煙道は緩やかに外傾したのち，階段状に立ち上がる。竃の覆土は4層に，袖部と掘り方の

覆土は5層に分けられた。
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第285図　第223号住居跡出土遺物実測図

竃土層解説

1　暗赤褐色　　焼土粒子微量

2　にぷい赤褐色　　灰少立，炭化粒子・焼土粒子微量

3　褐　　色　　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量

4　褐　　色　　焼上粒子微最

0　　　　　　　10cm

！　　こ　　［

竃袖部・掘り方土層解説

1　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量

2　暗褐色　　炭化粒子少量，焼士粒子微量

3　褐　　色　　ローム大ブロック中量，ローム粒子少量

4　暗褐色　　炭化拉了・微違

5　暗褐色　　炭化粒子少量，焼土粒子微量

ピット　2か所（Pl・P2）。PlとP2はそれぞれ長径34cm・36cm，短径28cm・31cmの楕円形で，深さ22cm・

30cmである。Plは東壁沿い，P2は中央部に位置している。性格は不明である。
ピット土層解説

P21　暗褐色　　ローム小ブロック少量

2　暗褐色　　ローム中ブロック中量
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覆土　8層からなり，ブロック状の堆積状況が見られることから，人為堆積と思われる。竃手前から南壁にか

けて，比較的多量の焼土を含む層が広がっている。
土層解説

1　暗褐色　　焼土粒子・灰微量

2　にぷい赤褐色　灰多鼠焼土中ブロック・粒子中量，炭化物・粒子少量

3　にぷい補色　焼土中ブロック多量，炭化粒子・焼土中ブロック・焼土粒子中鼠灰少量
4　にぷい赤褐色　　焼土粒子中鼠　炭化粒子少量

5　暗褐色　　焼土粒子微量

6　暗褐色　　ローム粒子微量

7　褐　　色　　ローム粒子中量

8暗褐色　炭化粒子微量

遺物　土師器片414点，須恵器片200点，灰粕陶器片6点，線粕陶器片3点「瓦1点（平瓦）が出土している。

第285図1と2の土師器杯芦　3の土師器椀は中央部の，5の須恵器高台付杯は東壁寄りの覆土下層から，4の

須恵器杯は竜内から，6の平瓦は東袖部内からそれぞれ出土している。出土している灰粕陶器と緩和陶器椀は

すべて猿投無産（窯笹90号窯式）と考えられる。それぞれの内訳は，灰粕陶器が，長頸瓶の目線部片1点と体

部片2点，椀の目線部片1点と体部片1点，皿の体部から目線部片1良縁粕陶器が，皿の体部から目線部片

3点である。また，このうち竃内から出土した灰粕陶器の長頸瓶1点は，120m離れている第96号住居跡出土

の破片と接合している。

所見　本跡の時期は，重複している遺構の時期と出土土器から，9世紀末葉と推定される。

第223号住居跡出土遺物観察表

図版番号一 器 種 極 則酌 m） 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴　 序 土 ・色調 欄 成
備　　 考

第285回 A　 14．0 底部から目線部の破片。平底。体部 日録部から体部内 ・外商ロクロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 50％　 P681

1
杯 B　　 4．1 から目線部にかけ，内攣気味に立ち 体部外面下位手持ちへラ削 り，体部 スコ リア 覆土下層

土　 師　 器 C　　 6．6 上が り，外反する。 から底部内面へ ラ磨 き。底部回転へ

ラ削 り後，ナデ。内面異色処理。

橙色 沖 央師

普通

2
杯

A　 H 3．2］ 底部か ら目線部の破片。ヰ 底。休部 ［］線部から体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 30％　 P 682

B　　 3．6 から目線部にかけ，内攣気味に立ち 体部外面下位回転へラ削 り。目線部 にぷい橙色 覆土下層

土　 師　 器
C　　 6．0 上が り，わずかに外反する。 から底部内面へラ磨 き。底部回転へ

ラ切 り痕 を残す手持 ちへラ削 り。内

面異色処理。

普通 仲央師

3
椀

A ［17．2］ 休部か ら日録部の破片。体部から口 目線部から体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ス コリア 砂粒 30％　 P 684

土　 師　 器
B （7．2） 縁部にかけ，内攣気味に立ち上がり， 体部外面下位回転へラ削 り。体部か 橙色 覆土下層仲 央師

外反する。 ら底部内面へ ラ磨 き。 普通 覆土中

60％　 P683　P L 89

4
林
A　 12．4 底部から日縁部の破片。平底。体部 日録部から体部内 ・外面ロクロナデ。 石英 雲母 砂粒 礫

須　 恵　 器
B　　 3．6

C　　 7．1

か ら日縁部にかけ，内攣気味に立ち

上がる。

底部回転へラ切 り。 にぷい橙 色

普通

竃内

5
高台 付 杯

A　 13．8 高台部 と日録部の－一部欠損。体部か 目線部から体部内 ・外面ロクロナデ。 石英　 雲母　 砂 粒 90％　 P 685　P L 89

須　 恵　 器
B （2．7） ら口縁部にかけ，内攣気味 に立ち上 底部回転へラ削 り。 にぷ い黄橙色 覆土下層

がり，わずかに外反する。 普通 （東壁寄り）

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 巨 形 e 手 法 の 特 徴

備考 （台帳番号，出土位置，色調など）
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第285由

平　　 瓦 （40．0） （25．9） 2．5 （4042．7）

凸面格子叩き。 T 107　P L l14
6 凹面布目痕。一部へラナデ。 竃内（東側袖部内） 竃補強材

黒褐色

第224号住居跡（第286～288図）

位置　調査Ⅲ区の西部，E7b7区。

重複関係　本跡が第225号住居臥第72号掘立柱建物跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。また，第6

33号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。
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規模と平面形　長軸3。36m，短軸3。32mの方形である。

主軸方向　N－11J－E

壁　壁高は40～45cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁と酋壁に巡っている。上幅18～35C恥　下幅2～8cIn言深さ3～10cmで，断面形はU字形である。

床　全面が平坦で，四隅を除いてよく踏み固められている。中央部から酋壁にかけ，焼土塊が広がっており，

中から獣骨と思われる骨が出土している。

竃　北壁中央部に，壁外へ32cmほど掘り込みタ　砂質粘土で構築されている。焚日部から煙道部まで99cm，両袖

幅136cmである。火床部は，床面を16cmほど掘りくぼめた後，暗赤褐色土を貼っている。深さは10cmほどであ

る。火床面は火熱を受け，赤変硬化している。煙道は緩やかな階段状に立ち上がる。竃の覆土は6層（第1～

6層）に，袖部は2層（第788層）に分けられた。

竃土層解説

1　褐　　色　　焼土粒子中量

2　褐　　色　　焼土中ブロック中鼠　粘土小ブロック少量

3　褐　　色　　粘土小ブロック中量，炭化物・焼土粒子少量

4　褐　　色　　炭化物中鼠　灰少鼠　焼上粒子微逼

5　暗赤褐色　　焼土中ブロック中量

6　褐　　色　　焼上中ブロック・粘土小ブロック少量

7　褐　　色　　ローム粒子中鼠　焼土中ブロックを粘土小ブロック少量

8　黄褐色　　粘土太ブロック多量

ピット　2か所（P巨P2）。Plは径36cmの円形でタ　深さ28cmである。南壁寄りに位置していることから，

出入日施設に伴うピットと考えられる。P2ほ北西コーナー部に位置し，長径52cm，短径43cmの楕円形で，深

さ12clllであるし、性格は不明である。、

ビット土居解説

Pl l　暗褐色　　焼上粒子微量

2　明褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子微逼

P2　1　褐　　色　　焼L校了∴砂微量

2　褐　　色　　ローム粒子微量

覆土　3層からなり，ブロック状の堆積状況が見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　色　　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗褐色　　焼土粒子微量

3　暗褐色　　炭化粒子微量

遺物　土師器片5糾点　須恵器片483氏　灰粕陶器片1氏　土製品2点（不明土製品上　金属製品2点（鉄鉱上

磯4鳥　獣骨片，炭化物が出土している。第287図1の土師器小形婆は竜手前の，14の須恵器高盤は南東部の，

第288図16の須恵器壷と17の灰粕陶器椀は南壁寄りの覆土上層から出土している。第287図2の土師器聾は竃内

と東壁寄りの覆土下層から，3の須恵若年と13須恵器盤は南壁寄りの，4の須恵器杯は北西コーナー部の，11

の須恵器高台付杯は東壁寄りの，第288図18の鉄鉱は南東コーナー部の覆土下層から出土している。第287図9

と10の須恵器杯は竃内から出土している。また，17の灰粕陶器椀は猿投窯産（黒笹90号窯式）と考えられるこ

とから，後世の撹乱による混入と思われる。

所見　本跡の時期は，重複している遺構の時期と出土土器から，9世紀中葉と推定される。

第224号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第287図

1
小　 形　 婆

A　 14．4 体部とロ縁部の一部欠損。平底。体 目線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 雲母 90％　 P 700　P L 90

B　 15．4 部から口縁部 にかけ，内攣気味に立 商ナデ。休部外面下位へラ削 り。底 砂粒 覆土上層

土　 師　 器 C　　 7．8 ち上がる。目線部は外反 し，つ まみ

上げられている。

部ナデ，木葉痕。 にぷい橙色

普通

魔 手湘
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第286図　第224号住居跡実測図
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図版番□ 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

2
璽

A　 20．3 体部と目線部の一部欠損。平底。体 目線部内・外面横ナデ。体部内・外 長石　 石英　 雲母 90％　P701 PL90

B　 33．5 部から口縁部にかけ，内攣気味に立 面ナデ。休部外面中位から下位にか 砂粒 竃内

土　師　器
C　　 8．0 ち上がる。口縁部は外反し，つまみ けヘラ磨き，内面輪積み痕。底部ナ にぷい黄橙色 覆土下層

上げられ，棒状工具による凹線を巡

らす。

デ，木葉痕。 普通 （東壁寄り）

3
坤こ

A　 13．1 平底。体部から口縁部にかけ，内攣 口緑部から体部内・外面ロクロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 100％　P688　PL90

B　　 4．7 気味に立ち上がり，わずかに外反す 体部外面下位回転へラ削り。底部手 スコリア 底部外面悪書「集」

須　恵　器 C　　 7．0 る。 持ちへラ削り。 灰色

普通

覆土下層

（南壁寄り）
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第287図　第224号住居跡出土遺物実測図（1）
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第288図　第224号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 28 7図
杯

須　 恵　 器

A　 12．9 休部とロ縁部の一部欠損。平底。体 口縁部から体部内 ・外面ロクロナデ。 長 石　 石英　 雲母 80％　 P 689　P L 89

4 B　　 4，4 部は直線的に立ち上がる。 休部外面下位回転へラ削 り。底部手 砂粒 覆土下層

C　　 8．0 持 ちへラ削 り。 灰色　 普通 （北西コーナー部）

5
杯

須　 恵　 器

A　 13．7 休部と口緑部の－一部欠損。平底。体 口緑部から体部内 ・外面ロクロナデ。 石英　 砂粒 70％　 P 690

B　　 4．3 部からロ緑部にかけ，内攣気味 に立 休部外面下位手持 ちへラ削 り。底部 灰色 覆土上層

C　　 6．7 ち上が り，わずかに外反する。 回転へ ラ切 り。 普通 （西壁寄り）

6
杯

A　 12．8 底部か らロ縁部の破片。平底。体部 口縁部か ら体部内 ・外面ログロナデ。 長石　 石英　 雲母 60％　 P 69 1

B　　 4 ．0 から口綾部にかけ，内攣気味に立ち 体部外面下位回転へラ削 り。底部回 砂 粒 覆土中層

須　 恵　 器 C　　 8 ．0 上がる。 転へ ラ切 り痕を残す，手持 ちへラ削

り。

灰 色

普 通

（南壁寄り）

7
杯

A ［12．4］ 底部からロ緑部の破片。平底。休部 口縁部から体部内 ・外面ロクロナデ。 長 石　 石英　 雲母 60％　 P 692

B　　 4．9 から口緑部にかけ，内攣気味 に立ち 体部外面下位 回転へ ラ削 り。底部回 砂粒 覆土上層

須　 恵　 器 C　　 6．6 上が り，わずかに外 反する。 転へラ切 り痕 を残す，手持ちへラ削

り。

灰黄 色

普通

（北西コーナー部）

8
杯

須　 恵　 器

A　 12．8 底部か ら口緑部の破片。平底。体部 口縁部から体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 雲母　 砂 粒 50％　 P 693　P L 89

B　　 4．8 から口緑部にかけ，内攣気味に立 ち 底部回転へラ切 り痕を残す，手持 ち 黄灰色 覆土上層

C　　 7．6 上が り，外反する。 ヘラ削 り。 普通 （北西コーナー部）

9
杯

須　 恵　 器

A ［1 3．2］ 底部か ら口緑部の破片。平底。休部 口綾部か ら体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 雲母　 砂粒 50％　 P 694

B　　 4 ．7 から口縁部にかけ，内攣気味に立ち 休部外面下位手持ちへ ラ削 り。底部 褐灰色 竃内

C　　 6 ．2 上が り，わずかに外反する。 手持 ちへラ削 り。 普通

10
杯

須　 恵　 器

A ［13．現 底部から口縁部の破片。平底。休部 口縁部から体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 石英　 雲母 40％　 P 695

B　　 4．6 か ら口縁部にかけ，直線的に立ち上 休部外面下位回転へラ削り。底部手 砂粒 竃内

C　　 6．6 が り，わずか に外反する。 持 ちへラ削 り。 橙 色　 普通

11
高 台 付 杯

A ［13諸】 高台部から口綾部の破片。高台は長 口緑部から体部内 ・外面ロクロナデ。 石英　 雲母　 砂粒 50％　 P 696

B　　 5．9 く， 「ハ」の字状に開く。体部から 底部回転へラ削 り。高朋 占り付け， 灰色 覆土下層

須　 恵　 器 D　　 8．9

E　 l．2

口縁部にかけ，直線的に立ち上がる。 ロクロナデ。 普通 （東壁寄り）

第2 88図

12
盤

須　 恵　 器

A ［1 9．8］ 高台部から口縁部の破片。高台は長 口緑部から体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 石英　 雲母 60％　 P 697

B　　 4 ．6 く， 「ハ」の字状に開 く。体部か ら 体部外面下位回転へラ削 り。底部回 砂粒 覆土上層

D　 1 2．8 口縁部にかけ，内攣気味 に開き，中 転へラ削 り。高台貼 り付け，ロクロ にぷい黄橙色 （蛮手前）

E　 l．7 位 に明瞭な稜 を持つ。口綾部はわず

かに外反する。

ナデ。 普通

－392－



図版番 目 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第287図

13
嫡几

A ［16．3］ 高台部から口縁部の破片。高台は長 口縁部から体部内 ・外面ロクロナデ。 石英　 雲母　 砂粒 50％　 P698　PL 90

B　　 3．7 く， 「ハ」の字状に開く。体部か ら 底部回転へ ラ削 り。高台貼 り付け， ス コリア 覆土下層

召逢

須　 恵　 器
D　　 9．8

E　 l．2

目線部にかけ，内攣気味に開 き，わ

ずかに外反する。中位に明瞭な稜を

持つ。

ロクロナデ。 黄褐色

普通

（南壁寄り）

14
高　　 盤

D　 ll．4 裾部から脚部 の破片。脚部はラッパ 脚部から裾部内 ・外面 ロクロナデ。 石英　 砂 粒 10％　 P703

E （5．0） 状 に開 く。裾部は平坦に広が り，屈 灰 色 裾部内面朱墨書

須　 恵　 器 曲し垂下する。 普通 「芋」

覆土上層（南東部）

第288図

15
鉢

A ［19．0］ 底部から口縁部の破片。平底。体部 口縁部から体部内 ・外面 ロクロナデ。 石英　 砂粒 30％　 P 699

B　　 9．2 から口縁部にかけ，内攣気味に立ち 体部内 ・外面輪積み痕。底部ナデ。 灰色 覆土上層仲央部）

須　 恵　 器 C　 lO．2 上がる。目線部は外反する。 目線部外面から底部外面一部自然粕。 粕　 灰 白色

普通

覆土下層

（北東コーナー部）

16
長　 頸　 壷

須　 恵　 器

A　　 5．6 頚部から口縁部の破片。頚部か ら口 目線部内 ・外面ロクロナデ。内面輪 砂粒 30％　 P 702

B （9．3） 縁部にかけ直立 し，外反する。 積み痕。 灰色

良好

壷G 類

覆土上層

（南壁寄り）

17
椀

灰 粕 陶 器

B （1．6） 高台部から体部の破片。高台は三角 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 砂粒 10％　 P 704

D ［7．0］ 形で短 く，「ハ」の字状 に開 く。体部 ヘラ削 り。高台貼 り付 け，ロクロナ 灰 白色 覆土上層

E　　 O．8 は内攣気味に立 ち上がる。 デ。体部から底部内面施粕 ，刷毛塗 寒由　 灰 オリーブ色 （南壁寄り）

り。 良好 猿投窯産

（黒笹90号窯式）

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第288図18 鉄　　 鉱 （10．4） （1．0） 0．4 （13．6） 覆土下層（南東コーナー部） M 89　P L lO6　茎部

第225号住居跡（第289・290図）

位置　調査Ⅲ区の西部，E7b6区。

重複関係　本跡が第79号掘立柱建物跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。また，第221・222・224号

住居に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3。67m，短軸3．20mの長方形である。

主軸方向　N－60－E　第1号竃を通る軸線を主軸と考えて計測した。

壁　壁高は24～30cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　西壁から南壁にかけて巡っている。上幅20～26cm，下幅6～12cm，深さ4cmで，断面形はU字形である。

床　全面が平坦で，中央がよく踏み固められている。

竃　北壁と東壁の2か所で確認された。2か所とも遺存状態が悪く，竃の使用順序など，詳細は不明である。

よって，便宜上，北壁のものを第1号竃，東壁のものを第2号竃として記述する。

第1号竃は北壁中央部に，壁外へ30cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。袖部の張り出しは少なく，

焚口部から煙道部まで82cm，両袖幅80cmである。火床部は，床面を8cmほど掘りくぼめている。火床面は火熱

を受けてはいるが，赤変硬化してはいない。煙道は緩やかに外傾して立ち上がる。竃の覆土は4層に分けられ

た。
第1号竃土層解説

1　黄褐色　　粘土焼土大ブロック中量

2　暗褐色　　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量

3　にぷい赤褐色　　焼土中ブロック中量，炭化物少量

4　灰褐色　　炭化粒子・灰少量，焼士粒子微量

ー393－
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第289図　第225号住居跡実測図
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第2号竃は東壁中央部に，壁外へ33cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。袖部の張り出しは少なく，

焚口部から煙道部まで87cm，両袖幅65cmである。火床部は，床面を12cmほど掘りくぼめている。火床面は火熱

を受けてはいるが，赤変硬化してはいない。煙道は緩やかに外傾して立ち上がる。
第2号竃土層解説

1　暗赤褐色

2　にぷい赤褐色

3　にぷい赤褐色

4　にぷい赤褐色

5　明赤褐色

6　灰褐色

7　暗赤褐色

焼土粒子微量

炭化粒子・焼土中ブロック・焼十粒子少量

焼土粒子・灰少量

炭化粒子・焼土粒子微量

焼土大ブロック多量

焼土粒子少量，炭化粒子微量

焼土粒子中量，炭化粒子少量

8褐　色　焼土拉子微呈

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは長径84cm，短径62cmの楕円形で，深さ16cmである。P2は長径124cm，短

径72cmの不整楕円形で，深さ22cmである。Plは北東コーナー部，P2は北西コーナー部に位置している。いず

れも性格は不明である。

ピット土層解説

1　暗赤褐色　　焼土大ブロック・粘土大ブロック中量

2　褐　　色　　ローム中ブロック中量，粘土中ブロック少量

－394－

3　褐　　色　　ローム中ブロック少量

4　褐　　色　　ローム小ブロック・焼土中ブロック少量
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第290図　第225号住居跡出土遺物実測図

覆土　4層からなり，ブロック状の堆積状況が見られることから，人為堆積と思われる。
土層解説

1褐　色　炭化粒了一・焼上中ブロック中量，ローム中ブロック少景

2　褐　　色　　ローム′トブロック少量，焼土粒子少丑

3　灰　　色　　粘土太ブロック多量

4　暗褐色　　焼上中ブロック中量，粘土中ブロック少量

遺物　土師器片136点，須恵器片80点，灰粕陶器片1点が出土している。第290図1の土師器嚢は北西コーナー

部の覆土下層から，2の須恵器盤は西壁寄りの覆土下層から，3の須恵器鉢は北西コーナー部の覆土中層から

それぞれ出土している。灰粕陶器片は皿の休部からロ緑部片で，猿投窯産（黒笹90号窯式）で，撹乱による混

入と考えられる。

所見　本跡の時期は，重複している遺構の時期と出土土器から，8世紀後葉と推定される。

第225号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第2 90図

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A　 15．3 休部と口縁部の一部欠損。平底。体 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 雲母 70％　 P 707　P L 90

B　 18．5 部から口縁部にかけ，内攣気味に立 面ナデ。体部外面下位へラ削 り，内 砂粒　 礫 覆土下層

1 C　　 8．2 ち上がる。口緑部は外反 し，つまみ

上げられ，棒状工具による凹線を巡

らす。

面輪積み痕。底部ナデ。 にぷい橙 色

普通

（北西コーナー部）

2
盤

須　 恵　 器

A ［2 2』］ 体部と口縁部の一一・部欠損。高台は長 口縁部から体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 石英　 砂粒 40％　 P 705

B　　 4．4 く， 「ハ」の字状に開く。体部から 休部外面下位回転へ ラ削 り。底部回 灰 色 覆土下層

D　 12．9 口縁部にかけ，内攣気味に開 き，わ 転へラ削 り。高台貼 り付 け，ロタロ 良好 （西壁寄り）

E　 l．5 ずかに外反する。中位 に明瞭な稜 を

持つ。

ナデ。

3
鉢

須　 恵　 器

A ［3 5．6］ 底部から口緑部の破片。平底。休部 目線部内 ・外面ロクロナデ。体部外 長 石　 石英　 雲母 20％　 P 706

B　 15．7 から口緑部にかけ，内攣気味に立 ち 面上位か ら中位平行叩 き，下位へラ 砂粒 覆土中層

C ［17．4］ 上がる。目線部は強 く外反し，つま

み上げられた後，下方 に折 り返され

ている。

削 り。 黄灰 色

普 通

（北西コーナー部）
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第226号住居跡（第291・292図）

位置　調査Ⅲ区の北部，D8g3区。

重複関係　本跡は第25号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　北部が調査区城外のため，調査したのは南側の一部分である。東西軸3．50m，南北軸（1．50）

mで長方形または方形と推定される。

主軸方向　不明

壁　壁高は19～29cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁・南壁・西壁に巡っている。上幅19～22cm，下幅12～18cm，深さ7～9cmで，断面形はU字形である。

床　全面が平坦で暗褐色土の貼り床が施されている。

竃　調査した範囲では確認されなかった。

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積状況が見られることから，自然堆積と思われる。第2層は壁溝の覆土で

ある。
土層解説

1暗褐色　　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

2　褐　　色　　ローム拉了少量，ローム小ブロック微量

3　暗褐色　　ローム中ブロック中量，焼土粒子少量

4暗褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片248点，須恵器片44点，灰粕陶器片1点，鉄津1点，礫1点が出土している。第292図1と2の

土師器杯は南壁寄りの覆土下層から，3の頚恵器嚢は西壁寄りの覆土上層からそれぞれ出土している。出土し

た灰粕陶器片は猿投窯産（黒笹90号窯式）の椀である。

所見　本跡の時期は，重複している溝と出土土器から，10世紀前葉と推定される。

A25．2m

第291図　第226号住居跡実測図
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第292図　第226号住居跡出土遺物実測図

第226号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿⊥－＿＿」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第292図

士不

A　13．9平底。体部からロ縁部にかけ，内攣口綾部から体部内・外面ロクロナデ。雲母スコリア砂粒100％　P708　PL90

1
B　　4．4気味に立ち上がり，わずかに外反す休部外面下位回転へラ削り。口縁部黄褐色 覆土下層

土　師　器C　　6．2る。 から底部内面へラ磨き。底部回転へ

ラ削り後，ナデ。内面黒色処理。

普通 （南壁寄り）

2
杯

A　13．3休部と口縁部の一部欠損。平底。体口緑部体部内・外面ロクロナデ。体砂粒 70％　P709

B　　3．6部から口緑部にかけ，内攣気味に立部外面下位回転へラ削り。休部からにぷい橙色 覆土下層

土　師　器C　　6．0ち上がる。 底部内面へラ磨き。底部回転へラ削

り。内面黒色処理。

普通 （南壁寄り）

3
要

A［35，4］休部から口緑部の破片。休部から口目線部から体部内・外面ロクロナデ。長石　石英　雲母20％　P710

B（10．3）縁部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 砂粒 覆土上層

須　恵　器 口緑部は外反し，つまみ上げられた

後，下方に折り返されている。

灰黄色

普通

（西壁寄り）

第227号住居跡（第293・294図）

位置　調査Ⅲ区の北部，D8f2区。

重複関係　本跡は第25号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

－397－

第293図　第227号住居跡実測図
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第294回　第227号住居跡

出土遺物実測図

規模と平面形　北部が調査区城外のため，調査したのは南側の一部分で

ある。東西軸3．51m，南北軸（1．27）mで長方形または方形と推定される。

主軸方向　不明

壁　壁高は45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　東壁・南壁・西壁を巡っている。上幅24～34cm，下幅6～12cm，

深さ8cmで，断面形はU字形である。

床　調査した範囲では，全面が平坦である。

竃　調査した範囲では確認されなかった。

覆土　2層からなるが，自然堆積か人為堆積かは不明である。
土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子微完

2　暗褐色　　ローム粒子少量

遺物　土師器片41点，須恵器片32点，礫1点が出土している。第294図1の土師器杯は覆土中層から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，重複している溝と出土土器から，9世紀中葉と推定される。

第227号住居跡出土遺物観察表

図版 番 口 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第294岡

杯

A ［13．0］ 底部からロ縁部の破片。平底。体部 ロ緑部から体部内 ・外面 ロクロナデ。 雲母　 砂粒 10％　 P 711 P L 90

1
B　　 4．2 か ら口縁部にかけ，内攣気味 に立 ち 休部外面下位回転へ ラ削り。口縁部 橙 色 休部外面墨書「万ロ」

土　 師　 器 C ［6諸］ 上が り，わずかに外反する。 から底部内面へラ磨 き。底部回転へ

ラ削 り。内面黒色処理。

普 通 覆土中層

第228号住居跡（第295・296図）

位置　調査Ⅲ区の北部，D7fO区。

叫　　凸！

第295図　第228号住居跡実測図
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重複関係　本跡は第680号土坑と第25号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。また，切り合いはない

が10世紀前葉の第80号掘立柱建物跡と重複している。

規模と平面形　北部が調査区域外のため，調査したのは南側の一部分である。東西軸3．80m，南北軸（1．50）

mの長方形または方形と推定される。

主軸方向　不明

壁　壁高は20～37cmで，外傾して立ち上がる。

床　調査した範囲では，全面がほぼ平坦である。

竃　調査した範囲では確認されなかった。

ピット　3か所（Pl～P3）。PlとP2はそれぞれ長径42cm・49cm，短径31cmの楕円形で，深さ43cm・78cmで

ある。Plは南東コーナー部に，P2は南西コーナー部寄りに位置していることから，主柱穴と考えられる。P

3は長径32cm，短径29cmの楕円形で，深さ30cmである。南壁寄りに位置していることから，出入口施設に伴う

ピットと考えられる。
ピット土層解説

1　暗褐色　　炭化粒子・焼土粒子微量

2　暗褐色　　炭化粒子微量

覆土　単一層で，自然堆積か人為堆積か不明である。
土層解説

1暗褐色　　焼土粒子微量

遺物　土師器片3点，須恵器片10点，土製品1点（紡錘車）が出土している。第296図1と2の須恵器鉢は南

壁寄りの覆土下層から，3の紡錘車は床面直上からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，重複している溝と出土土器から，9世紀後葉と推定される。

〒；　！
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第296図　第228号住居跡出土遺物実測図
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第228号住居跡出土遺物観察表
遠 版番可

器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第29 6図

鉢

A ［3 5．2］ 体部から目線部の破片。体部から口 口縁部内 ・外面ロクロナデ。体部外 長石　 石英　 砂粒 5％　 P 712

1
B （ 5．0） 縁部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 面平行叩き。 褐灰色 覆土下層

須　 恵　 器 目線部は強 く外反 し，つまみ上げ ら

れている。

普通 滴壁寄鋸

2
鉢

A ［34．2］ 体部か ら口縁部の破片。休部から＝ 日録部内 ・外面 ロクロナデ。体部外 石英 雲母 ス コリア 5 ％　 P 713

B （6．日 緑部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 面平行叩 き。 砂粒 覆土下層

須　 恵　 器 目線部は強 く外反 し，つまみ上げ ら

れている。

にぷい橙色

普通

t等摘 壁寄男

志版尋

種　別
計　　 測　　 値 i 出 土 地 点 ′

備　　　　 考径（cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第296図3 土製紡錘車 5．3 1．6 1．0 （30．4） 床面直上 D P lO7

第300号住居跡（第297図）

位置　調査Ⅳ区の北部，F8h4区。

規模と平面形　北側が調査区域外のため，調査したのは南壁際の部分である。東西軸生25m，南北軸（0瀾）

mである。平面形は不明である。

主軸方向　不明である。

壁　壁高は35cmで，外傾して立ち上がる。

床　凹凸である。

覆土　20層からなり，ブロック状の堆積状況が見られることから，人為堆積と思われる。
土層解説

1褐　　色　　ローム粒子微量，粘性が弱い

2　褐　　色　　焼土粒子微量

3　褐　　色　　ローム粒子少鼠

4　暗褐色　　焼土粒子微量

5　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

6　黒褐色　　焼土粒子微量

7　暗褐色　　焼土粒子少量，粘性が弱い

8　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子微量

9　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

10　暗褐色　　ローム粒子少量

11暗褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

12　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子少量

13　暗褐色　　ローム小ブロック・焼土粒子微量

14　暗褐色　焼土粒子少量，硬く締まっている

15　暗褐色　　焼土粒子・粘土粒子少量

16　暗褐色　　焼土粒子・粘土粒子微量

17　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
18　褐　　色　　ローム中・小ブロック・粒子少量

19　暗褐色　　ローム粒子微量

20　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・路子少量

第297図　第300号住居跡実測図

－400－

遺物　土師器片17点，須恵器片4点が

出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器が少な

いことから，詳細は不明である。



（2）掘立柱建物跡

今回の調査で，掘立柱建物跡38棟が確認された。これらの建物跡は出土土器が少なく，時期を限定すること

は困難であったが，柱穴の配列や他の遺構との重複関係から，奈良・平安時代の掘立柱建物跡37棟，時期不明

の掘立柱建物跡1棟に分けることができる。ここでは，奈良・平安時代の掘立柱建物跡について，その特徴を

記載する。

第42号掘立柱建物跡（第298・299図）

位置　調査ⅢB区の中央部，E4i7区。

規模　桁行3間（平均5．93m），梁行2間（平均3．62m），柱間寸法は桁行1．92～2。14m，梁行1．58～1．92m

で，面積は2工46nfである。柱穴は10か所（Pl～PlO）で，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長径

0．72～0．84m，短径0．60～0．78mの楕円形である。断面形は逆台形状を皇し，深さは42～64cmである。柱の抜

き取り痕はPトP3・P6～PlOで認められ，柱は径16～24cmと推定される。

桁行方向　N－170－W

覆土　Pl・P6～P9で，暗褐色土と褐色土を互層に埋土しているのが確認された。土層断面図中，第1層は

柱の抜き取り痕である。
土層解説

1暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量，粘性は弱い

2　暗褐色
3　褐　　色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　明黄褐色

7　褐　　色

8　黒褐色
9　黒褐色

ローム中ブロック少量，よく締まっている

ローム小ブロック中量，よく締まrっている

ローム小ブロック微量，よく締まっている

ローム粒子微量，よく締まっている

ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子少量，粘性は弱く締まりはない

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック微量，粘性は弱

く，締まりはない

遺物　土師器片14点，須恵器片11点，石器1点

（砥石）が出土している。第298図1の砥石は，

P3の柱の抜き取り痕から出土している。

所見　柱穴の深さは不規則であるが，柱穴の規模

と柱間寸法はほぼ規則性が認められる。また，本

跡の桁行方向が，隣接する第105号住居跡の主軸

方向とほぼ一致することから，同時期に一連の施

設として機能していた可能性がある。時期は，第

105号住居跡との関連から，9世紀前葉と推定さ

れる。

第42号掘立柱建物跡出土遺物観察表

10　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子中量

11黒褐色　　ローム′トブロック・粒子多量，ローム大・中ブロック中

量

12　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子多量

13　黒褐色　　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック微量，

よく締まっている

14　黒褐色　　ローム小ブロック・粒子中量

15　暗褐色　　ローム中・小ブロック・粒子中量
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第298図　第42号掘立建物跡出土遺物実測図

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第298図1 砥　　 石 （10．4） 4．3 4．4 （232．0） 凝　 灰　 岩 P 3中（柱の抜き取 り痕） Q 16　穿孔 している

－401－



第299図　第42号掘立柱建物跡実測図
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第43号掘立柱建物跡（第300～302図）

位置　調査ⅡB区の北西部，E3d9区。

重複関係　P5～P7・P16が第111号住居跡を掘り込んでいる。

規模　桁行5間（平均10．64m），梁行2間（平均4。28m），柱間寸法は桁行1．32～3．82m，梁行1．90～2。28

mで，面積は45。53㌦である。柱穴は16か所（PトP16）で，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長径

0。65～1．20m，短径0．58～0．89mの隅丸長方形または楕円形である。深さは30～55cmで断面形は逆台形状を皇

す。一部は丸くくぼんだ二段掘り状である。柱の抜き取り痕はPle P13で認められ，柱は，径18～22cmと推

定される。

柄行方向　N－740－E

覆土　土層断面図中，第8層は柱の抜き取り痕で，第1～7・9～22層は埋土である。
土層解説

1褐　　色　　砂粒中還，ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量，粘性は弱く，締まりはない

2　褐　　色　　ローム粒子中量，炭化粒子少量

3　褐　　色　　ローム粒子多鼠，ローム小ブロック中鼠　炭化粒子微量

4　褐　　色　　ローム粒子・炭化粒子少最，よく締まっている

5　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子少鼠　ローム小ブロック微量

6　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子・炭化粒子中量，ローム中ブロ

ック微量，粘性を帯び，よく締まっている

7　褐　　色　　ローム中・小ブロック・粒子中量，炭化粒子微量，よく

締まっている

8　暗褐色　　炭化粒子少量，ローム粒子微鼠　粘性を帯び，よく締ま
っている

9　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微鼠　粘

性を帯び，よく締まっている

10　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子・焼士粒子・炭化粒子・砂粒少

鼠　粘性は弱く，よく締まっている

11褐　　色　　ローム粒子・炭化粒子少鼠　粘性を帯び，よく締まって
いる

12　褐　　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

13　暗褐色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

14　暗褐色

15　暗褐色

16　褐　　色

17　褐　　色

18　暗褐色

19　暗褐色

20　暗褐色

21褐　　色

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微鼠　よく締まっている

ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム小ブロック・粒子・炭化粒子少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少貰

ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子微量，粘性を帯びている

ローム粒子中巌，ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼

土粒子微量

22　暗褐色　　ローム粒子甲量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片16点，須恵器片18点が出土している。第300図1の須恵器高盤，2の須恵器蓋は，P12中から

出土しているが，混入と思われる。

所見　柱穴は，断面形e深さともに不ぞろいで，柱間寸法についても規則性に乏しい。当遺跡からほ本跡のよ

うな構造の掘立柱建物跡は確認されていない。時期は，第111号住居跡との重複関係から，10世紀以降の平安

時代と推定される。

第300図　第43号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第43号掘立柱建物跡出土遺物観察表

／ど≡萱聖二も
2　　⑦　　　　　　　1①cm

』二二二二二二立二二二二二二』

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第300 図
高　　 盤

須　 恵　 器

B （2．5） 底部から体部にかけての破片。体部 体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒　 雲母 10％　 P 212

1 は内攣して立ち上がる。 灰白色

普通

P 12中

2
蓋

B （2．6） 天井部から外周部にかけての破片。 天井頂部回転へラ削り。外周部ロク 砂粒　 長石　 石英 20％　 P 213

F　　 3．0 天井部は頂部が平坦で，外周部はな ロナデ。ロクロ昌は弱い。 黄灰色 P 12中

須　 恵　 器 G　 l．1 だらかに下降する。つまみは腰高の

擬宝珠状。

普通

－403－
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第301図　第43号掘立柱建物跡実測図（1）
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第302図　第43号掘立柱建物跡実測図（2）
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第掴号掘立柱建物跡（第303。304図）

位置　調査ⅡB区の西部，E4e9区。

重複関係　第128つ29号住居に掘り込まれている。

規模　桁行2間（平均4．50m），梁行2間（平均4。20m上柱間寸法は桁行1。64～工86m，梁行1。64～1．82m

で，面積は18．90扉である。柱穴は第128号住居に掘り込まれていると思われる1か所を除い牢7か所（Pl～

P7）が確認できた。側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が径0。36～0。98mの円形である。断面形は逆

台形状を皇し，一部は底面が丸くくぼんだ二段掘り状で，深さは31～74cmである。柱穴は，4隅のPl・P2・

P4B P6が他よりも深くなっている。柱の抜き取り痕はPleP2・P4・P6・P7で認められ，柱は径24～32cmと

推定される。

桁行方向　N－780－E

覆土　土層断面図中，第2層は柱の抜き取り痕である。第3～6層は埋士で，つき固められている。

魁i

A2埠。6m

第303図　第掴号掘立柱建物跡実測図
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土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　　色

4　暗褐色

ローム粒子中量，ローム小ブロック少逼，焼土粒子・炭

化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子微量

ローム中・小ブロック・粒子中屋，よく締まっている

ローム′トブロック・粒子少量，炭化粒子微量，よく締ま

っている

5　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量，

よく締まっている

6　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微鼠

遺物　土師器片17点，須恵器片12点が出土している。第304図1の須恵器高台

付杯は，P7中から出土している。

所見　柱間寸法に規則性が認められる。時期は，当遺跡で確認された奈良・平

安時代に比定される，桁行2間，梁行2間の側柱建物跡と，柱穴寸法がほぼ一

致することと，第128・129号住居に掘り込まれていることから，8世紀と推定

される。

第44号掘立柱建物跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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第3銅図　第朋号掘立柱建物跡

出土遺物実測図

図版 番 口 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第3 04 図
高 台 付 杯

須　 恵　 器

B （2 ．7） 高台 部 か ら休 部 に か けて の破 片。 体 体 部内 ・外 面 ロ グ ロナ デ。底 部 回転 砂 粒　 雲 母　 長 石 10％　 P 214

1 D ［8 ．2］

E　 l．3

部 は下位 に稜 を有 す る。高 台は 「ハ」

の字状 に開 く。

ヘ ラ削 り。高 台貼 り付 け， ナデ 。 灰 黄 色

普 通

P 7中

第45号掘立柱建物跡（第305～307図）

位置　調査Ⅳ区の南部，H9f3区。

規模　桁行3間（平均7．00m），梁行2間（平均4．73m），柱間寸法は桁行2．10～2．52m，梁行2．30～2．47m

で，面積は約33．11m2である。柱穴は10か所（Pl～PlO）で，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長

径0．87～1．30m，短径0．81～1．02mの楕円形または円形である。断面形は二段掘り状または逆台形状を呈し，

深さは20～97cmである。柱の抜き取り痕はPl～P6・P9で認められ，柱は径15、24cmと推定される。

桁行方向　N－4。一W

覆土　第1層は柱の抜き取り痕で，第2～8層は埋土である。
土居解説

1　極暗褐色　　炭化粒子微量

2　明赤褐色　　ローム中ブロック多量

3　褐　　色　　ローム小ブロック中量

4　褐　　色　　ローム小ブロック多量

5　黄褐色　　ローム粒子少量

6　暗褐色　　ローム粒子微量

7　褐　　色　　ローム中ブロック少量

8　褐　　色　　ローム中・小ブロック・炭化粒子少壷

遺物　土師器片13点，須恵器片7点が出土している。第305図1

の須恵器盤はPlの第1層下部から出土している。

所見　柱穴の深さは不規則であるが，柱間寸法は規則性が認めら

れる。5m北側に隣接する第46号掘立柱建物跡とは桁行方向と構

造で違いがあるものの，他の掘立柱建物跡は周囲に確認されてお

らず，同時期に一連の施設として機能していた可能性がある。ま

た，第48・57号掘立柱建物跡とは構造が同じで，桁行方向がほぼ

一致することから，同時期の可能性もある。時期は，出土土器か

ら，9世紀中葉と推定される。

－407－

「＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」
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第307図　第45号掘立柱建物跡実測図（2）

第45号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第30 5図

1
盤

A ［1 7．4］ 底部から口縁部の破片。平底。休部 日録部から体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 雲 母　 砂粒 40％　 P 894

B　　 2．2 から目線部にかけ，直線的に立ち上 底部手持ちへ ラ削 り。 灰黄色 P l抜き取り痕下部

須　 恵　 器 C　 12．4 がり，わずかに外反する。 中位に明

瞭な稜 を持つ。

普通

第46号掘立柱建物跡（第308図）

位置　調査Ⅳ区の南部，H9C3区。

重複関係　第511号土坑と重複しているが，切り合いがないことから，新旧関係は不明である。

規模　桁行2間（平均4．39m），梁行2間（平均4．20m），柱間寸法は桁行1．97～2．23m，梁行1．85～2．37m

で，面積は約18．44m2である。柱穴は7か所（Pl～P7）で，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長

径0．70～1。14m，短径0。65～0．86mの楕円形または円形である。断面形は二段掘り状，逆台形状または日宇状を

皇し，深さは24－72cmである。抜き取り痕はPl・P4・P6・P7で認められ，柱は径19～25cmと推定される。
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第308図　第46号掘立柱建物跡実測図
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桁行方向　N－800－E

覆土　第1層は柱の抜き取り痕で，第2～4層は埋土である。
土層解説

1暗褐色　　ローム小ブロック少量

2　褐　　色　　ローム小ブロック中量

3　明褐色　　ローム大ブロック中量

4　暗褐色　　ローム中ブロック中量

遺物　土師器片9点，須恵器片4点が出土している。土器は細片のため図示できなかった。

所見　構造，柱穴の深さ，柱間寸法ともに不規則である。P4に対応する北側のピットは確認されていない。

同じ構造の掘立柱建物跡は，当遺跡のこれまでの調査では検出されていなく，他の掘立柱建物跡との関連は不

明である。5m南側に隣接する第45号掘立柱建物跡とは桁行方向と構造で違いがあるものの，周囲に掘立柱建

物跡がないことから，同時期に一連の施設として機能していた可能性は考えられる。時期は，遺物が少なく特

定できないものの，9世紀と推定される。

第47号掘立柱建物跡（第309e310図）

位置　調査Ⅳ区の東部から調査V区の西部，H9a5区。

規模　本跡は調査Ⅳ・V区にまたがって位置する。中央部に農道が走り調査区域外になるため，梁行の間数は

確認できなかった。桁行は2間（平均4．48m）である。柱穴は6か所（PトP6）確認できた。柱穴は，平面

形が長径0．68～0．86m，短径0．60～0．72mの楕円形である。断面形は逆台形状を皇し，一部は底面が丸くくぼ

んだ二段掘り状で，深さは24～52cmである。柱の抜き取り痕はPl・P2・P4・P5で認められ，柱は径18～22

cmと推定される。

桁行方向　N－180－W

覆土　土層断面図中，第1層は柱の抜き取り痕である。第2～5層は埋土で，つき固められて硬くなっている。
土層解説

1　暗褐色　　ローム小ブロック・炭化物少量，締まりはない

2　褐　　色　　ローム小ブロック中音，よく締まっている

3　黄褐色　　ローム大ブロック多還，よく締まっている

4　褐　　色　　ローム′トブロック少量，粘性は弱く，よく締まっている

5　極暗褐色　　ローム粒子多量，炭化粒子中量，よく締まっている

6　暗褐色　　ローム小ブロック・焼土中ブロック少量，締まりはない

7　暗褐色　　ローム中ブロック中量，焼土粒子少量，よく締まってい
る

遺物　土師器片19点，須恵器片17点，金属製品1点（刀子）が出土している。

第309図1の刀子は，Pl中から出土している。

所見　柱穴の規模と深さに規則性が認められるが，柱間寸法は不規則である。

隣接する他の掘立柱建物跡との関連は不明であるが，第46号掘立柱建物跡と桁

行方向がほぼ一致しており，同時期に一連の施設として機能していた可能性は

考えられる。時期は，出土土器が細片のため特定できないものの，9世紀と推

定される。

第47号掘立柱建物跡出土遺物観察表

竃書；≡≡≡策
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0　　　　　　　　　　5cm
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第309図　第47号掘立柱建物跡

出土遺物実測図

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第309図 1 刀　　 子 （6．2） 1．6 0．4 （7．0） P l中 M 90　P L lO3
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第310図　第47号掘立柱建物跡実測図
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位置　調査Ⅳ区の東部から調査V区の西端部，G9i5区。

規模　本跡は調査Ⅳ・V区にまたがって位置する。本跡の北西部は，農道が走り調査区域外になるため確認で

きなかった。桁行3間（平均5・70m上梁行2間（平均3・98m），柱間寸法は桁行1。68～2．20Ip，梁行1．98m

である。面積は［12．68］rhZである。柱穴は6か所（Pl～P4・P6・PlO）確認できた。柱穴は，平面形が長

径0。82～1。24m，短径0．82～工04mの隅丸長方形または不整円形である。断面形は逆台形状あるいはU字状を

皇し，深さは，32～52cmである。柱の抜き取り痕はPl・P2で認められ，柱は径12～18cmと推定される。

柄行方向　N－00

覆土　士層断面図中，第1層は柱の抜き取り痕で，第2～7層は埋土である。
土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　4　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子中量

2　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，よく締まって　　　　5　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック薇還，
いる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よく締まっている

3　暗褐色　　ローム粒子少蔓，ローム小ブロック微量，よく締まって　　　　6　暗褐色　　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

いる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　褐　　色　　ローム粒子中量

遺物　土師器片12点，須恵器片17点が出土している。いずれも細片のため図示できなかった。

所見　柱穴の深さは不規則であるが，柱穴の規模と柱間寸法は，ほぼ規則性が認められる。本跡と構造及び桁

行方向が一致する掘立柱建物跡は第45・57号掘立柱建物跡であるが，本跡と第57号掘立柱建物跡は約32m離れ

ており，同時期に一連の施設として機能していたかどうかは不明である。時期は，第45号掘立柱建物跡との関

連と出土土器から，9世紀中葉と推定される。

第49号掘立柱建物跡（第312図）

位置　調査Ⅳ区の南部，G9j2区。

重複関係　本跡が，第157号住居に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模　桁行2間（平均4。20m），梁行2間（平均4。00m），柱間寸法は桁行2．07～2．22m，梁行1。75～2．27m

で，面積は約16．80nfである。柱穴は6か所（Pl～P6）で確認されたが、第157号住居に掘り込まれており，

構造は不明である。柱穴は，平面形が長径0．80～1．24m，短径0．72～1．17mの楕円形，円形または不定形で

ある。断面形は二段掘り状，逆台形状またはU字状を皇し，深さは25～53cmである。柱痕および柱の抜き取り

痕は確認できなかった。柱の寸法は不明である。

桁行方向　N－70－W

覆土　第1～13層は埋土である。

土層解説

1褐　　色　　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量，

炭化粒子微量

2　褐　　色　　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粒子少量，
炭化粒子微量

3　暗褐色　　炭化粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・粒子少量，

ローム中ブロック微量

4　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック・炭化

粒子・焼土粒子微量

5　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量，

炭化粒子微量

6　暗褐色　　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

7　黒褐色　　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒

子微量

8　暗褐色

9　暗褐色

10　褐　　色

11暗褐色

12　黒褐色

13　黒褐色

ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼
土粒子微量

ローム中・小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・焼

土粒子微量

ローム中・小ブロック少量，炭化粒子・焼土粒子微量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック・炭化

粒子少量，焼土粒子微量

炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒

子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物　土師器片4点，須恵器片3点が出土している。土器は細片のため図示できなかった。

所見　第157号住居に掘り込まれているため，構造は不明である。桁行2間，梁行2間の建物跡であると推定

されることから，7m南東側に隣接する第47号掘立柱建物跡，5m北東側に隣接する第55・56号掘立柱建物跡
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第312図　第49号掘立柱建物跡実測図

と同じ側柱構造の建物である可能性が高い。特に，第55・56号掘立柱建物跡はほぼ桁行方向が等しく，面積も

同じと考えられる。その関連は不明であるが，同じ用途の施設として別時期に機能していた可能性がある。柱

穴の深さ，柱間寸法は，ともに不規則である。時期は，重複している住居跡の時期と出土土器から，8世紀前

葉から中葉と推定される。

第50号掘立柱建物跡（第313図）

位置　調査Ⅳ区の中央部，G8aO区。

規模　南西部が調査区域外のため，調査した範囲では桁行4間（平均7．84m），梁行1間（平均2．41m）であ

る。柱間寸法は桁行1．90～2．14m，梁行2．30～2．54mで，面積は約［18．89］正と推定される。柱穴は8か所

（Pl～P8）確認され，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長径（軸）0．72～0．84m，短径（軸）0．62

－0．80mの楕円形，円形または方形である。断面形は二段掘り状，逆台形状またはU字状を里し，深さは22～

63cmである。柱の抜き取り痕は　Pl・P4e P5・P8で認められ，柱は径18～24cmと推定される。
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第313図　第50号掘立柱建物跡実測図

桁行方向　N－10－E

覆土　第1層は柱の抜き取り痕で，第2～5層は埋土である。
土層解説

1　暗褐色　　炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子微量

3　褐　　色　　ローム粒子少量

4　暗褐色　　焼土粒子微量

5　褐　　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片8点，須恵器片8点が出土している。土器は細片のため図示できなかった。
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所見　柱穴の深さは不規則であるが，柱間寸法は規則性が認められる。同じ構造の掘立柱建物跡は，当遺跡の

これまでの調査では検出されていなく，他の掘立柱建物跡との関連は不明であるが，2m東側に隣接する第1・

3号ピット列と方向がほぼ同じであることから，同じ時期に機能していたと考えられる。時期は，出土土器か

ら，9世紀前葉から中葉と推定される。

第52号掘立柱建物跡（第314図）

位置　調査Ⅳ区の中央部，G8h3区。

規模　西部が調査区域外のため，調査した範囲は桁行2間（平均4．14m），梁行（2）間（平均3。58m），柱

間寸法は桁行2．00～2．54m，梁行工58～2。00mである。面積は約（14．82）扉である。柱穴は6か所（Pl～

第3掴図　第52号掘立柱建物跡実測図
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P6）確認され，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長径（軸）0．43～0．89m，短径（軸）0．38～0．63m

の楕円形，円形または方形である。断面形は二段掘り状または逆台形状を皇し，深さは27～58cmである。柱の

抜き取り痕はPl・P2・P5・P6で認められ，柱は径16～23cmと推定される。

桁行方向　N－00

覆土　Pl・P2・P5・P6の第1層は柱の抜き取り痕で，他の層は埋士である。P3とP4ほすべて埋土である。
土層解説

P11

2

3

黒褐色

褐　　色

暗褐色

色

色

色

色

色

色

色

色

褐
　
　
褐
褐
褐
褐

褐

褐

黒

褐

暗

黒

暗

暗

4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
1
　
2
　
3

り
こP

4　暗褐色

5　暗褐色
6　暗褐色
7　褐　　色

P31　褐　　色

2　黒褐色

ローム小ブロック・粒子中量

ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微
塵ヨー
凰

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

ローム小ブロック・粒子中量，焼土粒子微量

ローム′トブロック・粒子少量

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

ローム小ブロック

量

ローム小ブロック

壷

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム粒子中量

ローム粒子中量，

ローム小ブロック

ローム中・小ブロック少量

ローム中・小ブロック少量

・粒子中量，ローム中ブロック少

・粒子中量，ローム中ブロック微

・粒子中量

・粒子中量，焼土粒子微量

ローム大ブロック微量

・粒子多量，ローム中ブロック中

違

3　褐　　色　　ローム′トブロック多量，ローム粒子中蔓，ローム中

ブロック少量

4　褐　　色　　ローム粒子多量，

5　黒褐色　　ローム小ブロック

量

P41　褐　　色　　ローム小ブロック

2　黒褐色　　ローム小ブロック

量

3　暗褐色　　ローム小ブロック

量

ローム小ブロック中量

・粒子中量，ローム中ブロック微

・粒子少量

・粒子多量，ローム中ブロック微

・粒子多量，ローム中ブロック少

4　暗褐色　　ローム小ブロック中量，ローム粒子多量

5　褐　　色　　ローム粒子多量，

P51　暗褐色　　ローム粒子多義，

ブロック微量

2　褐　　色　　ローム粒子少量，

3　暗褐色　　ローム小ブロック

4　黒褐色　　ローム小ブロック

5　褐　　色　　ローム小ブロック

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中量，ローム中

ローム小ブロック微量

・粒子中量

・粒子少最，焼土粒子微量

・粒子中量，ローム中ブロック微
旦
鼠

6　暗褐色　　ローム小ブロック中呈，ローム中ブロック微量

P61　暗褐色　　ローム中・小ブロック・粒子中量，焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中

量

3　暗褐色　　ローム粒子多鼠，ローム中・小ブロック少量

4　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微

量

遺物　土師器片18点，須恵器片5点が出土している。土器は細片のため図示できなかった。

所見　柱穴の深さ，柱間寸法ともに不規則である。西部が調査区域外のため，構造が不明であるが，当遺跡か

ら検出されている掘立柱建物跡の多くが，桁行2間，梁行2間，または桁行3間，梁行2間の構造であること

から，同様の構造の可能性が高い。6m南側に隣接する第54号掘立柱建物跡と桁行方向がほぼ同じであること

から，同時期に機能していたことも考えられる。時期は，出土土器から，9世紀と推定される。

第53号掘立柱建物跡（第315図）

位置　調査Ⅳ区の中央部，G9h2区。

重複関係　本跡は第175号住居跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模　桁行3間（平均4。69m），梁行2間（平均3．60m），柱間寸法は桁行1．45～上70m，梁行工64～上95m

で，面積は約16．89m2である。柱穴は10か所（Pl～PlO）で，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長

径（軸）0。38～0．90m，短径（軸）0．20～0．70mの楕円形，円形または方形である。断面形は二段掘り状また

は逆台形状を皇し，深さは22～51cmである。柱の抜き取り痕はPl・P2e P4・P6・P7・P9・PlOで認めら

れた。柱は径18～32cmと推定される。

桁行方向　N－810－E

覆土　第8層は柱の抜き取り痕で，他の層は埋土である。
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第315図　第53号掘立柱建物跡実測図
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土層解説

1　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量

3　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子少量

4　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量

5　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子微量

6　暗褐色　　ローム粒子微量

7　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子中量

10　暗褐色　　ローム粒子少量

11暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子微還

12　褐　　色　　ローム中・小ブロック・粒子少量，ローム大ブロック微
量

13　暗褐色　　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量

14　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

8　暗褐色　　ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　15　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子少量

9　黒褐色　　炭化粒子中量，ローム粒子微量

遺物　土師器片24点，須恵器片20点が出土している。土器は細片のため図示できなかった。

所見　柱穴の深さ，柱間寸法ともにほぼ規則性がある。特に，四隅に位置しているPl・P3・P6・P8は他の

柱穴に比べて深くなっている。周辺から検出されている桁行3軋　梁行2間の側柱構造のものと比べて，桁行

方向が異なる。2．5m東側に隣接する第55号掘立柱建物跡と桁行方向がほぼ等しいことから，同時期に，関連

のある施設として機能していたことが考えられる。時期は，第175号住居跡が9世紀前葉と考えられることと

出土土器から，9世紀中葉と推定される。

第54号掘立柱建物跡（第316図）

位置　調査Ⅳ区の中央部，G8i4区。

規模　西部が調査区域外のため，調査できた範囲は，南北2間（平均4。28m），柱間寸法は1．92～2．34mであ

る。面積は約（4．50）扉である。柱穴は3か所（Pl～P3）確認され，構造は不明である。柱穴は，平面形が

長径0．83～上18m，短径0．74～1．03mの楕円形である。断面形は二段掘り状を皇し，深さは49～80cmである。

柱の抜き取り痕はPliP3で認められ，柱は径20～30cmと推定される。

方向　不明であるが，柱穴の並んでいる方向はN－00である。

第316図　第54号掘立柱建物跡実測図
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覆土　Pl・P3の第1層は，柱の抜き取り痕で，他の層は埋土である。P2ほすべて掘り方の埋土である。

土層解説

Pll　極暗褐色

2　暗褐色

3　褐　　色

4　暗褐色

5　黒褐色

6　褐　　色

7　褐　　色

P21　暗褐色

ローム中ブロック・粒子中量，ローム大・小ブロッ

ク・炭化粒子少量

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック・粒子多鼠，ローム中ブロック少

量

ローム粒子多鼠，ローム中・小ブロック中量

ローム大ブロック多量

ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

ローム中ブロック・粒子多量，ローム小ブロック中
日

夏

2　褐　　色

3　極暗褐色

4　暗褐色

5　褐　　色

P31　黒褐色

2　黒褐色

3　褐　　色

4　暗褐色

ローム粒子多量，

ローム小ブロック

呈

ローム粒子中量，

ローム粒子多量，

ローム小ブロック

ローム粒子多鼠

ローム粒子少量

ローム粒子多量，

ローム小ブロック中量

・粒子多鼠　ローム大ブロック中

ローム大ブロック少量

ローム中ブロック少量

・粒子中量

ローム小ブロック中量

ローム小ブロック少量

遺物　土師器片2点，須恵器片3点が出土している。土器は細片のため図示できなかった。

所見　柱穴の深さ，柱間寸法ともに不規則である。西部が調査区城外のため，構造が不明である。当遺跡から

検出されている掘立柱建物跡の多くが，桁行2間，梁行2間，または桁行3間，梁行2間の構造であることか

ら，同様の構造と考えられるが，Pl・P2とP3の掘り方に差があることから，2つの別の遺構の可能性も考

えられる。6m北側に隣接する第52号掘立柱建物跡の桁行方向と柱穴の並ぶ方向がほぼ同じであることから，

同時期に機能していたことも考えられる。時期は，出土土器から，9世紀と推定される。

第55号掘立柱建物跡（第317図）

位置　調査Ⅳ区の中央部，G9h3区。

重複関係　本跡は第510号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。第56号掘立柱建物跡と重複するが，

新旧関係は切り合いのないことから不明である。

規模　東部が調査区域外のため，調査できた範囲は，南北2間（平均4．00m），東西（1）間（平均1．95m），

柱間寸法は南北1。85～2．12m，東西1．85～2．05mである。面積は約（12．36）扉である。柱穴は5か所（Pト

P5）確認され，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長軸0．78～0．88m，短軸0．53～0．82mの隅丸方

形である。断面形は二段掘り状または逆台形状を皇し，深さは30～50cmである。柱の抜き取り痕はすべての柱

穴で認められ，柱は径12～20cmと推定される。

方向　不明である。

覆土　第1層は，柱の抜き取り痕で，他の層は埋土である。
土層解説

1　極暗褐色　　ローム小ブロック少量

2　暗褐色　　ローム小ブロック中蔓，ローム中ブロック少量

3　暗褐色　　ローム粒子微量

4　黒褐色　　ローム小ブロック少量

5　褐　　色　　ローム中ブロック多量

6　褐　　色　　ローム大ブロック中量

遺物　土師器片2点，須恵器片5点が出土している。土器は細片のため図示できなかった。

所見　柱穴の深さ，柱間寸法ともにほぼ規則性がある。東部が調査区域外のため，詳しい規模は不明であるが，

当遺跡から検出されている掘立柱建物跡の多くが，桁行2間，梁行2間，または桁行3間，梁行2間の構造で

あることから，同様の構造の可能性が高い。2．5m西側に隣接する第53号掘立柱建物跡の桁行方向と本跡北側

と南側の柱穴の並ぶ方向がほぼ同じであることから，同時期に機能していたことも考えられる。また，重複し

ている第56号掘立柱建物跡とは掘り方が異なることから，本跡の方が古いことも考えられる。時期は，出土土

器から，9世紀前葉から中葉と推定される。
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第317図　第55号掘立柱建物跡実測図
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第56号掘立柱建物跡（第318図）

位置　調査Ⅳ区の中央部，G9h3区。

重複関係　本跡は第55号掘立柱建物跡，第510号土坑と重複するが，新旧関係は切り合いのないことから不明

である。

規模　東部が調査区域外のため，調査できた範囲は，南北2間（平均3．86m主東西1間（平均2．00m），柱

間寸法は南北1・90m，東西1・94～2．06mである。面積は約（7．72）nfである。柱穴は5か所（PトP5）確認

され，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長軸0．54m，短軸0。44～0．54mの楕円形または円形である。

断面形は逆台形状またはU字状を皇し，深さは46～66cmである。柱の抜き取り痕はすべての柱穴で認められ，

柱は径14～21cmと推定される。

方向　不明である。

覆土　第1層は柱の抜き取り痕で，他の層は埋土である。
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土層解説

1　黒褐色　　ローム粒子微量

2　褐　　色　　ローム中ブロック少量

3　暗褐色　　ローム中ブロック少量，ローム粒子微量

4　褐　　色　　ローム中ブロック中量

5　褐　　色　　ローム小ブロック中量

遺物　須恵器片1点が出土している。土器は細片のため図示できなかった。

所見　柱穴の深さは不規則であるが，柱間寸法はほぼ規則性がある。東部が調査区城外のため言羊しい規模は

不明であるが，当遺跡から検出されている掘立柱建物跡の多くが，桁行2間，梁行2間，または桁行3間，梁

行2間の構造であることから，同様の構造の可能性が高い。重複している第55号掘立柱建物跡とは掘り方と西

側のピットの並ぶ方向が異なることから，本跡の方が新しい可能性がある。時期は，9世紀中葉以降と推定さ

れる。

第318図　第56号掘立柱建物跡実測図

第57号掘立柱建物跡（第319・320図）

位置　調査Ⅳ区の中央部，G8g5区。

〓
　
　
＼
／

t

　

－

　

1

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

－

－423－

L
P

0　　　　　　　2m

』二＿　　二「一一一一一　＿＿二二』



重複関係　本跡は第168A号住居に掘り込まれていることから，第168A号住居，第567・574e580号土坑より

も本跡が古い。また，第168B号住居跡，第509・568号土坑と重複するが，新旧関係は切り合いのないことか

ら不明である。

規模　一部第168A号住居に掘り込まれているが，桁行3間（平均6．00m），梁行3間（平均4．62m），柱間寸

法は桁行1・72～2・38m，梁行1・50～1．62mで，面積は約［27．72］扉と推定される。柱穴は7か所（Pl，P7

～P12）で，側柱構造の建物跡である。P2～P6は確認されていないが，構造上存在した思われる。柱穴は，

平面形が長径0．73～工10m，短径0．60～0．88mの楕円形または不整楕円形である。断面形は二段掘り状または

逆台形状を皇し，深さは40～51cmである。柱痕または柱の抜き取り痕は確認できなかった。柱の寸法は不明で

ある。

桁行方向　N－00

覆土　第1層～5層は埋土である。

第319図　第57号掘立柱建物跡実測図
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土層解説

1　黒褐色　　ローム大ブロック少量

2　褐　　色　　ローム中ブロック中還

3　暗褐色　　ローム小ブロック少量

4　褐　　色　　ローム小ブロック中量

5　暗褐色　　ローム粒子少量

6　暗褐色　　ローム中ブロック中量

7　にぷい黄褐色　　ローム中ブロック中量

8　褐　　色　　ローム小ブロック中量

遺物　土師器片15点，須恵器片1点，金属製品1点（短刀）が出

土している。第320図1の短刀がP8中から出土している。

所見　柱穴の深さ，柱間寸法ともにほぼ規則性が認められる。第

168A号住居に掘り込まれていることから，構造が不明である。

桁行3間，梁行3間の側柱構造と考えられるが，これまでの調査

で同じ構造のものは検出していない。他の掘立柱建物跡との関連

は不明であるが，4m西側に隣接する第52号掘立柱建物跡とは同

‾‾　l I

圏　　圏　［
0　　　　　　　　　5cm』

第320図　第57号掘立柱建物跡
出土遺物実測図

じ桁行方向であり，1m東側に隣接する第2号ピット列とは方向に差がみられる。時期は，第168A号住居跡

の時期から，9世紀前葉と推定される。

第57号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番目 種　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第320図1 短　　 刀 （10．2） 1．4 0．5 （14．6） P 8中 M 91 PL lO3　 関都～茎部

第58号掘立柱建物跡（第321図）

位置　調査Ⅴ区の西部，G9e4区。

規模　桁行2間（平均3。74m），梁行2間（平均3．52m），柱間寸法は桁行1．80～2。04m，梁行1．60～工88m

で，面積は13．16扉である。柱穴は8か所（Pl～P8）で，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が径0。42

～0．52mの円形である。断面形は逆台形状を皇し，深さは5～20cmである。柱の抜き取り痕はPlで認められ，

柱は径14cmである。

桁行方向　N－120－W

覆土　土層断面図中，第1層が柱の抜き取り痕で，第2～4層が埋土である。
土層解説

1黒褐色　　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量，粘性を帯び，締　　　　3　褐　　色　　ローム小ブロック少量，よく締まっている

まりはない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　褐　　色　　ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム中ブロック微

2　暗褐色　　ローム小ブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量，よく締まっている

遺物　遺物は出土しなかった。

所見　柱穴の深さは不規則であるが，柱間寸法については，ほぼ規則性が認められる。また，隣接する第59号

掘立柱建物跡と同軸上に並び，第73・75・76号掘立柱建物跡と桁行方向がほぼ一致することから，同時期に一

連の施設として機能していた可能性が高い。時期は，出土土器がなく特定できないものの，第59・73・75・76

号掘立柱建物跡と同時期で，9世紀前葉と推定される。

第59号掘立柱建物跡（第322図）

位置　調査V区の西部，G9C4区。

重複関係　第592・593号土坑と重複しているが，切り合いがないため，新旧関係は不明である。

規模　桁行2間（平均4．25m），梁行2間（平均4．04m），柱間寸法は桁行1．45～2．60m，梁行1．90～2．08
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第321図　第58号掘立柱建物跡実測図
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mで，面積は17．17nfである。柱穴は8か所（Pl～P8）で，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が径

0．44～0．50mの円形である。断面形は逆台形状を皇し，深さは34～54cmである。柱痕及び柱の抜き取り痕は確

認できなかった。

桁行方向　N－120－W

覆土　土層断面図中，第1～5層が埋土である。
土層解説

1暗褐色　　炭化粒子少量，ローム粒子微量，よく締まっている　　　　　　4　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子中量，ローム大・中ブロック少

2　黒褐色　　炭化粒子中量，ローム大ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量，粘性を帯び，よく締まっている

3　暗褐色　　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　5　暗褐色　　ローム粒子微量，締まりはない

遺物　遺物は出土しなかった。

所見　柱間寸法については規則性に乏しい。隣接する第58号掘立柱建物跡と同軸上に並び，第73・75・76号掘

立柱建物跡と桁行方向がほぼ一致することから，同時期に一連の施設として機能していた可能性が高い。時期

は，出土土器がなく特定できないが，第58・73・75・76号掘立柱建物跡と同時期で，9世紀前葉と推定される。
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第322図　第59号掘立柱建物跡実測図

第60号掘立柱建物跡（第323・324図）

位置　調査Ⅲ区の南部，E8cl区。

重複関係　本跡が第62・64号掘立柱建物跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。また，第67号掘立柱建

物跡については，他の遺構との切り合い関係から，本跡が新しい。

規模　桁行3間（平均5．10m），梁行2間（平均3．60m），柱間寸法は桁行1。82～1．90m，梁行1．80～1。95mで，

面積は約18．36m2である。柱穴は10か所（Pl～PlO）で，側柱構造の建物である。柱穴は，平面形が長径0．34

～0．96m，短径0．29～0。84mの楕円形または円形である。また，断面形は二段掘り状または日宇状を皇し，深

さは40～66cmである。柱の抜き取り痕はすべての柱穴で認められた。柱は径16～32cmである。

柄行方向　N－900

覆土　第3層が柱の抜き取り痕で，他の層は埋土である。　　　　　′
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土層解説

1褐　　色　　ローム小ブロック・粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子微量

2　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量　　　　　6　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子少量
3　暗褐色　　ローム粒子微量

4　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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第323図　第60号掘立柱建物跡
出土遺物実測図

7　暗褐色　　ローム粒子少量

8　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子中量

遺物　土師器片24点，須恵器片18点が出土している。第324図1の土師

器高台付皿はP9中から出土している。

所見　柱穴の深さ，柱間寸法は，ともにほぼ規則性がある。桁行方向の

中間に位置する柱穴が他に比べて小さい。重複している第67号掘立柱建

物跡と同じ構造で，桁行方向がほぼ等しいことから，同じ機能を持った

遭＿25。2m

、‾「葦γ

第324図　第60号掘立柱建物跡実測図
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施設の可能性が考えられる。時期は，第62号掘立柱建物跡が9世紀前葉，第64号掘立柱建物跡が8世紀後葉か

ら9世紀前葉と考えられることと出土土器から，9世紀中葉と推定される。

第60号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm．） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第323図

1
高 台 付 皿

土　 師　 器

A ［13．2］ 高台部から口縁部の破片。高台は短 口縁部から体部内 ・外面ロクロナデ。 雲母　 砂粒 10％　 P 714

B　　 2．3 く，指庄 による達 しを持ち， 「ハ」 体部外面下位回転へラ削 り。口縁部 灰褐色 P 9中

D ［4．6］ の字状に開 く。体部か ら口縁部にか か ら底部内面へラ磨 き。高台貼 り付 普通

E　　 O．7 け，直線的に開 き，わずかに外反す

る。

け，ロクロナデ。内 ・外面黒色処理。

第61号掘立柱建物跡（第325・326図）

位置　調査Ⅲ区の南部，E8b2区。

重複関係　本跡が，第205号住居と第62号掘立柱建物に掘り込まれていることから，本跡が古い。また，第65

号掘立柱建物跡とは，切り合いがないことから，新旧関係は不明である。

規模　桁行3間（平均7．59m），梁行2間（平均4．50m），柱間寸法は桁行2。27～2。65m，梁行2．02～2。70m

で，面積は約34．16m2である。柱穴は10か所（Pl～PlO）で，側柱構造の建物である。柱穴は，平面形が長径

0．77～0．91m，短径0。68～0。82mの楕円形または円形である。また，断面形は二段掘り状，逆台形状またはU

字状を皇し，深さは44～73cmである。柱の抜き取り痕はP2・P3・P6～PlOで認めることができた。柱は径17

～20cmである。

桁行方向　N－170－W

覆土　第5層が柱の抜き取り痕で，その他の層は埋土である。

土層解説

1　暗褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　黒褐色
6　暗褐色

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ロームノトブロック・粒子中量

炭化粒子少量

ローム小ブロック・炭化粒子微量

7　暗褐色　　炭化粒子微量

8　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子微量

9　褐　　色　　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粒子少量

10　暗褐色　　炭化粒子微量

11暗褐色　　ローム粒子微量

遺物　土師器片31点，須恵器片27点が出土している。第326図1の須恵器杯はP5中から，2と3の須恵器杯は

PlO中からそれぞれ出土している。ともに切り合いのある柱穴であることから，混入の可能性がある。

所見　柱穴の深さ，柱間寸法ともにほぼ規則性がみられる。掘立柱建物跡が混在する場所に構築されており，

他の掘立柱建物跡との関連は不明であるが，一連の施設として機能していたと考えられる。時期は，重複して

いる第205号住居跡が9世紀中葉，第62号掘立柱建物跡が9世紀前葉であることと出土土器から，9世紀初頭

と推定される。

第61号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第326図
杯

須　 恵　 器

A　 13．8 平底。体部か ら目線部 にかけ，内攣 口縁部から体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石　 石英　 雲母 100％　 P 7 15　P L 91

1 B　　 4．3

C　　 6．4

気味 に立ち上がり，外反する。 体部外面下位手持ちへラ削 り。底部

回転へ ラ切 り。

砂粒

灰 黄色　 普通

P 5中

2
杯

須　 恵　 器

A ［1 3．2］ 底部か ら口縁部の破片。平底。体部 口縁部から体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石　 石英　 砂粒 40％　 P 716

B　　 4 ．0 から口縁部にかけ，内攣気味に立 ち 体部外面下位手持ちへラ削 り。底部 褐灰 色 P lO中

C　　 8．0 上が り，わずかに外反する。 回転へ ラ切 り。 普 通

3
士不

須　 恵　 器

A ［1 3．6］ 底部から口縁部の破片。平底。休部 目線部から体部内 ・外面ロクロナデ。 長 石　 石英　 雲母 20％　 P 717

B　　 4．2

C　　 7．2

から口縁部かけ，内攣気味 に立ち上

がり，わずかに外反する。

体部外面下位回転へ ラ削 り。

イ

砂粒

にぷい黄橙 色　 普通

P 12中
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第326図　第61号掘立柱建物跡出土遺物実測図
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第62号掘立柱建物跡（第327～330図）

位置　調査Ⅲ区の中央部，E7aO区。

重複関係　本跡は第61・67・68号掘立柱建物跡と第640号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。ま

た，第205・212号住居と第60号掘立柱建物に掘り込まれていることから，本跡が古い。第70号掘立柱建物跡と

第7号柱穴群については，切り合いがないことから，新旧関係は不明である。

規模　桁行5間（平均10．97m），梁行2間（平均5．23m）の庇付の側柱構造の建物跡である。柱穴は20か所

（Pl～P20）で，柱間寸法は桁行1．90～2．40m，梁行2．50～2．80mで，身合の面積は約57．30nf（庇を含めた

面積は79。53m2）である。平面形は長径0．95～工34m，短径0．68～1．09mの楕円形または円形である。庇部の

柱穴は，平面形が長径0．狙～1誹4m，短径0．52～0．90mの楕円形または円形である。断面形は逆台形状または

U字状を皇し，深さは身舎部で32～78cm，庇部で42～68cmである。柱の抜き取り痕はP2e P4・P5～P8e P

lO～P12・P17・P19e P20で認めることができた。柱は径22～32cmと推定される。

桁行方向　N－900

覆土　第1層が柱の抜き取り痕で，その他の層は埋土である。
土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子微量

2　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

3　暗褐色　　ローム粒子・焼士粒子微量

4　褐　　色　　ローム粒子中量

5　暗褐色　　ローム粒子少量

6　暗褐色　　炭化粒子微量

7　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

8　暗褐色　　ローム中・小ブロック・粒子微量

遺物　土師器片155点，須恵器片107点，

鉄淳1点が出土している。第327図1

の土師器杯はP18中から，2の土師器

小形嚢はP13中からそれぞれ出土して

いる。

所見　柱穴の深さ，柱間寸法ともには

＼三三三三

9　褐　　色

10　褐　　色

11暗褐色

12　褐　　色

13　褐　　色

14　暗褐色

15　暗褐色

16　暗褐色

ローム粒子多量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム中ブロック・ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム中ブロック微量

ローム中ブロック・粒子微量

ローム小ブロック・粒子微量

ト二一　　　一一寸一一一＿　＿＿＿＿＿＿一一」

第327図　第62号掘立柱建物跡出土遺物実測図

ぼ規則性がみられる。全体的に庇部の

柱穴は小さく，浅い傾向がある。掘立柱建物跡が密に分布する場所に構築され，当調査区の中でも最大の建物

跡である。他の掘立柱建物跡との関連は不明であるが，一連の施設の中心として機能していたと考えられる。

時期は，重複している第61号掘立柱建物跡が9世紀初頭，第67号掘立柱建物跡が8世紀後葉，第205号住居跡

が9世紀中葉，第212号住居跡が10世紀前葉，第60号掘立柱建物跡が9世紀中葉であることと出土土器から，

9世紀前葉と推定される。
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第329図　第62号掘立柱建物跡実測図（2）
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第330図　第62号掘立柱建物跡実測図（3）

第62号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番 目 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 32 7図

杯

A ［14．8］ 底部か ら［］縁部の破片。体部から口 ．目線部か ら体部内 ・外面ロクロナデ。 石英　 砂粒 20％　 P 718

1
B　　 3．4 縁部にかけ，内攣気味に立ち上が り， 休部外面下位手持ちへラ削 り。体部 にぷい黄橙色 P 18中

土　 師　 器 C ［7．2］ 外反する。 から底部内面へラ磨き。 普通

2
小　 形　 婆

土　 師　 器

A ［1 2．0］ 体部か ら目線部の破片。休部から日 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石　 石英　 砂粒 10％　 P 719

B ［ 7．2］ 縁部かけ，内攣気味 に立 ち上がる。

目線部は外反し，つ まみ上げられ，

棒状工具による凹線 を巡 らす。

面ナデ，体部外面輪積み痕。 にぷい橙色

普通

P 13中

第63号掘立柱建物跡（第331図）

位置　調査Ⅲ区の南部，E7e7区。

重複関係　本跡は，第605・609・610号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。第603号土坑について

は，切り合いがないことから，新旧関係は不明である。

規模　南部が調査区域外のため，調査できたのは桁行2間（平均4．17m），梁行1間（平均1．15m）の範囲だ

けである。柱間寸法は桁行1．97～2．17m，梁行1。10～工20mである。柱穴は6か所（Pl～P6）で，総柱構造

の建物である。柱穴は，平面形が長径0．71～1．12m，短径0。67～1．00mの楕円形または円形である。また，断

面形は二段掘り状，逆台形状またはU字状を皇し，深さは40～79cmである。柱の抜き取り痕はPl・P2・P4

～P6で認めることができた。柱は径18～25cmと推定される。

桁行方向　N－790－E

覆土　第2層が柱の抜き取り痕で，その他の層は埋土である。
土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子微量

3　褐　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子少量

5　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量

6　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

7　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子微量

8　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

9　褐　　色　　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・粒子微量

10　暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子微量

11黒褐色　　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量

遺物　土師器片28点，須恵器片27点が出土している。細片のため図示できなかった。

所見　柱穴の深さ，柱間寸法ともにほぼ規則性がみられる。5m北側に隣接する第72号掘立柱建物跡と同じ構

造であるが，桁行方向や面積に差がみられる。他の掘立柱建物跡との関連は不明である。時期は，重複してい

る土坑と出土土器から，9世紀と推定される。

－434－



「。茄＼＼、、一一

ト

、

）

了

「

2m

し二二二二二土二二二」

第331図　第63号掘立柱建物跡実測図

第64号掘立柱建物跡（第332・333図）

位置　調査Ⅲ区の南部，E8dl区。

重複関係　本跡は，第202号住居跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。また，第60号掘立柱建軌第

606号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模　南部が調査区城外のため，調査できたのは桁行3間（平均6。20m），梁行1間（平均2・51m）の範囲で

ある。柱間寸法は桁行1。82－2．40m，梁行2．50～2．52mで，面積は約（15．56）扉である。柱穴は6か所（Pl

～P6）で，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長径（軸）1．00～1・48m，短径（軸）1・00～1・34m

の楕円形または隅丸方形である。また，断面形は逆台形状を皇し，深さは72～104cmである。柱抜き取り痕は

すべての柱穴で認めることがゼきた。柱は径28～32cmと推定される。

桁行方向　N－710－E
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覆土　第1層が柱の抜き取り痕で，その他の層は埋土である。
土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

2　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

3　褐　　色　　ローム中・小ブロック・粒子少量

4　暗褐色　　ローム中ブロック少鼠　ローム小ブロック・粒子微量

5　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子少量

6　褐　　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

第332図　第64号掘立柱建物跡実測図
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7　褐　　色　　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・粒子微量　　　　11褐　　色　　ローム粒子少鼠　ローム中・小ブロック微量

8　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　12　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

9　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子少量，壌土粒子微量　　　　　　　　13　褐　　色　　ローム粒子多鼠　ローム中・小ブロック中量

10　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　14　暗褐色　　ローム粒子・焼上粒子少量

遺物　土師器片40点，須恵器片22点が出土している。第333図1

の須恵器蓋はP4中から出土している。

所見　柱穴の深さ，柱間寸法ともにほぼ規則性がみられる。他の

掘立柱建物跡との関連は不明であるが，第60・67・71・79号掘立

柱建物跡と構造・桁行方向がほぼ一致している。時期は，重複し

ている第202号住居跡が8世紀中葉，第60号掘立柱建物跡が9世

紀中葉であることと出土土器から，8世紀後葉から9世紀前葉と

推定される。

第64号掘立柱建物跡出土遺物観察表

ト　ー1－l－ll i

第333図　第別号掘立柱建物跡
出土遺物実測図

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第33 3回 A ［16．8］ つまみから口緑部の破片。扁平なボ つまみ，天井部から口線部内 ・外面 長石　 石英　 砂粒 50％　 P720

1
蓋 B　　 4．8 タン状のつまみを持ち，天井部は内 ロクロナデ。頂部回転へ ラ削 り。 灰色 P4中

須　 恵　 器 F　　 2．7

G　　 O．9

攣気味に開く。口緑部は外反 した後，

内側 に返 りを持ち，屈 曲する。

普通

第65号掘立柱建物跡（第334～336図）

位置　調査Ⅲ区の東部，E8b3区。

重複関係　本跡は，第201・205号住居に掘り込まれていることから，本跡が古い。第61号掘立柱建物跡との関

係については，切り合いがないことから不明である。

規模　桁行4間（平均9．81m），梁行2間（平均4．55m），柱間寸法は桁行2．25～2．67m，梁行2．25～2．34m

で，面積は約44．64nfである。柱穴は10か所（Pl～P12）で，側柱構造の建物跡である。P8・P9は構造上存

在したと考えられる。柱穴は，平面形が長径0．56～1．00m，短径0．41～0．74mの楕円形または円形である。断

面形は二段掘り状またはU字状を呈し，深さは54～106cmである。柱痕または柱の抜き取り痕は確認できなかっ

た。柱の寸法は不明である。

桁行方向　N－200－W

覆土　すべて埋土である。
土居解説

1　暗褐色　　ローム粒子微量

2　褐　　色　　ローム小ブロック少量

3　明褐色　　ローム小ブロック・粒子少量

4　暗褐色　　ローム小ブロック微量

5　褐　　色　　ローム小ブロック中量

6　褐　　色　　粘土大ブロック多量

7　褐　　色　　ローム中ブロック少量

8　褐　　色　　ローム粒子中量

9　暗褐色　　炭化粒子微量

10　暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

11暗褐色　　ローム小ブロック・粒子微量

12　暗褐色　　ローム粒子少量

13　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量

14　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子少量

15　褐　　色　　ローム粒子少量
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第334図　第65号掘立柱建物跡
出土遺物実測図
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第336図　第65号掘立柱建物跡実測図（2）

遺物　土師器片1点が出土している。第334図1の土師器杯はPlO中から出土している。

所見　柱穴の深さは不規則で，柱間寸法にはほぼ規則性がみられる。他の掘立柱建物跡との関連は不明である。

第66号掘立柱建物跡と同じ構造をしているが，桁行方向は異なっている。時期は，重複している第201号住居

跡が9世紀前葉，第205号住居跡が9世紀中葉，第61号掘立柱建物跡が9世紀初頭であることと出土土器から，

8世紀後菓以前と推定される。

第65号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版 番号 種　 別 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 ′徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第334図
杯

土　 師　 器

A ［17．0］ 体部か ら口緑部の破片。体部から口 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面下 スコ リア　 砂粒 10％　 P 721

1 B （5．7） 緑部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 位手持 ちへラ削 り，内面へラ磨 き。

外面黒色処理。

にぷい橙色

普通

P lO中

第66号掘立柱建物跡（第337・338図）

位置　調査Ⅲ区の中央部，E7C8区。

重複関係　本跡は第70号掘立柱建物跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。また，第204号住居と第72

号掘立柱建物に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模　桁行4間（平均7．46m），梁行2間（平均3．54m），柱間寸法は桁行1．58～2．10m，梁行1．60～1．94m

で，面積は約26．41rdである。柱穴は9か所（Pl～P3，P7～P12）で，側柱構造の建物跡である。P4～P6

は，構造上存在したと考えられる。柱穴は，平面形が長径0．89～1．37m，短径0．77～1。05mの楕円形または不

整楕円形である。断面形は二段掘り状またはU字状を皇し，深さは27～53cmである。柱痕または抜き取り痕は

確認でなかった。柱の寸法は不明である。

桁行方向　N－00

覆土　すべて埋土である。
土層解説

1　褐　　色　　ローム小ブロック少量

－439－

2　褐　　色　　ローム中ブロック中量
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第337図　第66号掘立柱建物跡実測図
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3　暗褐色　　ローム中ブロック少量

4　黄褐色　　ローム大ブロック中量

5　褐　　色　　ローム中・′トブロック少量

6　褐　　色　　ローム小ブロック中量

7　褐　　色　　ローム中ブロック少鼠　ローム粒子微量

遺物　土師器片11点，須恵器片21点が出土している。第338図1の土師器賓はP2中から，2の須恵器鉢はP7

中からそれぞれ出土している。

所見　柱穴の深さ，柱間寸法とともに不規則である。他の掘立柱建物跡との関連は不明である。第65号掘立柱

建物跡と同じ構造をしているが，桁行方向は異なっている。時期は，重複している第204号住居跡が8世紀後

葉，第72号掘立柱建物跡が9世紀前葉であることから，8世紀中葉と推定される。

第338図　第66号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第66号掘立柱建物跡出土遺物観察表

β2

図 版 番 ロ 器　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　　 考

第 3 3 8 図
嚢

土　 師　 器

A ［2 7 ．0 ］ 体 部 か ら 口 緑 部 の 破 片 。 口 綾 部 は 強 口 縁 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・ 外 雲 母　 砂 粒 1 0 ％　 P 7 2 2

1 B （ 5 ．2 ） く 外 反 し ， 横 方 向 に つ ま み 上 げ ら れ ，

棒 状 工 具 に よ る 凹 線 を 巡 ら す 。

面 ナ デ 。 橙 色

普 通

P 2 中

図 版 番 口 器　 種 部　 分 器　 形　 の ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

第 3 3 8 図
鉢

須　 恵　 器

体　 部　 ～

口　 綾　 部

体 部 は 内 轡 気 味 に 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 は 強 く 外 反 す る 。 T P 2 0 1

2 口 緑 部 か ら 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 休 部 外 面 斜 め 方 向 の 平 行 叩 き 。 P 4 中

灰 色　 普 通

第67号掘立柱建物跡（第339・340図）

位置　調査Ⅲ区の中央部，E7bO区。

重複関係　本跡は第62号掘立柱建物に掘り込まれていることから，本跡が古い。また，第60号掘立柱建物跡と

の関係については，他の遺構との切り合い関係から，本跡が古い。

規模　桁行3間（平均4．47m），梁行2閏（平均3．33m），柱間寸法は桁行1．34～1．70m，梁行1．50～1．88m

で，面積は約14．89m2である。柱穴は10か所（Pl～PlO）で，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長

径0．62～0．76m，短径0．52～0．70mの楕円形または円形である。断面形は二段掘り状または逆台形状を呈し，

深さは21～42cmである。柱の抜き取り痕はPl～P6・P9・PlOで認められた。柱は径16～30cmと推定される。

桁行方向　N－860－E

覆土　第1層が柱の抜き取り痕で，他の層は埋土である。
土居解説

1　暗褐色　　炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　褐　　色　　ローム粒子少量

3　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子微量

4　暗褐色　　ローム粒子徴鼠

5　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子微量
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　1－－ト－　・l

遺物　土師器片15点，須恵器片14点が出土している。第339図1　第339図　第67号掘立柱建物跡

の須恵器杯はPlO中から出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　出土遺物実測図

所見　柱穴の深さ，柱間寸法ともにほぼ規則性がある。平と妻のそれぞれ中間に位置するピットが四隅の柱穴
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に比べると浅く，少し外側にずれている。重複している第60号掘立柱建物跡と同じ構造で，桁行方向がほぼ等

しいことから，時代は異なるが同じ機能を持った施設の可能性も考えられる。時期は，第60号掘立柱建物跡が

9世紀中葉，第62号掘立柱建物跡が9世紀前葉と考えられることと出土土器から，8世紀末葉と推定される。

第67号掘立柱建物跡出土遣物観察表
図版香車 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第339図
杯

須　 恵　 器

A ［15．0〕 底部から目線部の破片。体部から口 ［］縁部から体部内 ・外面ロクロナデ。 石英　 雲母　 砂粒 20％　 P 723

1 B　　 3．8

C ［8．0］

縁部にかけ，内攣気味に立ち上がり，

わずかに外反する。

休部外面下位手持ちへラ削り。 スコリア

にぷい黄褐色　 普通

P lO中
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第68号掘立柱建物跡（第341・342図）

位置　調査Ⅲ区の中央部，E7a8区。

重複関係　本跡は，第214号住居・第62号掘立柱建物，第糾0号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

また，第653・656号土坑，第6・7号柱穴群との関係については，切り合いがないことから不明である。

規模　桁行3間（平均7・03m），梁行1間（平均4・67m），柱間寸法は桁行2．12～2．58m，梁行（4．67）mで，

面積は約［32・83］nfである。柱穴は7か所（Pl・P3～P8）で，側柱構造の建物跡である。P2は構造上存在

したと考えられる。柱穴は，平面形が長径0．79～1．17m，短径0．7ト1．00mの楕円形または円形である。断面

形は二段掘り状またはU字状を呈し，深さは29～69cmである。柱痕または柱の抜き取り痕は確認できなかった。

柱の寸法は不明である。

桁行方向　N－800－E

覆土　すべて埋土である。
土層解説

1暗褐色　　ローム中ブロック微逼

2　暗褐色　　ローム粒子少量

3　暗褐色　　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック微量

4　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

5　褐　　色　　ローム粒子中量

6　褐　　色　　ローム粒子微量

7　褐　　色

8　暗褐色

遺物　土師器片13点，須恵器片12点が出土している。第342図1

の土師器杯はP6中から出土している。

所見　柱穴の深さ，柱間寸法ともに不規則である。桁行の北側と

ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

L＿　；　　＿」

南側の柱穴は非対称的である。同じ構造の掘立柱建物跡は検出さ　第342図　第68号掘立柱建物跡

れていないが，比較的大形の建物跡で，第66・67号掘立柱建 出土遺物実測図

物跡と同じ時期と考えられることから，一連の施設の可能性がある0時期は，第214号住居跡が10世紀前葉，

第62号掘立柱建物跡が9世紀前葉と考えられることと出土土器から，8世紀末葉と推定される。

第68号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第34 2図
杯
A ［15．0］ 体部から口縁部の破片。休部か ら口 口緑部から体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 5 ％　 P 724　P L 91

1
土　 師　 器

B （2．5） 緑部にかけ，内攣気味に立ち上がり， ロ縁部か ら底部内面へラ磨 き。内面 にぷい橙色 体部外面墨書 「富」

外反する。 黒色処理。 普通 P 6中

第69号掘立柱建物跡（第343図）

位置　調査Ⅲ区の北部，D7h8区。

重複関係　第6号柱穴群との関係については，切り合いがないことから不明である。

規模　桁行3間（平均4・87m），梁行2間（平均4．07m），柱間寸法は桁行1．50～1．75m，梁行1．83～2．24m

で，面積は約19・20nfである。柱穴は10か所（PトPlO）で，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長

径0・52～0・92m，短径0・50～0・68mの楕円形または円形である0断面形は二段掘り状，逆台形状またはU字状

を里し，深さは1ト49cmである。柱の抜き取り痕はすべての柱穴で認められた。柱は径12～18cmと推定される。

桁行方向　N－00

覆土　第1層が柱の抜き取り痕で，他の層は埋土である。
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第343図　第69号掘立柱建物跡実測図

土層解説

1　暗褐色　　炭化粒子少量

2　褐　　色　　ローム粒子中量

3　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　暗褐色　　ローム粒子微量

5　褐　　色　　ローム粒子多量

2m

l　＿　　＿＿＿　．　　　　　＿‥＿l

遺物　土師器片1点，須恵器片4点が出土している。細片のため図示できなかった。

所見　柱穴の深さ，柱間寸法ともにほぼ規則性がある。同じ構造で，同じ桁行方向の掘立柱建物跡は検出され

ていないが，第66・72号掘立柱建物跡とは，桁行方向が同じで，ほぼ南北に並んでいることから，関連性が高
′

い可能性がある。時期は，出土土器から，奈良・平安時代と考えられ，8世紀末から9世紀前葉の可能性が高い。
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第70号掘立柱建物跡（第344図）

位置　調査Ⅲ区の中央部，E7C9区。

重複関係　本跡は，第204号住居，第66号掘立柱建物，第678号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

また，第62号掘立柱建物跡との関係については，切り合いがないことから不明である。

規模　桁行2間（平均6。38m），梁行2間（平均3．45m），柱間寸法は桁行2．30～4．00m，梁行1．76～3．25m

で，面積は約22．01nfである。柱穴は7か所（PトP7）で，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長

径0．61～0．95m，短径0。44～0．82mの楕円形または円形である。断面形は二段掘り状，逆台形状または日宇状

を皇し，深さは21～73cmである。柱抜き取り痕はP3～P7で認められた。柱は径18～26cmと推定される。

桁行方向　N－260－W

覆土　第1層が柱の抜き取り痕で，他の層は埋土である。
土層解説

1　暗褐色　　炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　褐　　色　　ローム粒子少量

3　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子微量

4　暗褐色　　ローム粒子微量

5　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子微量

遺物　須恵器片1点が出土している。細片のため図示できなかった。

所見　柱穴の深さ，柱間寸法ともに不規則である。桁行方向の中間に位置するピットが南側のピットに寄って

おり，北側の梁行の中間にはピットは確認されていない。同じ構造の建物跡は検出されていないが，第65号掘

立柱建物跡と桁行方向がほぼ等しい。他の遺構との関連は不明である。時期は，第204号住居跡が8世紀後葉，

第66号掘立柱建物跡が8世紀中葉と考えられることから，8世紀前葉と推定される。

第71号掘立柱建物跡（第345。346図）

位置　調査Ⅲ区の北部，D8h2区。

重複関係　本跡は，第216号住居に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模　桁行3問（平均6．85m），梁行2間（平均4．12m），柱間寸法は桁行2．18～2．50m，梁行2。00～2．15m

で，面積は約28．22rrfである。柱穴は9か所（Pl～P7，P9・PlO）で，側柱構造の建物跡である。P8は構

造上存在したと考えられる。柱穴は，平面形が長径0。57～0．80m，短径0．55～0．79mの楕円形または円形であ

る。断面形は二段掘り状または逆台形状を皇し，深さは38～83cmである。柱の抜き取り痕はP2・P3・PlOで

認められた。柱は径18～23cmと推定される。

桁行方向　N－730－E

覆土　第1層が柱の抜き取り痕で，他の層は埋土である。
土層解説

1黒褐色　　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子微量

2　暗褐色　　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量　　　　　　　　6　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子中量

3　暗褐色　　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片2点，須恵器片3点が出土している。細片のため図示できなかった。

所見　柱穴の深さは不規則であるが，柱間寸法にはほぼ規則性がみられる。第64e68・79号掘立柱建物跡と同

じ構造で，桁行方向がほぼ等しいことから，同じ機能を持った施設の可能性も考えられる。時期は，第216号

住居跡が8世紀後葉と考えられることと出土土器から，8世紀中葉と推定される。
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第345図　第71号掘立柱建物跡実測図（1）
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第72号掘立柱建物跡（第347図）

位置　調査Ⅲ区の中央部，E7b7区。

重複関係　本跡は，第66号掘立柱建物跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。また，第224号住居に掘

り込まれていることから，本跡が古い。第5号柱穴群との関係については，切り合いがないことから不明であ

る。

規模　桁行3間（平均3．96m），梁行3間（平均3．25m），柱間寸法は桁行1。84～3．10m，梁行1．50～1。78m

で，面積は約12．87r産である。柱穴は9か所（Pl～P9）で，総柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長

径0．52～1．16m，短径0．50～0．64mの楕円形または円形である。断面形は二段掘り状，逆台形状またはU字状

を皇し，深さは42～74cmである。柱の抜き取り痕はP8を除いて認められた。柱は径18～22cmと推定される。

桁行方向　N－00

覆土　第1層は柱の抜き取り痕で，他の層は埋土である。
土層解説

1　暗褐色　　炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子少量

3　暗褐色　　ローム小ブロック少量

4　褐　　色　　ローム粒子微量

5　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子中量

6　褐　　色　　ローム粒子少量

7　暗褐色　　炭化粒子・焼土粒子微量

8　暗褐色　　ローム小ブロック中量

9　褐　　色　　ローム中ブロック中量

遺物　土師器片3点，須恵器片6点が出土している。細片のため図示できなかった。

所見　柱穴の深さ，柱間寸法ともにほぼ規則性がある。西側と東側の桁行方向の中間に位置する柱穴が少し外

側にずれている。第63号掘立柱建物跡と同じ構造であるが，桁行方向は異なっている。Ⅲ区では他に同じ構造

の建物跡は検出されていない。時期は，第224号住居跡が9世紀中葉，第66号掘立柱建物跡が8世紀中葉と考
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第347図　第72号掘立柱建物跡実測図

えられることから，8世紀後葉から9世紀前葉と推定される。

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第73号掘立柱建物跡（第348図）

位置　調査Ⅴ区の中央部，G9a5区。

重複関係　P3が第179号住居跡を掘り込んでいる。また，第595・597号土坑と重複しているが，切り合いがな

いため新旧関係は不明である。

－450－



0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－ー－十一一一一一一一一一一一」

7

第348回　第73号掘立柱建物跡実測図

規模　桁行2間（平均3．封m上　梁行2間（平均3．42m），柱間寸法はP5～P6間が3．60mである他は，桁行

1。54～1．70恥　梁行工60～工88mで，面積は約12．00扉である。柱穴は7か所（Pl～P7）で，側柱構造の建

物跡である。西側桁の中央部の柱穴は確認できなかった。柱穴は，平面形が長径0．68～0。84m，短径0．48～

0。64mの楕円形である。断面形は逆台形状または日学状を皇し，深さは29～50cmである。柱の抜き取り痕はP2・

P4～P7で認められ，柱は径12～22cmと推定される。

桁行方向　N－19。－W

覆土　土層断面図中，第1層は柱の抜き取り痕で，第2～7層は埋土である。
土層解説

1暗褐色　　ローム小ブロック・粒子微巌，締まりはない

2　黒褐色　　炭化粒子微量

3　暗褐色　　ローム小ブロック微量，粘性を帯びている

4　褐　　色　　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，粘性を帯びて

いる

遺物　遺物は出土しなかった。

5　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子中量，粘性を帯びている

6　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子微量

7　褐　　色　　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，粘性を帯び，

締まりはない

所見　柱穴は，P4を除いて，断面形・深さともにほぼ規則性が認められる。また，隣接する第58・59・75・

76号掘立柱建物跡と桁行方向がほぼ一致することから，同時期に一連の施設として機能していた可能性が高い。

時期は出土土器がなく特定できないものの，第179号住居跡との重複関係と，第58・59。75076号掘立柱建物

跡との関連から，9世紀前葉と推定される。
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第75号掘立柱建物跡（第349・350図）

位置　調査Ⅴ区の東部，F9j9区。

規模　桁行2間（平均3・04m），染行2間（平均3．16m），柱間寸法はPl～P2間が3．20mである他は，桁行

1・44～1・72m，梁行1・46～1・70mで，面積は約9．60nfである。柱穴は7か所（P卜P7）で，側柱構造の建物

跡である。東側桁の中央の柱穴は確認できなかった。柱穴は，平面形が径0．34～0．50mの円形である。断面形

はU字形状を呈し，深さは22～40cmである。柱の抜き取り痕はP2・P4・P6で認められ，柱は径8～12cmと

推定される。

桁行方向　N－6。－W

覆土　土層断面図中，第1層は柱の抜き取り痕で，第2～3層は埋土である。
土居解説

1　暗褐色

2　褐　　色

ローム小ブロック・粒子少量，炭化桂子微量

ローム粒子中鼠　ローム中・小ブロック少量，粘性を帯
びている

3　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量，粘性を帯びて

いる

遺物　土師器片8点，須恵器片7点が出土している。第349図1の土師器高台

付杯は，P6中から出土してい‘る。

所見　柱穴は，深さが不ぞろいであるが，断面形と柱間寸法に規則性が認めら

l　れる。また，隣接する第58・59・73・76号掘立柱建物跡と桁行方向がほぼ一致

10cm　することから，同時期に一連の施設として機能していた可能性が高い。時期は，l

i　　　；　　　！　　′　▼‾‾’’ノ’‥‘‾ソ′’．’‾　仙▼′〝u肪－）、仇仙）、’′」‘’川口Ⅱ′‥叫’‾0．町刑’叫

第封9図　第75号掘立柱建物跡　第髭・59・73・76号掘立柱建物跡との関連及び出土土器から，9世紀前葉と推

出土遺物実測図　　定される。

2

第350図　第76号掘立柱建物跡実測図
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第75号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番号 器　 楯 計測値（扉 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第34 9図

1
高 台付 杯

A ［12．2］ 高台部から口縁部にかけての破片。 日縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒　 雲 母　 石英 20％　 P 333

B　　 5．6 体部は外傾 して立ち上が り，目線部 内 ・外面丁寧 なヘラ磨き。底部高台 スコ リア P 6中

土　 師　 器 D ［8．8］

E　 l．5

にいたる。高台は 「ハ」の字状に開

く。

貼 り付 け後，ナデ。内面黒色処理。 橙色

普通

第76号掘立柱建物跡（第351図）

位置　調査V区の西部，G9b3区。

重複関係　Plが第183号住居跡を掘り込んでいると思われるが判断できなかった。また，第586号土坑と重複

しているが，切り合いがないため，新旧関係は不明である。

規模　桁行2間（3。12m上　梁行1間（平均2。18m上柱間寸法は桁行1．42～1。糾m，梁行2．04～2．20mで，

面積は約6諸1扉である。確認できた柱穴は5か所（P2～P6）で，平面形が径0．40～0．44mの円形である。断

面形は逆台形状またはU字状を皇し，深さは16～44cmである。柱の抜き取り痕はP2～P4で認められ，柱は，

径12～19cmと推定される。

桁行方向　N－80－W

覆土　土層断面図中，第1層は柱の抜き取り痕で，第2・3層は埋士である。

土層解説

1黒褐色　　ローム中ブロック少鼠　粘性は弱く，締まりはない

2　褐　　色　　ローム中ブロック・粒子少量

3　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子少量，粘性は弱い

第351図　第76号掘立柱建物跡実測図

－453－
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遺物　遺物は出土しなかった。

所見　柱穴は，P5を除いて深さ，断面形ともにほぼ規則性が認められる。また，隣接する第58・59・73・76

号掘立柱建物跡と桁行方向がほぼ一致することから，同時期に一連の施設として機能していた可能性が高い。

時期は，出土土器がなく特定できないものの，第58・59号掘立柱建物跡との関連及び第183号住居跡との重複

関係から，9世紀前葉と推定される。

第77号掘立柱建物跡（第352・353図）

位置　調査V区の中央部，F9h5区。

規模　桁行3間（平均4．42m），梁行2間（平均3．28m），柱間寸法は桁行1．10～1．66m，梁行工44～1．64m

で，面積は約14・49㌦である。柱穴は10か所（Pl～PlO）で，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が径

0・54～0・58mの円形である。深さは30～62cmで断面形は逆台形状を皇している。一部の柱穴は，丸くくぼんだ

二段掘り状である。柱痕及び柱の抜き取り痕は確認できなかった。

三　　　　　三

A
－24．4m

第352図　第77号掘立柱建物跡実測図
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桁行方向　N－370－W

覆土　土層断面図中，第1～7層は埋土である。
土層解説

1黒褐色　　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子敬呈，締まりはない

2　暗褐色　　ローム粒子少量

3　褐　　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　暗褐色　　ローム粒子微呈

5　暗褐色　　ローム小ブロック少量，炭化粒子微鼠　締まりはない

6　褐　　色　　ローム中ブロック・粒子少還

7　暗褐色　　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微鼠締まりはない

遺物　土師器片1点，須恵器片3点が出土している。第353図1の須恵器杯は，

PlO中から出土している。

所見　柱穴の規模と柱間寸法は，ほぼ規則性が認められる。また，隣接する第

78号掘立柱建物跡と桁行方向が一致することから，同時期に一連の施設として

機能していた可能性がある。時期は，第78号掘立柱建物跡との関連から，9世

紀前葉と推定される。

第77号掘立柱建物跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト－tt I・－1

第353図　第77号掘立柱建物跡

出土遺物実測図

図 版 番 目 器　 種 計測値 （Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 35 3 図
杯

須　 恵　 器

B （2 ，5 ） 底部 か ら休 部 に かけ ての 破片 。平 底 。 体 部 内 ・外 面 ロ クロナ デ。 休部 下 端 砂 粒　 雲 母　 長 石 50 ％　 P 334

1 C　　 6 ．8 体部 は 外傾 して 立 ち上が る 。 手 持 ちへ ラ削 り。底 部不 定 方 向の へ

ラ削 り。

灰 黄 色

普 通

P lO中

第78号掘立柱建物跡（第354図）

位置　調査V区の中央部，F9g6区。

規模　桁行2間（平均3．58m），梁行2間（平均3．42m），柱間寸法は桁行1．64～1．86m，梁行1．64～1．82m

で，面積は約12．24m2である。柱穴は8か所（PトP8）で，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長

径0．44～0．90m，短径0．36～0．82mの楕円形である。断面形は逆台形状を里し，深さは20～42cmである。柱痕

及び柱の抜き取り痕は確認できなかった。

桁行方向　N－190－W

覆土　土層断面図中，第1～4層は埋土である。
土居解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，粘性は弱く，締まりはない

2　褐　　色　　ローム小ブロック少量

3　黄褐色　　ローム中ブロック中量

4　褐　　色　　ローム小ブロック中量，締まりはない

遺物　土師器片3点，須恵器片2点が出土している。細片のため，図示できなかった。

所見　柱間寸法に規則性が認められる。また，隣接する第77号掘立柱建物跡と桁行方向がほほ一致することか

ら，同時期に一連の施設として機能していた可能性がある。時期は，第77号掘立柱建物跡との関連から，9世

紀前葉と推定される。

第79号掘立柱建物跡（第355・356図）

位置　調査Ⅲ区の西部，E7a6区。

重複関係　本跡は，第220～223・225号住居，第657・658・670号土坑，第24号溝に掘り込まれていることから，

いずれよりも本跡が古い。

規模　桁行3間（平均6．80m），梁行2間（平均4．15m），柱間寸法は桁行2．00～2．70m，梁行2．00～2・20m

で，面積は約28．22m2である。柱穴は10か所（P卜PlO）で，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長

－455－
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第354図　第78号掘立柱建物跡実測図

径0・78～工24m，短径0・68～0膏Omの楕円形または円形である。断面形は二段掘り状または逆台形状を皇し，

深さは32～59cmである。柱の抜き取り痕はP8で認められた。柱は径22～30cmと推定される。

桁行方向　N－830－E

覆土　P8の第1層が柱の抜き取り痕で，他の層は埋土である。
土層解説

Pl l　褐　色　　ローム小ブロック・粒子中量，焼士粒子微量

2　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子・焼土粒子微量

P21暗褐色　　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　　ローム小ブロック中量

3　暗褐色　　ローム小ブロック少量

－ご456－

4　暗褐色　　ローム粒子微量
P3　1　暗褐色

2　褐　　色

3　暗褐色
4　暗褐色

ローム中ブロック微量

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローム中・小ブロック微量

ローム小ブロック微量
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第355図　第79号掘立柱建物跡実測図
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P5　1

2

3

P5　1

P7　1

2

3

4

暗褐色
褐　　色

褐

暗褐
色

色

褐　　色

褐　　色

明褐色
明褐色

ローム小ブロック・焼土粒子微嚢

ローム中ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少壷

炭化粒子微量

ローム中ブロック中這，焼土小ブロック少量

ローム中ブロック少量

ローム中ブロック中是

ローム夫ブロック多量

P81　暗褐色　　炭化粒子少量

2　暗褐色　　ローム小ブロック微量

P91暗褐色　　ローム中ブロック・炭化粒子・焼土小ブロック微量

2　暗褐色　　炭化粒子微還

3　暗褐色　　ローム粒子微量

PlOl　暗褐色　　焼土粒子微量

2　褐　　色　　ローム小ブロック少量

3　暗褐色　　ローム粒子多量

4　暗褐色　　ローム粒子微量

遺物　土師器片28点，須恵器片40点が出土している。第356図1

の土師器杯はP8中から出土している。

所見　多くの遺構に掘り込まれているため，規模や柱穴の深さ，

柱間寸法を判断することが困難であるが，ほぼ規則性が認められ

る。Ⅲ区では，第60・67・71号掘立柱建物跡と同じ構造で，第68

号掘立柱建物跡とは同じ構造ではないが，いずれも桁行方向がほ

琶竃霞譲霹攣野
10cm

」＿＿＿＿＿＿⊥－＿　［

第356図　第79号掘立柱建物跡

出土遺物実測図

ぼ同じである。時期は，重複している遺構と出土土器から，8世紀前葉と推定される。

第79号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 話　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第35 6図

杯

A ［17．2］ 底部か らロ綾部の破片。丸底。体部 ロ緑部内 ・外面横ナデ。休部外面下 砂粒 10％　 P725

1
B （2．6） から口緑部 にかけ，内攣気味 に立ち 位手持 ちへラ削 り。ロ緑部内面か ら にぷい橙 色 覆土中

土　 師　 器 上がる。 底部内面にかけへラ磨 き。内 ・外面

葉色処理。

普通

第80号掘立柱建物跡（第357・358図）

位置　調査Ⅲ区の北部，D7gO区。

重複関係　本跡は，第215・216号住居跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。また，第25号溝に掘り込

まれていることから，本跡が古い。第228号住居跡，第635・680号土坑との関係については，切り合いがない

ことから不明である。

規模　北部が調査区域外のため，調査できたのは桁行（2）間（平均5．90m），梁行2間（平均4．42m）の範

囲である。柱間寸法は桁行2．37～3．00m，梁行2．18～2．26mで，面積は約26．08m2である。柱穴は7か所（Pl

～P7）で，側柱構造の建物跡である。柱穴は，平面形が長径0．87～1．37m，短径0．75～1．07mの楕円形，円

形または不整楕円形である。断面形は二段掘り状，逆台形状またはU字状を呈し，深さは40～88cmである。柱

の抜き取り痕はPl・P4・P6・P7で認められた。柱は，径18～24cmと推定される。

桁行方向　N－110－W

覆土　Pl・P4・P6・P7の第1層は柱の抜き取り痕で，他の層

は埋土である。
土層解説

PトP4　1　暗褐色　　ローム中ブロック微量

P6・P7　2　褐　　色　　ローム小ブロック中量

3　褐　　色　　ローム中ブロック中量

4　褐　　色　　ローム大ブロック中農

5　褐　　色　　ローム小ブロック少量

6　暗褐色　　ローム小ブロック微量

7　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子微量

8　褐　　色　　ローム大ブロック・粒子少呈

P2　　　1　暗褐色　　ローム粒子微量

2　褐　　色　　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

3　暗褐色　　ローム大ブロック微量

4　褐　　色　　ローム中・小プロッタ少鼠　ローム粒子徴逼

5　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量

6　暗褐色　　ローム小ブロック微量

7　暗褐色　　ローム小ブロック少量

8　暗褐色　　ローム粒子・壌土粒子微量
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第357図　第80号掘立柱建物跡
出土遺物実測図

P3　　　1　暗褐色
2　暗褐色

P5　　　1　暗褐色

2　暗褐色
3　褐　　色

ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量

ローム中ブロック少軋　ローム小ブロック

粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

ローム小ブロック・粒子中量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
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遺物　土師器片95点，須恵器片50点が出土している。第357図1の土師器杯はP4中から出土している。

所見　柱穴の深さ，柱間寸法ともにほぼ規則性があり，規模は大形である。Ⅲ区では同じ桁行方向のものは検

出されていないが，第61e65号掘立柱建物跡と桁行方向が近似している。時期は，第215号住居跡が10世紀前

葉，第216号住居跡が8世紀後葉と考えられることと出土土器から，10世紀前葉以降と推定される。

第80号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第357図
杯

土　 師　器

A ［14誹］ 体部から目線部の破片。体部から口 日経部から体部内・外面ロクロナデ。 砂粒 5％　 P 726

1 B （4．6） 縁部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 休部から底部内面へラ磨き。 橙色

普通

P 4中

（3）土坑

今回の調査では，267基の土坑を確認した。そのうち，時期を奈良・平安時代と特定できる土坑は19基であ

る。ここでは，これら19基の土坑の中で，特に特徴のある土坑や信憑性が高い遺物が出土した土坑11基につい

て，位置e規模などを記載した。他の8基については，土層の解説を中心に，一覧表に記述した。また，時代

が不確定な248基の土坑の位置や規模については，一括して一覧表（表10）に記述し，第388－410図に掲載した。

第射7号土坑（第359～361図）

位置　調査ⅢB区の南部，F4d4区。

規模と形状　平面形は円形，断面形は上端がややラッパ状に開く捨鉢状で，底面に一段の掘り込みを持つ。底

面は丸底である。規模は，上面が径4．20m，底面が径1．10m，深さ2．64mである。底面の掘り込みは径0．60m

の円形で，深さは24cm程である。下部の掘り込みは白色粘土層に至っている。確認面から約工20mの深さの周

壁に，5か所の足場ピットのようなくぼみがみられる。

覆土19層からなる。土器片が多量に出土し，ロームブロック・焼土ブロックを含んでいることから，人為堆

積と考えられる。
土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

8　暗　褐　色

9　褐　　　色

ローム小ブロック・粒子中量，焼土粒子少量

ローム小ブロック・粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子8焼土粒子・炭化粒子少
量

ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子少量

ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

ローム小ブロック・粒子中量

ローム小ブロック・粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

10　褐　　　色

11明　褐　色

12　明　褐　色

13　暗　褐　色

14　黄　褐　色

15　褐　　　色

16　褐　　　色

17　暗　褐　色

18　褐　　　色

19　暗　褐　色

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，炭化粒子少量

ローム小ブロック・粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック微量

ローム大ブロック中量

ローム大ブロック多量，ローム小ブロック中巌

ローム大ブロック多量

ローム中ブロック中量，粘土中ブロック少量

ローム中ブロック多量，粘土中ブロック少量

ローム中ブロック中量

遺物　土師器片397点，須恵器片480点，金属製品2点（不明鉄製品），陶器細片2点，礫11点が出土している。

遺物の多くは，覆土中層から上層にかけて出土している。また，覆土中層から上層にかけて出土した破片が接

合したものが2点，覆土下層から上層にかけて出土した破片が接合したものが1点確認されていることから，

埋め戻しの過程で遺物の投棄が行われたようである。陶器細片は撹乱により混入したものと思われる。第360

図1・2は土師器高台付皿である。1は覆土上層から，2は覆土中層から出土している。3の須恵器杯，4・

5の須恵器高台付杯は，覆土上層から出土している。3は底部外面に墨書「新」が認められる。6の須恵器高

台付杯は，覆土中層から出土している。7の須恵器盤，8の須恵器鉢は覆土上層から出土している。9の須恵

器嚢は，覆土中層から出土した破片が接合したものである。10の須恵器楽は，覆土上層から出土した破片が接

合したものである。第361図11の丸瓦は覆土中，12の平瓦は覆土上層から出土している。
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所見　本跡の性格については不明であるが，当遺跡の東部（調査V区）に位置する第720号土坑と，柱穴の規

模も形状も酷似している。また，平成12年度の調査でも，同形状の士坑が確認されている。投棄された土器の

時期は，8世紀後葉から9世紀中葉の間であると推定されることから，本跡の時期はそれと同時期か，それ以

前と考えられる。

一生24。6m

第35図　第射7号土坑実測図
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第361図　第417号土坑出土遺物実測図（2）

第417号土坑出土遺物観察表

図版番 □ 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 36 0図

1
高 台付 皿

A　 13．2 口緑部一部欠損。外傾 して立ち上が 口縁部から体部内 ・外面ロクロナデ。 砂 粒 雲母　 ス コリア 95％　 P 220　P L 91

B　　 3．3 り，目線部にいたる。高台は 「ハ」 底部回転へラ削 り。高台貼 り付け， 小 石
体部外面墨書 ・

土　 師　 器 D　　 7．3

E　 l．2

の字状 に開 く。 ナデ。 橙 色

普通

判読不能

覆土上層

2
高 台付 皿

A　 14．0 高台部か ら口緑部にかけての破片。 口緑部から体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 雲母 ス コリア 40％　 P 221

B　　 3．4 体部は外傾 して立ち上が り，口縁部 内面へラ磨 き。底部高台貼 り付け， 橙色 覆土中層

土　 師　 器 D ［ 7．4］

E　 l．4

にいたる。高台は 「ハ」の字状 に開

く。

ナデ。内面黒色処理。 普通

3
杯

A ［13．6］ 体部 ・口縁部一部欠損。平底。体部 ロ緑部から体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒　 雲母　 長石 70％　 P 216　PL 9 1

B　　 4．7 は外傾 して立 ち上が り，ロ縁部はわ 体部下端手持ちへ ラ削 り。底部一方 黄灰色
底部外面墨書「新」

須　 恵　 器
C　　 6．0 ずかに外反する。 向のヘ ラ削 り。 普通 覆土上層

4
高 台 付 杯

A ［13．4］ 体部 ・口縁部一部欠損。休部は下位 口緑部から体部内 ・外面ロタロナデ。 砂粒　 長石 70％　 P 218　P L 91

B　　 5．7 に稜を有 し，外傾 して立ち上が り， 底部回転へラ削 り。高台貼 り付け， 黄灰色
覆土上層

須　 恵　 器 D　　 8．8

E　 l．2

口縁部はわずかに外 反する。高台は

「ハ」の字状 に開 く。

ナデ。 普通

5
高 台 付 杯

A ［14．4］ 高台部から口緑部にかけての破片。 口緑部から体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒　 長石 40％　 P 219

B　　 5．5 体部は下位に稜 を有 し，外傾 して立 底部回転へラ削 り。高台貼 り付け， 灰色 覆土上層

須　 恵　 器 D　　 9．5

E　 l．3

ち上が り，口緑部にいたる。高台は

「ハ」の字状に開く。

ナデ。 普通

6
高 台 付 坤こ

B （2．3） 高台部から体部にかけての破片。体 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 砂粒　 雲 母　 長石 50％　 P 223

D　 lO．8 部は下位に稜を有する。高台は 「ハ」 ヘ ラ削 り。高台貼 り付け，ナデ。 灰 黄色 底部外面墨書「申」

須　 恵　 器
E　 l．0 の字状に開く。 普通 覆土中層

7
盤

A　 18．4 底部か ら口縁部にかけての破片。体 口縁部から体部内 ・外面ロタロナデ。 砂 粒　 雲母　 長石 60％　 P 222　P L 91

B （3，0） 部は外傾 して立ち上が り，屈 曲して 底部回転へラ削 り。高台貼 り付 け， 石英 覆土上層

須　 恵　 器 口縁部にいたる。口縁部は外反する。

高台貼 り付けの痕跡有 り。

ナデ。 黄灰色

普通

8
小　 形　 鉢

A　 20．7 底部 ・休部 ・口縁部一部欠損。平底。 ロ縁部から体部内 ・外面ロクロナデ。 雲母　 長石　 石英 80％　 P 224

B　　 9．9 体部は外傾 して直線的に立ち上が り， 休部外面同心円状叩き後，斜位の平 灰色 覆土上層

須　 恵　 器 C　 13．4 頸部で強 く屈曲 してロ縁部外方へ短

く開 く。

行叩き。体部下端横位のヘラ削 り。

内面横ナデ。底部ナデ。

普通

9
襲

A　 22．0 底部 ・体部 ・口緑部一部欠損。平底。 口緑部内 ・外面ロクロナデ。体部外 砂粒　 雲母　 長石 80％　 P 225　P L 91

B　 29．5 体郡は内攣 して立ち上が り，頸部で 面中位以上横位の平行叩 き。下位横 石英 覆土中層

須　 恵　 器 C ［16．6］ 強く屈 曲する。口綾部は外反 し，折

り返されている。

位のヘラ削 り。内面ナデ。底部ナデ。 灰色

普通

10
賓

須　 恵　 器

B （16．9） 休部から頸部 にかけての破片。休部 休部外面縦位の平行叩き。内面横 ナ 雲母　 長石　 石英 10％　 P 226

は内暫 し，頚部で屈 曲する。 デ。当て具痕。 灰色

普通

覆土上層
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図版番 口 器　 種
計　　 測　　 値

器 形 ・ 手 法 の 特 徴 備 考（台帳番号 ，出土位置，色調な ど）
長 さ（cm） 幅 （om） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第36 1図

丸　　 瓦 （9 ．6） （4．9） 2．2 （179．0）

凸面へ ラ削 り。 T 7　 P L l lO

11 凹面布 目痕。 葦土 中

にぷい黄橙色

12 平　　 瓦 （9．6） （12．8） 2，4 （29 5．0）

凸面縄 目叩 き。 T 8　 P L l ll

凹面布 目痕 。 覆土上層

褐灰 色

第419号土坑（第362図）

位置　調査ⅡB区の東部，E4i9区。

重複関係　本跡の上部を第108号住居が掘り込んでいる。

規模と形状　上端は長径1．36m，短径0．42mの隅丸長方形で，深さ0．72mである。

長径方向　N－3。－W

覆土　3層からなる。ロームブロック・焼土粒子を含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土居解説

1　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子中呈

2　暗赤褐色　　焼土粒子・炭化粒子少量

3暗赤褐色　ロームプロック多量

遺物　第362図1の須恵器嚢1点が出土している。1は，本跡の南部に横たわるように出土している。

所見　時期は，重複関係と出土土器から，8世紀中葉と推定される。

A24．6m

彗巨γ‾

邑

＼√

0　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿⊥」＿＿＿」

第362図　第419号土坑・出土遺物実測図

ー464－



第419号土塊出土遺物観察表
図版番W′司 器　 種 計洲酎扉 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴「 焼成 備　　 考

第36 2図

婆

A　 26．0 底部 ・目線部一部欠損。平底。体部 日録部内 ・外面横 ナデ。体部外南中 砂粒　 雲母　 長 石 85％　 P 228　P L 91

1
B　 4 3．6 は内攣 して立ち上が り，頚部で強く 位以上横位の平行叩 き。下位横位 の 石英 覆土下層

須　 恵　 器 C　 18．4 屈曲する。日録部は外反 し，上下 に ヘラ削 り。内面横ナデ。当て具痕。 灰 オリーブ色

突出させている。 底部ナデ。 普通

第瑚3号土坑（第363e364図）

位置　調査ⅡB区の北部，E3C9区。　　　　　　　療

規模と形状　上端は長径4．08m，短径2．78mの不整楕円形，下端は長径工45m，短径0．88mの不整楕円形で，

深さ0．52mである。

長径方向　N－220－E

覆土　22層からなる。ロームブロック・焼土ブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1　暗赤褐色　　焼土中ブロック・粒子中量，ローム中ブロッ

ク・粒子・焼土中ブロック少者，粘土粒子微

蛋

2　暗赤褐色　　焼土′トブロック・粒子中量，炭化物・粘土粒

子少量，ローム粒子・焼土中ブロック微量

3　暗赤褐色　　焼土中ブロック・粒子中量，ローム粒子少量，

ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒

子微量

4　暗赤褐色　　焼土中ブロック・粒子中量，ローム小ブロッ

ク少量，ローム粒子・炭化粒子微量

5極暗褐色　冒：孟琵孟諸中ブロック欄士小プロソ　連
6　暗赤褐色　　焼土′トブロック・粒子中鼠　粘土粒子少還，

炭化粒子微量

7　暗赤褐色　　焼土中ブロック・粒子中量，ローム粒子・焼
土中ブロック・炭化粒子微量

8　暗赤褐色　　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック

少量，焼土中ブロック・炭化物微量

9　暗褐色　　ローム粒子中違，ローム中ブロック・焼土中

ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム
小ブロック微量

10　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

11暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

12　暗褐色　　ローム中ブロック・粒子少量

13　褐　　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

14　褐　　色　　ローム粒子中量

15　黒褐色　　炭化粒子・粘土粒子少量，焼土中ブロック・

粒子微量

16　暗赤褐色　　焼土′トブロック・粒子中量，粘土粒子少量

17　暗赤褐色　　焼土中ブロック・粒子中量，粘土粒子微量

18　暗赤褐色　　焼土粒子・粘土粒子・砂粒多量

19　暗赤褐色　　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量

20　赤褐色　　焼土粒子少量

21暗赤褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量

22　暗褐色　　粘土粒子・砂粒多量，焼土′トブロック・粒子

中量，炭化粒子少量

3

第363図　第掴3号土坑実測図

0　　　　　　　　2m

！　　　一一十…‥－　1

遺物　土師器片514点，須恵器片486点，土製支脚1点，礫5点が出土している。遺物の多くは，覆土中層から

上層にかけて出土している。第364図1の土師器小形嚢は，覆土下層から出土している。2～9は須恵器であ

る。2の杯は，覆土中から出土している。3の杯は，覆土下層から出土した破片と覆土中から出土した破片が

接合したものである。目線部内面に，煤がタール状に付着しており，灯明皿としての用途が考えられる。4の

高台付杯は，覆土上層から出土している。底部外面に，焼成後の刻書「九」が認められる。5の盤は，覆土中

層と上層から出土した破片が接合したものである。6の蓋，7・8の鉢は，覆土上層から出土している。9の

円面硯は，覆土中から出土している。
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所見　本跡は，遺物の投棄が行われたものと考えられる。時期は，投棄された土器が，9世紀中葉と推定され

ることから，本跡の時期はそれと同時期かそれ以前と推定される。

・タダ‾ツー

甲ソ≡ミ

第364図　第443号土坑出土遺物実測図
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第443号士坑出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第364図

1
小　 形　 婆

土　 師　 器

A ［14 ．6］ 底部からロ縁部にかけての破片。乎 目線部内 ・外面横ナデ。体部外面上 砂粒　 雲母　 長石 50％　 P 357

B　 1 5．3 底。体部は内攣 して立ち上が り，頸 半部ナデ。下半部横位のヘラ削 り。 石英 覆土下層

C ［7．2］ 蔀で強 く屈曲する。目線部は外反 し，

中位に明瞭な稜を持つ。端部は外上

方へつまみ上げ られている。

内面横ナデ。一一部横位のヘラナデ。 橙色

普通

2
杯

須　 恵　 器

A　 13．8 体部一一一一一一部欠損。平底。休部は外傾 し 口縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 雲母　 長石 95％　 P 348　P L 92

B　　 4．5 て立ち上が り，目線部はわずかに外 体部外面下端手持ちへ ラ削 り。底部 黄灰色 覆土中

C　　 7．8 反する。 …一方向のヘ ラ削 り。 普通

3
杯

須　 恵　 器

A　 l l．9 口縁部…W・部欠損。平底。体部は外傾 ロ縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂 粒　 雲母 95％　 P 349　P L 92

B　　 3．8 して立ち上が り，H 縁部 にいたる。 体部下端回転へラ削 り。底部回転へ 灰 黄色 油煙付着

C　　 7．2 ラ削 り。 普通 覆土下層

4
高 台付 杯

A ［16．4］ 高台部から口縁部 にかけての破片。 口縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒　 長石 65％　 P 351

B　　 6．0 体部は外傾 して立 ち上が り，口縁部 底部回転へ ラ削り。高台貼 り付 け， 黄灰色 底部外面刻書 「九」

須　 恵　 器 D　　 8．0

E　 l．2

は外反する。高台 は 「ハ」の字状に

開 く。

ナデ。 普通 覆土上層

5
盤

須　 恵　 器

B （2．7） 高台部から底部にかけての破片。高 底部回転へラ削 りの後，高台貼 り付 砂粒　 雲母　 長石 20％　 P 352

D　 14．2

E　 l．4

台は 「ハ」の字状 に開 く。 け，ナデ。 石英　 ス コリア

灰 オ リーブ色

普通

底部外面刻苦

仙 」字状

覆土上層～覆土中層

6
蓋

A　 16．0 日縁部…一部欠損。天井部は頂部が乎 天井頂部回転へ ラ削 り。外周部 ・［］ 砂粒 80％　 P 354

B　　 3．6 坦で，外周部はなだらかに下降する。 縁部ロクロナデ。ロクロ日は弱い。 灰 オ リーブ色 覆土上層

須　 恵　 器 F　　 2．7

G　 l。2

口緑部は屈曲 し，短 く垂下する。つ

まみは腰高のボタン状。

普通

7
鉢

須　 恵　 器

A　 2 0．0 体部か ら口縁部の破片。丸底。体部 口縁部 ，体部，底部内 ・外面ロクロ 砂粒　 雲母 40％　 P 355　P L 92

B （10．0） は大 きく内攣 して立ち上が り，目線 ナデ。体部中位以下横位のヘラ削 り 灰色 仏具鉄鉢の模倣

部は内屈 して丸 く収めている。 の後ナデ。 普通 覆土上層

8
鉢

須　 恵　 器

A ［3 5．4］ 底部か ら口縁部にかけての破片。乎 口縁部 内 ・外面 ロクロナデ。体部外 砂粒　 雲母　 長石 50％　 P 356

B　 19．5 底。体部は内攣気味 に立ち上が り，頸 面中位以上格子叩き，下位横位のへ 小石 覆土上層

C　 16．8 部で強 く屈曲 して目線部にいたる。 ラ削 り。内面 ナデ。一一一一一部横位のヘラ 黄灰色

口縁部はつ まみ上げられ，棒状工具

による凹線を巡らす。

ナデ。底部ナデ。 普通

9
円　 面　 硯

須　 恵　 器

A ［15．0］ 脚部か ら外堤にかけての破片。外堤 脚部横 ナデ。透か し孔へラ削 り。 砂粒　 雲母 25％　 P 358　P L 91

B　　 7．9

C ［2 2．0］

は断面が四角形。脚部は内攣気味 に

立ち上がる。

灰色

普通

覆土中

第602号土坑（第365・366図）

位置　調査Ⅲ区の南部，E7e8区。

重複関係本跡が，第203号住居跡を掘り込んでいることから，⑥

本跡が新しい。

規模と形状　平面形は径1。35mのほぼ円形で，深さ35cmである。

底面は平坦で，壁面は緩やかに外傾して立ち上がる。

軍≡∃‾三
0　　　　　　　10cm

L一一一1－－－十一一1－－－－」

第365図　第602号土坑出土遺物実測国

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子微量

覆土　4層からなり，

ブロック状の堆積状

況が見られることか

ら，人為堆積と考え

られる。

－467－
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第366図　第602号土坑実測図

3　黒褐色　　炭化粒子少量，ローム粒子微量
′

4　暗褐色　　ローム′トブロック・粒子微量



遺物　土師器片41点，須恵器片14点が出土している。第365図1の土師器高台付杯が東壁寄りの第2層下部か

ら出土している。

所見　時期は，重複する第203号住居跡の時期と出土土器から，9世紀中葉と推定される。性格については不

明である。

第602号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第365図
高台付杯

土　師　器

A ［16．9］体部から目線部の破片。体部から口 目線部から体部内・外面ロクロナデ。 スコリア　 砂粒 10％　P 728

1 B （5．0）縁部にかけ，内攣気味に立ち上がり， 体部外面下位回転へラ削り。体部か にぷい黄橙色 覆土下層

中位に不明瞭な稜を持つ。 ら底部内面へラ磨き。 普通

第606号土坑（第367・368図）

位置　調査Ⅲ区の南部，E7eO区。

重複関係　本跡が，第202号住居跡と第64号掘立柱建物跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と形状　平面形は長径1．75m，短径0鳶Omの楕円形で，深さ44cmである。底面はやや凹凸で，壁面は緩や

かに外傾して立ち上がる。

長径方向　N－700－W

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積状況が見られることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1　黒褐色　　炭化物・焼土大ブロック多量

2　黒褐色　　炭化物多量，ローム小ブロック少量

3　黒褐色　　炭化物多量，ローム粒子少量

4　褐　　色　　ローム中ブロック中量

5　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック少
量

①　　＼

一一．1‾‾‾‾‾‾1‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾　　　、－＼

与l二二二二二
：●　■　■

6　黒褐色　　炭化粒子多量，炭化粒子・焼土中ブロック少量，焼土中
ブロック・焼土粒子微量

7　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量

8　にぷい赤褐色　焼土中・小ブロック中量，炭化粒子・焼土大ブロック・

焼土粒子少量，ローム粒子微量

二三二圭一一一二二
堅　，　2　3。

二二二／／二
′′

．′

0　　　　　　1m

』二王ニ』

第367図　第606号土坑実測図

遺物　土師器片50点，須恵器片10点，緑粕陶器片1点が出土している。第368図1の土師器高台付杯が西壁寄

りの覆土上層から，2の土師器鉢，3の土師器風字硯，4の緩和陶器稜椀は北壁寄りの覆土上層からそれぞれ

出土している。4の緑粕陶器稜椀は猿投窯産（黒笹90号窯式）と考えられ，後世の撹乱による混入と思われる。

所見　時期は，重複する住居跡の時期と出土土器から，9世紀中葉と推定される。性格については不明である。

第606号土坑出土遺物観察表
図版番可 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第36 8図

1
高 台付 杯

土　 師　 器

A ［14．6］ 高台部から口縁部の破片。高台は長 目線部から体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 50％　 P 729

B　　 5．1 く， 「ハ」の字状に開く。体部から 体部外面下位回転へラ削 り。体部か にぷ い黄橙色 覆土上層

D　　 8．1 口縁部にかけ，内攣気味に立ち上が ら底部内面へラ磨 き。底部回転へラ 普通 （西壁寄り）

E　 l．2 り，外反する。 削 り。高台貼 り付け，ロクロナデ。

内面黒色処理。

2
鉢

土　 師　 器

A ［2 7．0］ 休部から目線部の破片。体部から口 目線部から体部内 ・外面ロクロナデ。 石英　 砂粒 10％　 P 730
B （1 3．2） 縁部にかけて直立する。 内 ・外面輪積 み痕。内面黒色処理。 暗灰黄色

普通

覆土上層

（北東部，北壁寄り）
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第368図　第606号土坑出土遺物実測図

10cm
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図版番口 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第368図

風　 字　硯

縦 （12．2）硯両部の破片。硯首にかけ縁帯が巡 硯面部内・外面ナデ。緑休部内面か 雲母　 砂粒 40％　 P 731 PL92

3
横 （10．6） り，中央に内堤を設ける。 ら内堤にかけへラ磨き。内・外面黒 にぷい黄橙色 海部から陸部中央に

土　師　器 高さ（2．8） 色処理 普通 使用痕。

覆土上層（北壁寄り）

4
稜　　 椀

緑粕陶器

B （2．9）高台部から休部の破片。高台は三角 体部内・外面ロクロナデ，内面から 砂粒 30％　 P 732　PL92

D　　 8．0 形で短く，「ハ」の字状に開く。体 底部内面へラ磨き。底部回転へラ削 にぷい黄橙色 覆土上層

E　　 O．6 部から口綾部にかけ，内攣気味に立 り。高台貼り付け，ロクロナデ。内 寒由　オリーブ灰色 （北壁寄り）

ち上がる。外面中位に明瞭な稜を持

ち，内面中位に沈線を巡らす。

外面施袖，刷毛塗り。 良好 猿投無産

（黒笹90号窯式）

第615号土坑（第369図）

位置　調査Ⅲ区の西部，E7d5区。

規模と形状　平面形は長径1．18m，短径1．08mの円形で，深さ23cmである。底面は平坦で，壁面は外傾して立

ち上がる。

覆土　2層からなり，ブロック状の堆積状況が見られることから，人為堆積と考えられる。
土居解説

1　暗褐色　　ローム粒子微彙

2　暗褐色　　ローム中・小ブロック少量

遺物　土師器片17点，須恵器片5点，瓦1点（乎瓦）が出土している。第369図1の平瓦は中央部の第1層下

部から出土している。

所見　時期は，出土土器から，9世紀と推定される。性格については不明である。

－469－



三二
血

旦25．2m

一＼ミ二王Z㌢‾

0　　　　　　1m

！：！

第369図　第615号土坑・出土遺物実測図

第615号土坑出土遺物観察表

工±＿
I

O lOcm

i　　　　；　　　！

図版番口器　種
計　　測　　値

器形・手法の特徴 備考（台帳番号，出土位置，色調など）
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第369図
平　　瓦（10．9） 7．0 2．4 148．6

凸面格子叩き。 TlO8　PL113

1 凹面布目痕。 にぷい褐色

第623号土坑（第370図）

位置　調査Ⅲ区の中央部，D8jl区。

重複関係　本跡が，第212号住居跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と形状　平面形は長径4．60m，短径4．08mの不定形で，深さ18～22cmである。底面は凹凸で，壁面は外傾

して立ち上がる。西部を中心に焼土と骨粉まじりの灰が多量に確認されている。

長径方向　N－510－W

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況が見られることから，人為堆積と考えられる。
土居解説

1　褐　　色　　ローム中ブロック・粘土粒子中量

2　褐　　色　　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少還

3　褐　　色　　ローム粒子・炭化粒子微去

4　暗褐色　　灰多違，焼土中ブロック中量

5　明赤褐色　　焼土大ブロック多蛋

遺物　土師器片110点，須恵器片21点，灰粕陶器片6点，

土製品1点（支脚），金属製品1点（手鎌），骨粉が出土

している。第371図1の土師器杯は西壁寄りの覆土上層か

ら，2の土師器杯は北壁寄りの，3の土師器杯は東壁寄り

の，4の灰粕陶器椀と5の手鎌は西壁寄りの覆土下層から

それぞれ出土している。出土している灰粕陶器は椀1点，

皿2点，長頚瓶3点で，すべて猿投無産（黒笹14・90号窯

式）のものと考えられる。

所見　時期は，重複する住居跡の時期と出土土器から，10

世紀前葉と推定される。第212号住居跡との時期差は少なく，

0　　　　　1m

L＝二二＝土＝∃

第370図　第623号土坑実測図

底面で直接火を燃やしていないことから，住居

埋没後に掘り込み焼土や灰を投棄したと考えられる。骨粉についての詳細は不明である。
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第371図　第623号土坑出土遺物実測図

第623号土坑出土遺物観察表

こ‾云・二：

⊂手
［。5　5。m
！　　」　　」

図版番ロ器　種計測値（α） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第371図

杯

A［13．2］底部から口緑部の破片。平底。休部口綾部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒 20％　P733

1
B　　4．0から口綾部にかけ，内攣気味に立ち体部外面下位回転へラ削り。体部かにぷい橙色 覆土上層

土　師　器C［6．4］上がり，わずかに外反する。 ら底部内面へラ磨き。底部回転へラ

削り。内面黒色処理。

普通 （西壁寄り）

2
杯

A［12．8］底部から口縁部の破片。平底。休部口緑部から体部内・外面ロタロナデ。砂粒 20％　P734

B　　4．1からロ綾部にかけ，内攣気味に立ち休部外面下位回転へラ削り。休部かにぷい橙色 覆土下層

土　師　器C［5．6］上がり，わずかに外反する。 ら底部内面へラ磨き。底部回転へラ

削り。内面黒色処理。

普通 （北壁寄り）

3
j不

須　恵　器

A［12．8］底部から口緑部の破片。平底。休部口緑部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒　スコリア 20％　P735

B　　3．8からロ綾部にかけ，内攣気味に立ち体部外面下位回転へラ削り。底部回にぷい橙色 覆土下層

C［6．2］上がり，外反する。 転へラ切り。 普通 （東壁寄り）

4
椀

灰粕陶器

A【15．2］体部からロ緑部の破片。体部から口口緑部から体部内・外面ロクロナデ，砂粒 10％　P621

B（3．2）縁部にかけ，内攣気味に立ち上がり，内外面施粕，刷毛塗り。 灰色 覆土下層

外反する。 粕　灰オリーブ色

良好

（西壁寄り）

猿投窯産

（黒笹90号窯式）

図版番口器　種

計　　測　　値
器形・手法の特徴 備考（台帳番号．出土位置，色調など）

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第371図5手　　鎌（4．3）（2．6） 0．2 （4．98）覆土下層（西壁寄り） M97　PLlO4　鋒先部

第631号土坑（第372図）

位置　調査Ⅲ区の中央部，D7j7区。

重複関係　本跡が，第214号住居跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と形状　平面形は長径1．20m，短径1．03mの楕円形で，深さ84cmである。底面は皿状で，壁面は外傾して

立ち上がる。

長径方向　N－80－E

覆土　7層からなり，ブロック状の堆積状況が見られることから，人為堆積と考えられる。
土居解説

1　にぷい褐色　　ローム中ブロック中量

2　褐　　色　　ローム小ブロック少呈

3　褐　　色　　ローム中ブロック少量

4　暗褐色　　ローム小ブロック中量
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5　暗褐色　　ローム小ブロック少量

6　明褐色　　ローム中ブロック少量

7　暗褐色　　ローム中ブロック少量
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第372図　第631号土坑・出土遺物実測図

遺物　土師器片51点，須恵器片18点，灰粕陶器片1点が出土している。第372図1の土師器高台付杯は覆土中

から，2の灰粕陶器小瓶は覆土下層からそれぞれ出土している。2の灰粕陶器小瓶は猿投棄産（黒笹90号窯式）

と考えられる。

所見　時期は，重複する住居跡の時期と出土土器から，10世紀前葉と推定される。第214号住居跡との時期差

は少ないと考えられる。性格については不明である。

第631号土坑出土遺物観察表

図版 番 口 器　 種 計測値（m ） 詩　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 3 72図

高 台付 杯

A ［14．4］ 高台部からロ縁部の破片。高台は長 ロ縁部から体部内 ・外面ロクロナデ。 長石　 石英　 雲 母 40％　 P 737

1
B　　 5．3 く， 「ハ」の字状に開 く。休部から 休部から底部内面へラ磨き。底部回 砂 粒 覆土中

土　 師　 器 D ［8．6］ 口綾部にかけ，内攣気味に立ち上が 転へラ削 り。高台貼 り付け，ロクロ にぷい橙色

E　 l．4 り，外反する。 ナデ。内面黒色処理。 普 通

2
小　　 瓶

B （11．0） 底部から体部の破片。平底。休部か 口縁部から体部内 ・外面ロタロナデ。 スコ リア　 砂粒 30％　 P 738　P L 92

C　　 5．1 ら口綾部にかけ，内攣気味 に立ち上 底部回転糸切 り。体部外面一部施粕， 灰 白色 覆土下層

灰 軸 陶 器 が り，上位に最大径 を有す る。口緑 刷毛塗 り。 粕　 オリーブ灰色 猿投窯産

部は直立した後，徐 々に外反する。 良好 （黒笹90号窯式）

第633号土坑（第373図）

位置　調査Ⅲ区の西部，E7C7区。

重複関係　本跡が，第224号住居跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と形状　平面形は長径1．68m，短径1．22mの楕円形で，深さ46cmである。底面は皿状で，壁面は外傾して

立ち上がる。

長径方向　N－590－W

覆土　2層からなり，ブロック状の堆積状況が見られることから，人為堆積と考えられる。
土居解説

1暗褐色　焼土中ブロック・壌土粒子・灰少量　　　　　　　　　　　　2　明褐色　　ローム中ブロック中呈

遺物　土師器片21点，須恵器片25点，緑粕陶器片1点，土製品1点（紡錘車）が出土している。第373図1の

緑粕陶器稜椀と2の紡錘車は覆土中からそれぞれ出土している。1の緑粕陶器稜椀は猿投窯産（黒笹90号窯式）

と考えられる。

所見　時期は，重複する住居跡の時期と出土土器から，9世紀後葉と推定される。性格については不明である。

－472－



j、二：・

第373図　第633号土坑・出土遺物実測図

第633号土坑出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第3 7 3図

稜　　 椀

A ［1 4．4］ 休部か ら口緑部の破片。休部から口 口縁部か ら体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 5％　 P 739　PL 92

1
B （ 3．3） 縁部にかけ，内哲気味に立ち上が り， 内外面施粕，刷毛塗 り。 灰 白色 覆土中

緑 粕 陶 器 外反する。下位に明瞭な稜 を持つ。 粕　 オリー ブ黄色

良好

猿投窯産

（黒笹90号窯式）

図版番 口 種　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考
径 （cm ） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量（g ）

第373図 2 土製紡錘車 4．9 2．0 0．8 25．3 覆土中 D P l O8　 P L 9 8　 上面刻書 ・判読 不能

第635号土坑（第374図）

位置　調査Ⅲ区の北部，D7gO区。

重複関係　第80号掘立柱建物跡と重複しているが，切り合いがな

いことから，新旧関係は不明である。

規模と形状　平面形は長軸2．47m，短軸1．54mの楕円形で，深さ

65cmである。底面は平坦で，壁面は外傾して立ち上がる。南東コー

ナー部に焼土塊が確認されている。

長径方向　N－30－W

覆土　6層からなり，焼土を含む堆積状況から，人為堆積と考え

られる。

土居解説

1　暗赤褐色

2　暗赤褐色

3　暗赤褐色

4　暗赤褐色

5　暗褐色

6　暗褐色

炭化粒子・焼土粒子微量

焼土粒子少量，炭化粒子・焼土小ブロック微鼠

焼土粒子少量，炭化粒子微量

炭化粒子少量，焼土粒子微壷
焼土粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片159点，須恵器片69点が出土している。遣物は，

南部に集中して出土している。第375図1の土師器杯は覆土中か

暫。，m
！：！

第374図　第635号土坑実測図

ら，2の土師器羽釜は南西コーナー部の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から，9郎己後葉と推定される。性格については不明な点が多いが，土器や焼土を投

棄するために使用されたと考えられる。
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第375図　第635号土坑出土遺物実測図

第635号土坑出土遺物観察表

守
毎、t ．／

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　1　　1

図版番口 券　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第375図

杯

土　師　器

B （2．9）底部から体部の破片。休部は内攣気 体部内・外面ログロナデ。体部から 雲母　砂粒 10％　P740　PL92

1
C ［10．の味に立ち上がる．。 底部内面へラ磨き。内面黒色処理。 にぷい橙色

普通

休部外面墨書・

判読不能

覆土中

2
羽　　 釜

土　師　器

B （9．0）体部の破片。体部は内攣気味に立ち 体部内・外面ロクロナデ，内面輪積 石英　雲母　砂粒 5％　P741

上がり，上位で板状の鍔が外方に延 み痕。鍔貼り付け。 橙色 覆土中層

びる。 普通 （南西コーナー部）

第720号土坑（第376・377図）

位置　調査Ⅴ区の西部，F9C8区。

規模と形状　平面形は円形，断面形は上端がややラッパ状に開く揺鉢状で，底面に一段の掘り込みを持つ。底

面は平坦である。規模は上面径4．08～4，42m，底面径2．20m，深さ2．40mである。底面の掘り込みは径1．18m

の円形で，深さは59cmである。下部の掘り込みは白色粘土層に至っている。

覆土12層からなる。土器片が多量に出土し，ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土居解説

1　暗褐色　　炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子微量

3　暗褐色　　ローム′トブロック・粒了・微量

4　暗褐色　　炭化粒子微量

5　暗褐色　　ローム小ブロック少量

6　暗褐色　　ローム粒子少呈，ローム中・小ブロック微呈

7　暗褐色　　ローム粒子中遠，ローム小ブロック少量

8　暗褐色　　ローム粒子少量

9　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

10　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子微還

11暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロ

ック微量

12　暗褐色　　ローム中ブロック微量

遺物　土師器片192点，須恵器片156点，灰粕陶器片2点，礫4点が出土している。遺物の多くは，覆土中層か

ら上層にかけて出土している。また，覆土中層から上層にかけて出土した破片が接合したものが2点確認され

ていることから，埋め戻しの過程で遺物の投棄が行われたようである。第377図1の土師器高台付杯は，覆土

上層から出土している。2の須恵器杯と3の須恵器蓋は，覆土中層から出土している。7の須恵器嚢と8の須

恵器鉢は，覆土中層から出土している。5・6の灰軸陶器椀は，覆土中層から上層にかけて出土した破片が接

合したものである。二川窯産と考えられる。

所見　本跡の性格については不明であるが，当遺跡の南西部（調査ⅢB区）に位置する第417号土坑と，規模

も形状も酷似している。投棄された土器の時期は，8世紀後葉から9世紀後葉の間であると推定され，本跡の

時期はそれと同時期か，それ以前と考えられる。
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第376回　第720号土坑実測図

第720号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　2m

ヒ二二二二±二一二二」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第377図

高台付杯

A　 ll．2 休部・目線酢ワ一部欠損三、体部は下位 目線部，体部内・外面ロクロナデ。 砂粒　 雲母　 長石 70％　P339

1
B　　 5．4 に稜を有し，外傾して立ち上がり， 内面丁寧なヘラ磨き。高台貼り付け 石英　 スコリア 覆土上層

土　師　器 D　　 6．4

E　 l．3

口縁部はわずかに外反する。高台は

「ハ」の字状に開く。

後，ナデ。内面黒色処理。 にぷい黄橙色

普通

2
士不

須　恵　器

A　 14．6 目線部一部欠損。平底。体部は外反 目線部，体部内・外面ロクロナデ。 砂粒　 雲母　 長石 90％　P337　PL93

B　　 4．4 気味に外傾して立ち上がり，口縁部 体部外商下端手持ちへラ削り。底部 灰黄色 覆土中層

C　　 9．0 は丸く収めている。 外面回転へラ削り。 普通
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10cm

第377回　第720号土坑出土遺物実測図

」＿＿＿⊥－I

0　　　　　　　　　10cm

！　　；　　！

図版番口器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第377図
蓋

須　恵　器

A　17．3つまみ欠損。天井部は丸く，外周部天井頂部回転へラ削り。外周部・口砂粒　長石 90％　P341PL92

3 B（2．0）はなだらかに下降する。口緑部はわ

ずかに屈曲する。

縁部ロクロナデ。ロクロ目は弱い。黄灰色

普通

覆土中層

4
鉢

須　恵　器

B（11．2）底部から体部にかけての破片。平底。休部外面格子叩き。下位横位のヘラ砂粒　雲母　長石30％　P342

C　16．9体部は外傾して立ち上がる。 削り。内面横ナデ。一部縦位のヘラ

ナデ。輪積み痕。底部ナデ。

石英

にぷい黄橙色　普通

覆土中層

5
椀

A　15．2体部・口綾部一部欠損。体部は外傾高台貼り付け後，ロクロナデ。 砂粒 80％　P344

B　　4．6して立ち上がり，口縁部は外反する。 灰白色 覆土上層、

灰粕陶器D　　7．4

E　l，1

高台は角状で，「ハ」の字状に開く。 良好 覆土中層

二川窯産

6
椀

A　15．0高台部から口綾部にかけての破片。高台貼り付け後，ロクロナデ。粕は砂粒 45％　P345　PL93

B　　4．5平底。休部は内攣して立ち上がり，浸け掛けか。 灰黄色 覆土上層、

灰粕陶器D　　7．3口緑部は外反する。高台は角状で， 寒由　灰オリーブ 覆土中層

E　l．1 「ハ」の字状に開く。 良好 二川窯産

図版番ロ器　種部　分 器　形・手　法　の　特　徴 備考（台帳番号，出土位置，色調など）

7
璽

須　恵　器

頚　　部口縁端部は上下に突出させている。口緑部，頸部内・外面ロクロナデ。頭部外TP42

口　緑　部

面に四条の櫛歯による波状文が施されている。内面ナデ。 覆土中層

黄灰色
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図版番号 器　 種 部　 分 器　 形　　　 手　 法　 の　 特　 徴 備考（台帳番号，出土位置，色調など）

8
鉢

須　 恵　器

体　　 部 日縁部で屈曲する。端部は上下に突出させている。日縁部内・外面ロクロナ T P 43

口　縁　部

デ。体部外面横位の平行叩き。内面ナデ。 覆土中層

黄灰色

第鋼0◎652◎653◎656～658◎670◎681号土坑（第378図）

これらの土坑は調査Ⅲ区の西部と中央部に位置し、他の遺構との切り合いから、時期を奈良・平安時代と判

断した土坑である。性格については不明な点が多い。ここでは、土層解説のみ記述する。また、それぞれの土

坑の位置や規模については一覧表（表10）に記述し、第378図に掲載した。

旦
‾へ＼－ノ「

l二／l＼、＿＿＿＿ノー

SK640・653・656

ふ

SK652t657・658・670・681

第378図　第640◎652e653◎656～658◎670◎681号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一ー一一一一一一十一一一一一－」

第640号土坑土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第653号土坑土層解説

1暗褐色　　ロームノj、ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　1暗褐色　　ローム小ブロック微量

2　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子少鼠　ローム中ブロック微量　　　　　2　褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　暗褐色　　ローム粒子・焼士粒子微量
第681号土坑土層解説

第652号土坑土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1暗褐色　　焼士粒子微量

1　暗褐色　　焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子微量

3　暗褐色　　ローム小ブロック・焼士粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量

3　褐　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　暗褐色　　焼土粒子微量

（4）柱穴列・柱穴群

今回の調査では，柱穴列が4条，柱穴群が5か所確認された。柱穴列は，調査Ⅳ区の中央部に3条，調査V

区の西部に1条が位置する。いずれも柱の抜き取り痕が確認されており，遺構の配列から，柵列の可能性が高

い。特に，調査Ⅳ区の柱穴列は，隣接する掘立柱建物跡や竪穴住居跡と並列して構築されており，これらの掘

立柱建物跡や竪穴住居跡との関連性が強いと推定される。また，柱穴群は，調査Ⅲ区の中央部に3か所，調査

V区の中に2か所が位置する。その中で，隣接する遺構との関連性が高いと考えられるものは第3・4号柱穴

群である。その他の柱穴群の時期は特定できなかった。また，いずれの遺構も柱穴の配列に規則性は認められ

なかった。ここでは，奈良・平安時代の柱穴列と柱穴群と考えられるものについて，その特徴を記載する。
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第379図　第1◎3号柱穴列実測図
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第1号柱穴列（第379図）

位置　調査Ⅳ区の南部，H9al区。

規模　直線上に，3か所の柱穴（PトP3）が確認された。PトP3ほ径0．66～0．71mの円形で，断面形は二

段掘り状，逆台形状またはU字状である。深さは38～46cmである。柱間の寸法は，1．48～工58mである。柱の

抜き取り痕はすべての柱穴で確認された。

方向　N－40－E

覆土　第1層が柱の抜き取り痕で，他の層は埋土である。
土層解説

1　暗褐色　　ローム小ブロック中壷

2　明褐色　　ローム中ブロック多量

遺物　出土していない。

所見　柱間寸法に規則性が認められ，深さもほぼ一定である。また，方向は，本跡の1m西側に隣接する第3

号柱穴列と同じであり，その西側に位置する第50号掘立柱建物跡とほぼ並行していることから，一連の施設と

して機能していた可能性が高いと考えられる。時期は，9世紀と推定される。

第2号柱穴列（第380図）

位置　調査Ⅳ区の中央部，G8g7区。

規模　直線上に，4か所の柱穴（Pl～P4）が確認された。Pl～P4は径0。76～1．16mの円形で，断面形は逆

台形状またはU字状である。深さは13～44cmである。柱間の寸法は，1．50～2。00mである。柱の抜き取り痕は
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第380図　第2号柱穴列実測図

P2を除いて確認された。

方向　N　7　　W

覆土　第1層が柱の抜き取り痕で，他の層は埋土である。

土層解説

1　暗褐色　　ローム大ブロック少量

2　褐　　色　　ローム中ブロック中量

0

＼
－
〆

2m

虹　　＿　止＝二二二』

3　暗褐色　　ローム小ブロック少量

遺物　出土していない。

所見　柱間寸法と深さは不規則である。本跡と第57号掘立柱建物跡が，第168A弓68B号住居跡を取り囲むよ

うに，位置していることから，第168A・168B号住居跡または第57号掘立柱建物跡のいずれかと関連性が高い

と考えられる。時期は，9世紀前葉から中葉と推定される。

第3号柱穴列（第379図）

位置　調査Ⅳ区の南部，H9al区。

規模　直線上に，3か所の柱穴（Pl～P3）が確認された。PトP3は長径0．43～0・46m，短径0・30～0・36m

の楕円形で，断面形はU字状である。深さは23～32cmである。柱間の寸法は，1・45－1・68mである。柱の抜き

取り痕はすべての柱穴で確認された。
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方向　N－40－E

覆土　第1層が柱の抜き取り痕で，他の層は埋土である。
土居解説

1　暗褐色　　ローム小ブロック中量

2　明褐色　　ローム中ブロック多量

遺物　出土していない。

所見　柱間寸法にほぼ規則性が認められ，深さもほぼ一定である○また，方向は，本跡の1m東側に隣接する

第1号柱穴列と同じであり，その西側に位置する第50号掘立柱建物跡とほぼ並行していることから，一連の施

設として機能していた可能性が高いと考えられる。時期は，9世紀と推定される。

第4号柱穴列（第381・382図）

位置　調査Ⅴ区の西部，G9d4区。

重複　第58号掘立柱建物跡と重複している。切り合いはないが，配置から推測した，隣接する掘立柱建物跡と

の関連性から，本跡の方が第58号掘立柱建物跡より古い遺構である可能性が高い。

⑥　　七9d4

A24．。m

3

第381図　第4号柱穴列実測図
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規模　直線上に，3か所の柱穴（P卜P3）が確認された。PトP3は径0．36～0．40mの円形で，断面形は逆

台形状またはU字状である0深さは32～40cmである0柱間は，径2・02m～2．10mである。柱の抜き取り痕はす

べての柱穴で確認された。

方向　N－810－W

覆土　土層断面図中，第1層が抜き取り痕である。
土居解説

1暗褐色　　ローム中▼小ブロック微量

2　暗褐色　　ローム小ブロック・炭化粒子少量

3　暗褐色　　ローム′トブロック・炭化粒子徴違

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　遺物　第382図1の土師器杯1点が，P2の抜き取り痕から出土している。

第382図　第4号柱穴列　　　　所見　柱間寸法に規則性が認められ，深さも一定である。列の方向は，

出土遺物実測図　　　本跡の北側に位置する第179・183号住居跡と並行しているが，これらの
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住居跡と関連があるかどうかは不明である。時期は，出土土器から，9世紀前葉と推定される。

第4号柱穴列跡出土遺物観察表

図版番一口 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第38 2図
杯

土　 師　 器

B （3．9） 底部から体部にかけての破片。平底。 体部内 ・外面 ロクロナデ。内面へラ 砂粒 50％　 P 346

1 C　　 7．2 体部は内攣 して立 ち上がる。 磨き。体部外面下端手持ちへラ削 り。

底部糸切 り離 し。内面異色処理。

橙色

普通

P 2中

第3号柱穴群（第383図）

位置　調査V区の中央部，G9a5区。

規模　第179号竪穴住居跡を囲むように，9か所の柱穴（Pl～P9）が確認された。Pl・P2・P5・P9は，

長軸32～52cm，短軸30～54cmの不整円形，P3・P4・P6～P8は，径0．34～0．40mの円形である。断面形は逆

台形状またはU字状で，深さは6～40cmである。柱の抜き取り痕は確認できなかった。

覆土　土層断面図中，第1層が抜き取り痕で，第2～6層は埋土である。
土層解説

1　暗褐色　　ローム中ブロック少量

2　褐　　色　　ローム大ブロック多量

3　暗褐色　　ローム中ブロック・粘土中ブロック中量

4　暗褐色　　ローム中・小ブロック少量

5　褐　　色　　ローム中ブロック中量

6　暗褐色　　ローム中ブロック多量

遺物　土師器片7点，須恵器片3点が出土している。いずれも細片のため図示できなかった。

所見　第179号住居跡を囲むように柱穴が位置していることと，出土した土器の時期が，

／ll（〈－1－11一一一■
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第383図　第3号柱穴群実測図
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とほほ一致することから，本跡が，第179号住居跡に関連している遺構である可能性が高い。時期は，第179号

住居跡との関連及び出土土器から，8世紀後葉と推定される。

第384図　第4号柱穴群実測図

－482－

旦

呼
2

H

「踪㌻
F

▽
D

三テ‾

頂三㌢

三二千一三一

E
5

海野
2

0　　　　　　　2m

ヒ二＿　－…一一一一一一L二二二」



位置　調査Ⅴ区の中央部，G9a8区。

規模　第177号竪穴住居跡を囲むように，7か所の柱穴（Pl～P7）が確認された。Pl～P4・P6・P7は径

0．62mの円形，P5は長軸0．62m，短軸0．38mの不整楕円形である。断面形は蓮台形状またはU字状で，深さ

は16～46cmである。抜き取り痕はP7で認められた。

覆土　土層断面図中，第1層が抜き取り痕で，第2～5層は埋土である。
土層解説

1暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子微墨

2　褐　　色　　ローム粒子少最

3　暗褐色　　炭化粒子微量

4　褐　　色　　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

5　黒褐色　　炭化粒子少量

遺物　遺物は出土していない。

所見　本跡の柱穴は，第177号竪穴住居跡を囲むように位置している。これは，第179号住居跡の周りに位置す

る柱穴群3の例と酷似していることから，柱穴群3同様，住居跡に関連している遺構と考えられる。時期は，

第177号住居跡との関連から，8世紀中葉と推定される。

（5）遺構外出土遺物

直二′‾

／

ソ

し　．

第385図　遺構外出土遺物実測図（奈良・平安時代）（1）

遺構外出土遺物観察表（奈良・平安時代）

撃持。
10cm

！　　　；　　　！

図版番口器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第385図

1
坤こ

土　師　器

B（2．7）口綾部の破片。口縁部はわずかに外ロ綾部から体部内・外面ロクロナデ。雲母　砂粒 5％　P743　PL93

反する。 内面黒色処理。 にぷい黄橙色

普通

口縁部外面墨書・

判読不能

SD24覆土中

2
杯

土　師　器

B（2．9）体部の破片。 体部内・外面ロクロナデ。休部内面石英　砂粒 5％　P744　PL93

ヘラ磨き。内面黒色処理。 橙色

普通

体部外面墨書「下」

SD25覆土中

ー483一



＿二二：－㍉
暖透琵二二二二昭診　臓

第38医　道構外出土遺物実測図（奈良◎平安時代）（2）
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臣一一一一一一一　一一一一一芸一一一　一　一一…ふみ－ん一一一i

図版香車 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎士・色調・焼成 備　　 考

第385図

杯

A ［13誹］体部から口縁部の破片。休部からロ 目線部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒 5％　P745　PL93

3
B （4．5）縁部にかけ，内攣気味に立ち上がり，体部内商から底部内面にかけへラ磨 にぷい黄橙色 休部外面墨書

士　帥　器 外反する。 き。内面黒色処理。 普通 「太」

Ⅲ区表土

4
杯

A ［17．2〕体部から目線部の破片。体部から口 目線部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒 5％　P360　PL93

B （3．1）綾部にかけ，内攣気味に立ち上がり，内面窯色処理。 極色 休部外面墨書・

土　師　器 わずかに外反する。 普通 判読不能

Ⅴ区表土

10％　P746　PL93

5
高台付杯

A ［15．6］体部から目線部の破片。体部から口体部内・外面ロクロナデ。体部外面雲母　砂粒

B （4．3）綾部にかけ，内攣気味に立ち上がり，下位へラ削り，内面へラ磨き。内面 橙色 口緑卦体部外面墨書

土　師　器 外反する。中位に明瞭な稜を持つ。 黒色処理。 普通 「宍」か「定」

表土

5％　P747　PL93

6

A ［15．1］体部から日経部の破片。体部から日 日録部から体部内・外面ロクロナデ。雲母　砂粒

高台付血B （1．4）縁部にかけ，内攣気味に開く。 目線部から体部内面へラ磨き。内面 にぷい橙色 口緑部から休部外面

土　師　器 黒色処理。 普通 墨書・判読不能

表土

7
高台付皿

A ［14．3］体部から目線部の破片。体部から口 目線部から体部内・外面ロクロナデ。石英　雲母　砂粒 10％　P748

B （1．7）縁部にかけ，内攣気味に開き，わず 体部内面から底部内面にかけへラ磨 スコリア 口縁部から体部外面

土　師　器 かに外反する。 き。内面黒色処埋。 灰黄褐色

普通

墨卦判読不能

表土

8
耳　　 皿

土　師　器

A （－6．9）高台部と目線部の一部欠損。高台は 目線部から体部内・外面ロクロナデ。スコリア　砂粒 80％　P750　PL93

B （3．0） 「ハ」の字状に開く。体部から日録 体部から底部内面へラ磨き。底部回橙色 表土

E （1．0）部にかけ，内攣気味に開く。目線は

2側面で内側に丸く，折り曲げられ

ている。

転へラ削り。高台貼り付け，ロクロ

ナデ。内面黒色処理。

普通

9
高台付皿

須　恵　器

A ［14．の高台部から日録部の破片。高台は 目線部から体部内・外面ロクロナデ。雲母　砂粒 10％　P749

B　　3．3

D　　7．8

「ハ」の字状に開く。休部から口縁

部にかけ，内攣気味に開き，わずか

底部回転へラ削り。高台貼り付け，

ロクロナデ。

灰黄色

普通

目線部から休部外面

墨書・判読不能

E　 l．0 に外反する。 表土

10
椀

B （2．0）高台部から体部の破片。高台は三角 体部内・外面ロクロナデ。底部回転 砂粒 10％　P751

D ［7．3］形で短く，「ハ」の字状に開く。体 ヘラ削り。高台貼り付け，ロクロナ灰白色 表土

灰粕陶器E　　O．7 部は内攣気味に立ち上がる。 デ。体部内・外面，底部内面施粕， 粕　オリーブ黄色 猿投窯産

刷毛塗り。 良好 （窯笹9膵窯式）

－484－



図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考
径 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第386図11 管状土錘 3．2 6．3 0．8 48．0 ⅢB 区表採 D P 8　PL 98

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第386図12 不明鉄製品 （4 ．2） （2．2） 0．3 （9．0） Ⅲ区表採 M 98　P L lO 9

13 紡　 錘　 車 3 ．3 3．6 0．3 8．0 ⅢB 区表採 M 99　P L lO 9　孔 径1．2cm

14 不明鉄製品 （9 ．0） （0．8） 0．7 （20．0） Ⅲ区表採 M lOO　P L lO8

15 鉄　　 鉱 （10．5） （3．8） （0．5） （22．0） Ⅲ区表採 M lO2　P L lO6

16 鋸 （8．7） （2．1） 0．2 （8．0） ⅢB 区表採 M lO I　P L l O4

4　その他の遺構と遺物

（1）掘立柱建物跡

今回の調査では，時期不明の掘立柱建物跡1棟を確認した。以下に，特徴や出土遺物について記載する。

第74号掘立柱建物跡（第387図）

位置　調査Ⅴ区の東部，G9aO区。

重複関係　P6が第583号土坑に掘り込まれている。

規模　桁行2間（平均5．10m），梁行2間（平均3。32m），柱間寸法は桁行2．42～2．64m，梁行1．40～工62m

でタ　面積は16。93m2である。柱穴は8か所（PトP8）で，側柱構造の建物跡である。柱穴の掘り方はタ　平面

形が長径0．72～工04m，短径0．62～0．82mの楕円形である。断面形は深さは16～38cmで，逆台形状を里す。抜

き取り痕はPl・P5・P7で認められ，柱の寸法は径0．14～0．18mである。

柄行方向　N－820－W

覆土　土層断面図中，第1層が抜き取り痕で，第2～4層が掘り方の覆土である。
土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

1　暗褐色　　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量，締まりはない　　　　　3　黒褐色　　炭化粒子微量

2　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子少量，よく締まっている　　　　　　　4　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　遺物は出土しなかった。

所見　柱間寸法に規則性が認められる。遺物は出土しておらず，時期は不明である。隣接する第73・75号掘立

柱建物跡とは桁行方向が一致せず，柱穴の規模等も異なることから，これらの掘立柱建物跡との関連も不明で

ある。

（3）その他の土坑

前述したように，当遺跡から確認された土坑267基のうち，中世以降と考えられる土坑や，時期や性格が不

明な土坑は248基確認されている。ここでは，これらの土坑を，区ごとに掲載する（第388～409図）とともに，

土層を解説した。なお，位置や規模については，一括して一覧表（表10）に記述する。
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《ⅡB区の土坑》

第416号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　極暗褐色

5　褐　　色

6　褐　　色

ローム小ブロック少量

ローム中ブロック少量

ローム中ブロック少量，ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム中ブロック中是

ローム小ブロック中量

第418号土坑

1　赤褐色　　焼士大ブロック多量

2　にぷい赤褐色

第420号土坑

1　褐　　色

2　黒褐色

3　黒褐色

4　暗褐色

5　褐　　色

第421号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　暗褐色
4　褐　　色

第422号土坑

1　黒褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

第423号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

第425号土坑

1　明褐色

2　明褐色

3　明褐色

4　褐　　色

5　明褐色

第427号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

第428号土坑
1　　　　　「l「T　　＿ちl＝l　　　′ナ

1　明1喝　′巴

2　暗褐色
3　暗褐色

第429・431号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

3　明褐色

4　褐　　色

5　明褐色

6　褐　　色

第430号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

3　明褐色

4　明褐色

5　褐　　色

ローム中ブロック中量，焼土粒子少量

ローム粒子中量，ローム小プロ、ノク少量，ローム中ブロッ

ク微量

ローム粒子少量

ローム小ブロック・粒子微量

ローム小ブロック・粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中量

ローム小ブロック中量，ローム粒子微量

ローム中ブロック少量

ローム小ブロック・粒子中量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム大・中ブロック中量

ローム粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

ローム中ブロック中室，ローム粒子少量

ロトム中ブロック多義

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック中量

ローム粒子少量

ローム大ブロック・粒子微量

ローム小ブロック微量

ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

ローム中ブロック多量

ローム中ブロック少量

ローム中ブロック中量

ローム大ブロック多量，ローム中ブロック中量

ローム′トブロック微量

ローム粒子少量

ローム中ブロック少量

ローム中ブロック中量

ローム小ブロック少量

第432号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　暗褐色

4　褐　　色

第434号土坑

1　明褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　にぷい褐色

6　褐　　色

第435号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

3　褐　　色

第436号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　褐　　色

5　褐　　色

6　褐　　色

第437号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

第438号土坑

1　黒褐色

2　褐　　色

3　暗褐色

4　褐　　色

第439号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

第440号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

第441号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　暗褐色

第442号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

第444号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

第445号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

ー488－

ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，焼土粒子少量

ローム粒子中屋，焼h紘子少量

ローム粒子少量

ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中鼠　ローム中ブロック少量

ローム中ブロック・粒子中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム粒子多量

ローム粒子少量

ローム小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒

子少量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，ローム

中ブロック・焼土粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微還

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・粒子少量

ローム小ブロック・粒子中量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

ローム小ブロック・粒子中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭

化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・粒子少量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中呈，

炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量
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第446号土坑

1　黒褐色

2　黒褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

第447号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第448号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

第449号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

第450号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　暗褐色

4　暗褐色

第451号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　褐　　色

第452号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色
3　褐　　色

第453号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第454号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第455号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

ローム′トブロック・粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム中・小ブロック・粒子少量

ローム中ブロック・粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子少呈，焼士粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭

化粒子微量

ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量

ローム′トブロック中還，ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子・

炭化粒子少量

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム粒子多量，

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム粒子中量，

炭化粒子微量

ローム小ブロック

・粒子中量

・粒子中量，ローム中ブロック少量
ローム小ブロック中量

・粒子少量

・粒子多量

ローム中ブロック微量

・粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム中・小ブロック・粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子少量，炭化物微量

ローム粒子少量

第456号土坑

1　暗赤褐色　　焼土粒子中量，ローム′トブロック・ローム粒子・炭化粒

子少量

2　褐　　色

3　褐　　色

第457号土坑

1　褐　　色

第458号土坑

1　暗褐色

第459号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒
子少量

ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

子微量

ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・粒子中量，

炭化粒子少量

ローム′トブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック・炭化

粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼

土粒子微量

第460号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

第461号土坑

1　黒褐色

第462号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　褐　　色

第463号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

3　暗褐色

第464号土坑

1　褐　　色

第465号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　　色

第466号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

第467号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

3　褐　　色

第468号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

第469号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　　色

4　暗褐色
5　褐　　色

第470号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第471号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

第472号土坑

1　褐　　色

第473号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第474号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

3　暗褐色
4　褐　　色

第475号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

－490－

ローム中ブロック少量

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・粒子多量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子微量
ローム小ブロック・粒子中量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック微量

ローム粒子中量

ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子・微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量，

炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子微還

ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・粒子中量

ローム粒子少量，ローム′トブロック・焼土粒子・炭化粒

子微量

ローム小ブロック・粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少蛋

ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム大・中ブロック少量

ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量

ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・粒fヰ量，焼土粒寸と・炭化粒子微量

ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム′トブロ

ック少量，炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム′トブロ
ック少量

ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子微量
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《Ⅲ区の土坑≫

第603号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　　色

4　暗褐色

第604号土坑

1　黒褐色

2　暗褐色

第605号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　褐　　色

5　褐　　色

第607t608号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　　色

4　暗褐色
5　褐　　色

第609号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

第612号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

第613号土坑

1　暗褐色

第釘4号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

第616号土坑

1　暗褐色

第617号土坑

1　暗褐色

ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・焼士粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・焼士粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロ

ック微量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

炭化粒子少量

ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子微量

ローム中・小ブロック・粒子微量

ローム中ブロック微量

ロームノJ、ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量

ローム中・小ブロック・粒子中量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム小ブロック・粒子微量

ローム小ブロック・粒子中量

ローム′J、ブロック・粒子微量

ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

ローム小ブロック・粒子中量

ローム中ブロック・粒子中量

ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子微量，炭化粒子微量
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第618号土坑

1　褐　　色

第620号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

第622号土坑

1　暗褐色

2　黒褐色

3　暗褐色

4　褐　　色

第624号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

第625号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第626号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

第628号土坑

1　褐　　色

2　にぷい黄褐色

3　褐　　色

4　にぷい黄褐色

5　褐　　色

第629号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第630号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　褐　　色

6　褐　　色

第632号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

3　暗褐色

－494－

ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子微量

ローム小ブロック・炭化粒子微量

炭化粒子微量

炭化粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム4、ブロック微量

ローム粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量

ローム4、ブロック少量

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム中ブロック中量

ローム小ブロック微量

ローム粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子中量

炭化粒子中量，ローム中・小ブロック・炭化物微量
ローム粒子少量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・粒子中量

ローム中ブロック微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック微量
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第641号土坑

1　暗赤褐色　　炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　にぷい黄褐色　　砂質粘土粒了ヰ量，焼土粒了少鼠　炭化粒子微量

3　暗褐色　　ローム小ブロック・焼土粒子微量

4　暗褐色　　ローム小ブロック少量，焼士粒子微量

5　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子中量

第643号土坑

1　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子微量

2　褐　　色　　ローム中ブロック少量，ローム粒子微量

第644号土坑

1　暗褐色　　炭化粒子微量

2　黒褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　　ローム粒子微量

第645号土坑

1　暗褐色　　ローム中ブロック・粒子少量

2　暗褐色　　ローム粒子微屋

3　暗褐色　　ローム中ブロック・粒子微量

第646号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

3　褐　　色

第647号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　　色

4　褐　　色

第648号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第649号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　暗褐色

第650号土坑

1　暗褐色

《Ⅳ区の土坑≫

第499号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

第500号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第506号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

3　暗褐色

第508号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

3　暗褐色

ローム粒子微量

ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微量

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微量

ローム粒子少量

ローム粒戸‡1量

ローム中ブロック微量

ローム中・小ブロック中量

ローム粒子中量

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム小ブロック・粒子微量

ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック・炭化

粒子・粘土粒子微量

ローム粒子中鼠　ローム小ブロ

ック少蔓，ローム中ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

ローム′トブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロ

ック微量

ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量

ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量

炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，炭化粒子徴蛋

第651号土坑

1　暗褐色　　ローム中・小ブロック少量

第654号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　褐　　色

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・焼士粒子少

量

ローム中ブロック中量

ローム中ブロック中量

ローム中ブロック多量

ローム中ブロック多量

第672号土坑

1　暗褐色　　炭化粒子微量

2　褐　　色　　ローム粒子少量

第674号土坑

1　暗褐色　　ローム小ブロック微量

2　暗褐色　　炭化粒子微量

3　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第675号土坑

1　暗褐色　　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

2　褐　　色　　ローム粒子多量

第678号土坑

1　暗褐色　　焼土粒子微量

2　暗褐色　　炭化粒子微量

第679号土坑

1　黄褐色

2　黒褐色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　暗褐色

第687号土坑

1　暗褐色

第688号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量，炭化物

少量，焼土粒子微量

ロームノj、ブロック少量

ローム中ブロック少量

ローム中・小ブロック少量

ローム中ブロック中量

ローム小ブロック微量

炭化粒子・焼土粒子微量

ローム粒子少量

3　暗褐色　　炭化粒子微量

4　褐　　色

第509号土坑

1　暗褐色

第510号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

第512号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第513号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第514号土坑

1　暗褐色

第515号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

－498－

ローム大ブロック・粒子中量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック少還

ローム中ブロック多量

ローム′J、ブロック中量

ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量

ローム中・小ブロック・粒子多量

ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量

ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒手少量，ロ

ーム大ブロック・焼土粒子微量

炭化粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロッ

ク・ローム粒子・焼土粒子微量
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第516号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

第517号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

第518・519号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

3　褐　　色

4　暗褐色

第520号土坑

1　暗褐色

第521号土坑

1　暗褐色

第522号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

3　暗褐色

第523号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

第524号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

第525号土坑

1　暗褐色

第526号土坑

1　暗褐色

第527号土坑

1　黒褐色

2　褐　　色

第528号土坑

1　黒褐色

2　黒褐色

3　暗褐色

第529号土坑

1　黒褐色

2　褐　　色

第530号土坑

1　暗褐色

ローム粒子少量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子・焼

土粒子微量

ローム中ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

ローム中・小ブロック・粒子中量，焼土粒子少量，炭化

粒子微量

ローム中・小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子・

焼土粒子微量

ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭

化粒子微量

ローム中・小ブロック・粒子少量，炭化粒子・焼土粒子

微量

ローム粒子・炭化粒子少鼠　焼土粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム中・小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロ

ック・炭化粒子・焼土粒子微量

ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量，ローム中・小ブロック・焼

土粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，ローム

中ブロック・焼土粒子微量

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中呈，炭化粒子・

焼土粒子微量

ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粒子少量，

炭化粒子・焼士粒子微量

ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ローム中・小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，

焼土粒子微量

ローム中・小ブロック中量，ローム粒子少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・焼土中ブロッ

ク中量，焼土粒子微量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量

ローム中・小ブロック・粒子中量

ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム小ブロック中呈，ローム中ブロック・粒子少量，

炭化粒子・焼土粒子微量

第531号土坑

1　黒褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　暗褐色

第532号土坑

1　暗褐色

2　にぷい黄褐色

3　褐　　色

第533号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

第534号土坑

1　褐　　色

2　明褐色

第536号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第537号土坑

1　黒褐色

2　褐　　色

第538号土坑

1　黒褐色

2　黒褐色

3　暗褐色

第539号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第540号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第541号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　暗褐色

第542号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

第543号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　暗褐色

第544号土坑

1　黒褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

－500－

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子少量

ローム大ブロック多量

ローム中ブロック中量

ローム小ブロック微量

ローム中ブロック中量

ローム小ブロック中量

炭化粒子・焼土粒子微量

ローム中・小ブロック・粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子中量

ローム中・小ブロック少量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック・焼土

粒子・炭化粒子微量

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

ローム小ブロック・粒子少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

ローム4、ブロック・粒子少量

ローム粒子少量

ローム小ブロック・粒子中量

炭化粒子少量，ローム粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム中ブロック・粒子中量，ローム小ブロック少量，

ローム太ブロック・焼損立子・炭化粒子微量

ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子・

炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・粒子少量，

焼土粒子微量

ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・粒子少量，
炭化粒子・焼土粒子微量

ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量

ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

ローム中ブロック中量，ローム′トブロック・ローム粒子・

炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼

土粒子微量

炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

ローム中・小ブロック・粒子少量，炭化粒子・焼土粒子

微量

ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼

土粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量

ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・焼土粒子微量
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第545号土坑

1　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第546号土坑

1　褐　　色　　ローム中ブロック多量

2　暗褐色　　ローム小ブロック少量

第547号土坑（Ⅲの土杭）

1　褐　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

第548号土坑

1　暗褐色

第549号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

3　暗褐色

第551号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第552号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

第553号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　褐　　色

6　褐　　色

7　褐　　色

8　褐　　色

9　褐　　色

第554号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

第555号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

第556号土坑

1　暗褐色

2　極暗褐色

第557号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

3　褐　　色

4　暗褐色

第558号土坑

1　褐　　色

2　明褐色

第559号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　明褐色

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粒子少量，
炭化材・炭化粒子・焼土粒子微量

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量
ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・焼土粒

子少量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粒子少量，
炭化粒子・焼土粒子微量

ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・焼土粒子微量

ローム中ブロック・粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子・焼土粒

子微量

ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・炭化粒子・焼

土粒子微量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子微量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子・焼

土粒子微量

ローム小ブロック・粒子中量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック中呈，ローム粒子少量，炭化粒子・焼

土粒子微量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック・粒子中量

ローム小ブロック・粒子少量

ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子・焼土粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量

ローム大ブロック多量

ローム中ブロック多量

ローム粒子微量

ローム小ブロック少量

ローム中・小ブロック・粒子中量，炭化粒子・焼土粒子
微量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粒子少量，
炭化粒子・焼土粒子微量

ローム中・小ブロック・粒子中量，炭化粒子・焼土粒子

微量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒

子微量

ローム中ブロック微量

ローム中ブロック少量

ローム中ブロック微量
ローム中ブロック少量

ローム大ブロック多量

第560号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

第561号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

3　明褐色

第563号土坑

1　黒褐色

2　黒褐色

第564号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色
4　褐　　色

5　褐　　色

第565号土坑

1　暗褐色

2　黒褐色

3　極暗褐色

4　褐　　色

5　黒褐色
6　褐　　色

7　暗褐色

8　暗褐色

9　暗褐色

10　黄褐色

第566号土坑

1　褐　　色

2　黄褐色

3　褐　　色

4　黄褐色
5　褐　　色

第567号土坑

1　極暗褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

第570号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

3　暗褐色

第571号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第573号土坑

1　黒褐色

2　黒褐色

3　黒褐色

第574号土坑

1　褐　　色

第580号土坑

1　褐　　色

－502－

ローム中ブロック多量

ローム小ブロック多量

ローム小ブロック多量

ローム中ブロック多量

ローム大ブロック多量

ローム中・小ブロック・粒子少量，ローム大ブロック・

炭化粒子・焼土粒子微量

ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・粒子少量，

焼土粒子微量

焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子微量

ローム粒子微量

ローム中・小ブロック・粒子少量，焼士粒子微量

ローム小ブロック・粒子少量

ローム中ブロック中量，ローム粒子少量，ローム大ブロ

ック・炭化粒子微量

ローム中ブロック・粒子少量，ローム大ブロック・炭化
粒子微量

ローム粒子少量，ローム大・中ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

ローム粒子少量，ローム大・中ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・粒子少量，
炭化粒子微量

ローム中ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

ローム中ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム中ブロック多量

焼土中ブロック中量，ローム小ブロック少量
ローム中ブロック中量

ローム小ブロック少量

焼土大ブロック多量
ローム中ブロック少量

焼土粒子中量，ローム中ブロック・焼土中ブロック少量

ローム中ブロック少量，焼土中ブロック微量
ローム中ブロック中量，焼土中ブロック中量

ローム中ブロック中量

ローム小ブロック・粒子中量，炭化物・焼土中ブロック

少量

ローム小ブロック・粒子少量，焼土中ブロック微量

炭化物・焼土中ブロック少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子・焼土中ブロック中量，ローム小ブロック少
量

ローム粒子多量，焼土粒子中量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子少

量，ローム中ブロック微量

ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム中・小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量

焼土中ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

2　褐　　色　　焼土中・小ブロック・粒子中量

3　褐　　色　　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
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《V区の土坑≫

第476号土坑

1　明褐色

2　明褐色

3　明褐色

第477号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

第478号土坑

1　褐　　色

第479号土坑

1　褐　　色

2　黄褐色

第480号土坑

1　褐　　色

第481号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　黄褐色

第482A号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒

子少量，焼土中ブロック微量

ローム小ブロック・粒子・粘土小ブロック中呈，焼土粒

子微量

ローム粒子多量，焼土粒子微量

ローム中ブロック中量，炭化物微量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・炭化物少量

ローム大ブロック中量

ローム中ブロック中量，炭化物少量

ローム中ブロック少量

ローム大ブロック多量

ローム中ブロック中量

ローム粒子中量

ローム中ブロック多量

ローム粒子微量

ローム中ブロック中量

ローム小ブロック少量

ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ローム中・小ブロック・粒子中量，焼土粒子・炭化粒子

微量

第483号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　明褐色

第484号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　褐　　色

6　暗褐色

第485号土坑

1　黒褐色

2　褐　　色

第486号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　暗褐色

第487号土坑

1　黒褐色

2　暗褐色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　暗褐色

第488号土坑

1　暗赤褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　明褐色

5　褐　　色

－506－

ヽ
こ
二
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l
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寸
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－く

N
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r
 
l
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ローム中・小ブロック少量

ローム中ブロック微量

ローム小ブロック多量

ローム粒子多量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

ローム大ブロック・粒子少量，炭化物微量

ローム小ブロック少量

ローム中ブロック少量

ローム中ブロック微量

ローム粒子少量

ローム中・小ブロック微量

ローム大ブロック中量

ローム中ブロック中量

ローム大・小ブロック中量

ローム中ブロック多量

ローム粒子微量

ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

ローム中ブロック少量，焼土中ブロック微量

ローム中ブロック中量

ローム中ブロック多量

ローム粒子少量

焼土中ブロック・粒子少量

ローム中ブロック・焼土粒子少量

焼土中ブロック中量，ローム中ブロック少量

ローム大ブロック多量

ローム′トブロック微量
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第490号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　褐　　色

第491号土坑

1　暗褐色

2　明褐色

第492号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

第493号土坑

1　褐　　色

第494号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

3　明褐色

第495号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

ローム小ブロック・粒子中量，焼士粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック・焼土

粒子・炭化粒子少墓

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック・炭化

粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム中・小ブロック少量

ローム′j、ブロック・粒子中量，炭化粒子微量

ローム小ブロック微量

ローム中ブロック中量

ローム小ブロック中量

ローム中ブロック多量
ローム粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼
土粒子微量

ローム小ブロック少量
ローム中ブロック中量

ローム大ブロック多量

ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック・焼土

粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子
微量

第496A・496B号土坑

1　褐　　色

2　暗褐色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　褐　　色

6　褐　　色

7　暗褐色

第497号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　褐　　色

第498号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

第501号土坑（Ⅳ区）

1　暗褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　暗褐色
6　褐　　色

7　暗褐色
8　褐　　色

9　暗褐色

10　暗褐色

第502号土坑

1　黒褐色

2　黒褐色

第503号土坑
1　暗褐色

2　褐　　色

ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック・焼土
粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，ローム

中ブロック・焼士粒子微量

ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少鼠　焼

士粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子
微量

ローム粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子

微量

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

ローム中・小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム中ブロック中量

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

ローム小ブロック多逼，ローム中ブロック少量
ローム中ブロック中毒

ローム中・小ブロック中量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子微量

ローム粧子多量，ローム中ブロック中量，炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロッ
ク・炭化粒子微量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック・炭化
粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム中・小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

ローム中ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子
微量

ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，ローム

中ブロック微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック少量，焼士粒子・炭
化粒子微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少

量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック・焼土
粒子・炭化粒子微量

第504号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　　色

第505号土坑

1　褐　　色

第577号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色
第579号土坑

1　黒褐色

2　褐　　色

第581号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色
第582号土坑

1　黒褐色

2　褐　　色

3　黒褐色

第583号土坑

1　暗褐色

第584号土坑

1　暗褐色
2　褐　　色

第585号土坑

1　褐　　色

第586号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色
3　褐　　色

第587号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第588号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

3　暗褐色
4　褐　　色

5　褐　　色

第589号土坑

1　褐　　色

第590号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色
第591号土坑

1　暗褐色

第592号土坑

1　黒褐色

2　褐　　色

第593号土坑

1　暗褐色
2　褐　　色

第594号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

第595号土坑

1　褐　　色
2　褐　　色

第596号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　　色

第597号土坑

1　暗褐色
2　褐　　色

3　暗褐色
4　褐　　色

第598号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第599号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

第700号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

－508－

ローム小ブロック・粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子
微量

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子微量

ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

ローム粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・粒子少量

炭化粒子中量，炭化物少量

ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量

ローム粒子微量

ローム4、ブロック・粒子少量

炭化粒子微量

ローム粒子多量
炭化粒子少量

ローム小ブロック・粒子微量

炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック微量

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム中ブロック微量
ローム粒子中量

ローム粒子少量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微音

炭化粒子微量

炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少壷

ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量

ローム小ブロック微量

ローム粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
ローム小ブロック・粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

ローム小ブロック・粒子少量
ローム小ブロック・粒子中量
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1　暗褐色

2　褐　　色
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1　暗褐色

2　暗褐色
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第733号土坑
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第410図　その他の土坑出土遺物実測図

その他の土坑出土遺物観察表

焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム中・小ブロック微量

ローム粒子中量

炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量
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図版番口器　種計測値（Ⅷ）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第410図
高台付杯

土　師　器

A［14諸］底部から口緑部にかけての破片。体口綾部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒雲母　スコリアP23130％

1 B（4．6）部は内攣気味に立ち上がり，ロ縁部底部回転へラ削り。高台貼り付け，にぷい黄橙色 第470号土坑覆土中

は軽く外反する。 ナデ。内面黒色処理。 普通

2
杯

A［13．8］底部から口縁部にかけての破片。平口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒雲母スコリアP335　20％

B　　4．3底。休部は内攣して立ち上がり，口内面丁寧なヘラ磨き。休部外面回転にぷい黄橙色 第581号土坑覆土中

土　師　器C［6．2］縁部は軽く外反する。 ヘラ削り。底部回転へラ削り。内面

黒色処理

普通

－515－



図版番号 器　 種 部　 分 器　 形　　　 手　 法　 の　 特　 徴 備考（台帳番号，出土位置，色調など）

第410図

3

婆

須　 恵　器
体　　 部

外面格子叩き。内面ナデ。 T P 19

第464号土坑穫土中　 黄灰色

尋
種　別 計　　測　　値 ！ 出土地点

備　　　　考長 さ亘m l 幅 （cm） 厚 さk m ） 重量 （g ラ

第射0図 4 替 19．7 0．9 0．4 1 6．0 第射8号土坑覆土 中 M 92　P L lO5　 鋼製 品

5 閂 11．9 4 ．0 私8 55．0 第433号土坑覆土 中 M 93　P L lO5

6 不明鉄製品 6．4 L 2 0．5 6．0 第43 6号土坑覆土 中 M 94　P L l O8

7 不明鉄製品 5．6 4．3 0．7 12．0 第44 8号士坑覆土 中 M 95　P L lO 8

8 不明麟製品 1仕0 工0 1．5 ！ 34．2 第54 2号 土坑穫土 中 M 96　P L lO 8

図尋

器　種
計　　 測　　 値 「 腑 手 法 の特徴

備考（台帳番号，出土位置，色調など）
長さ（cm）幅 （cm） 厚さ（cm）重量（g）

第410図
乎　　 瓦 （8．9） （8．9） 2．0 （144．0）

凸面縄目叩き。 T 9　PL lll
9 凹面布目痕。 第700号土坑覆土中　灰褐色

（3）柱穴群

第瑠号柱穴群（第411図）

位置　調査Ⅳ区の中央部，G8h8区。

規模　5か所の柱穴（Pl～P5）が半円状に配置されている。長軸0言沌～0．82m，短軸0．40～0。72mの楕円形

または円形である。断面形は二段掘り状または逆台形状で，深さは24～54cmである。柱の抜き取り痕はPlを

除く柱穴で確認された。

第射　図　第　号柱穴群実測図
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覆土　P2～P5の第1層が柱の抜き取り痕で，他の層は埋士である。
土層解説

Pll　暗褐色　　ローム小ブロック中量

P21　暗褐色　　ローム中ブロック中量

2　褐　　色　　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

P31　褐　　色　　ローム小ブロック少量

2　褐　　色　　ローム大ブロック少量

P41　褐　　色　　ローム大ブロック中量

2　褐　　色　　ローム大ブロック多量

P51　褐　　色　　ローム小ブロック少量

2　褐　　色　　ローム中ブロック中量

3　褐　　色　　ローム小ブロック・粒子少量

遺物　土師器片14点，須恵器片19点が出土している。いずれも細片のため図示できなかった。

所見　位置・配列ともに不規則で，相互の関係や性格・時期は不明である。

第5号柱穴群（第412図）

位置　調査Ⅲ区の南西部，E7d7区。

重複関係　本跡のP8が，第206号住居跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模　8か所の柱穴（Pl～P8）が確認された。長軸0．50～工18cm，短軸0．48～0。64cmの楕円形，円形または

不整楕円形である。断面形は二段掘り状，蓮台形状またはU字状で，深さは28～51cmである。柱の抜き取り痕

はP2で確認された。

覆土　P2の第2層が柱の抜き取り痕で，他の層は埋土である。
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土層解説

Pll　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　　色

4　褐　　色

P21　褐　　色
2　暗褐色

3　暗褐色
P31　暗褐色
2　褐　　色

3　褐　　色

P41　暗褐色
2　褐　　色

ローム粒子微量

ローム粒子少量，粘土粒子微量

ローム粒子中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム中ブロック少量

ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・粒子微量

ローム粒子微量

ローム小ブロック・粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
ローム粒子微量

ローム粒子中量

P51　褐　　色　　ローム粒子少量

2　褐　　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　暗褐色　　ローム粒子微量

P61　暗褐色　　炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子微量

3　褐　　色　　ローム粒子中量

P71褐　　色　　ローム粒子多量

P81　暗褐色　　炭化粒子少量

2　褐　　色　　ローム粒子微量

3　褐　　色　　ローム粒子少量

4　褐　　色　　ローム粒子・粘土粒子少量

遺物　土師器片4点，須恵器片7点が出土している。いずれも細片のため図示できなかった。

所見　位置・配列ともに不規則で，相互の関係や性格は不明である。時期は，重複している住居跡の時期から，

平安時代以降であるが，詳細は不明である。

第6号柱穴群（第413e414図）

位置　調査Ⅲ区の北部，D7i8区。

重複関係　本跡のP2・P4・P6・P7が，第214号住居跡，麹68号掘立柱建物帆　第674号土坑を掘り込んでい

ることから，本跡が新しい。また，第69号掘立柱建物跡との新旧関係は，切り合いがないことから不明である。

規模　U字状に配置された，11か所の柱穴（PトPll）が確認された。長軸0．70～1．05cm，短軸0．58～0．79cm

の楕円形，円形または不整楕円形である。断面形は二段掘り状，逆台形状またはU字状で，深さは25～72cmで

ある。柱の抜き取り痕はP5～P7・PlOで確認された。

覆土　P5の第2層，P6・P7・PlOの第1層が柱の抜き取り痕で，他の層は埋土である。
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炭化粒子微量
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褐　　色　　ローム粒子多量
暗褐色　　ローム粒子微量

褐　　色　　ローム粒子多量

暗褐色　　ローム中ブロック微量

褐
暗
暗

色　　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量

褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量

褐色　　ローム粒子少量

6　　　　　　　　7

P

 

P

4　1　2　3　1　2　3　1　2　3　4

暗褐色　　ローム粒子・焼士粒子微量

暗褐色　　ローム粒子少量

暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子少量

褐

暗

暗

暗

暗

暗

褐

明

褐
褐
褐
褐
褐

色　　ローム小ブロック・粒子中量

色　　ローム粒子少量

色　　炭化粒子少量

色　　炭化粒子微量，粘性が弱い

色　　ローム小ブロック中量，締まりがない
色　　ローム小ブロック少量

色　　ローム中ブロック中量

褐色　　ローム中ブロック多量

遺物　土師器片16点，須恵器片20点が出土している。いずれも細片のため図示できなかった。

所見　U字状に配列されているが，他の遺構との関連や性格は不明である。時期は，重複している住居跡の時

期から，平安時代以降であるが，詳細は不明である。
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第7号柱穴群（第415図）

位置　調査Ⅲ区の中央部，E7aO区。

重複関係　第62・68号掘立柱建物跡との新旧関係は，切り合いがないことから不明である。

規模15か所の柱穴（PトP15）が確認された。長軸0．56～工14m，短軸0．50～0。94mの楕円形または
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円形である。断面形は逆台形状またはU字状で，深さは17～68cmである。柱痕または柱の抜き取り痕は確認で

きなかった。

覆土　すべての層は埋土である。

土層解説

Pl l　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

P2　1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　　色

4　褐　　色

P3　1

2 褐

褐
暗

色
色
P41暗褐色
2褐色
P51褐色
P61暗褐色
2暗褐色
P71暗褐色
P81暗褐色

ローム粒子微量

炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子微量

炭化粒子・焼士粒子微量

ローム粒子少量

ローム中ブロック多量，ローム粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子少量

ローム小ブロック・粒子少量

炭化粒子微量

ローム粒子中量

ローム粒子中量

焼土粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子微量

P9　1　暗褐色
PlOl　褐　　色
2　暗褐色
3　褐　　色

Plll　褐　　色
2　暗褐色
P121　暗褐色
2　褐　　色

P131　暗褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
P141　暗褐色
2　暗褐色

P151　暗褐色
2　褐　　色

炭化粒子微量

粘土粒子少量，焼土粒子微量

炭化粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量

炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子微量

炭化粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片6点，須恵器片8点が出土している。いずれも細片のため図示できなかった。

所見　位置・配列ともに不規則で，相互の関係や性格・時期ともに不明である。

（4）溝

今回の調査では，溝10条が確認された。調査Ⅲ区の北部と西部に各1条，Ⅳ区の北部と中央部の各1条と南

部の5条，V区東部の1条である。出土遺物は混入と考えられるものがほとんどで，その性格は不明であるが，

多くが奈良・平安時代の遺構を掘り込んでいることから，平安時代前期以降の区画を目的とした溝の可能性が

高い。第23号溝の時期は中e近世の陶磁器片が出土していることから，中・近世と考えられる。その位置や規

模などの特徴については，一覧表に記載するとともに，全体図と第416図に掲載する。
第12・15号溝土層解説

1　暗褐色

2　3　4　5　6　7　8　9　10

明褐色

褐　　色

にぷい褐色

にぷい褐色

暗褐色

暗褐色

明褐色

極暗褐色

褐

11褐色
12褐色
13暗褐色
14暗褐色
15褐色
16褐色

17明褐色
第13号溝土層解説
1暗褐色

2暗褐色

3暗褐色
4暗褐色
第16号溝土層解説
1暗褐色

2褐色
3暗褐色

ローム大・小ブロック

粒子少量

ローム中ブロック多量

ローム中ブロック少量

ローム粒子少量

ローム′トブロック微量

ローム小ブロック少量

ローム粒子微量

ローム中ブロック少量

ローム粒子微量

第17号溝土層解説

・焼土　　　1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

ローム小ブロック中量，ロー

ム中ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブ

ロック少量，炭化物・炭化粒

子・焼土粒子微量

ローム小ブロック・粒子少量，

ローム中ブロック・焼土中ブ

ロック微量

ローム小ブロック・粒子中量

ローム粒子中量，ローム大・
小ブロック少量

5　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子中量，

ローム中ブロック微量

6　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子少量

ローム粒子少量　　　　　　　　第21号溝土層解説

砂中量

ローム小ブロック・粒子微量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・粒子少量

ローム小ブロック・炭化粒子

少量

ローム中ブロック中量

ローム中ブロック中量，ロー

ム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子・炭化粒子・焼土

粒子少量

ローム中ブロック中量

ローム中・小ブロック少量

ローム小ブロック・焼土粒子

微量

ローム中ブロック中量

ローム中ブロック中量，ロー

ム小ブロック少量

B l　暗褐色　　ローム中ブロック・炭化

粒子少量，ローム粒子・

焼土粒子微量

2　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム

中・小ブロック少量

D l　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム

小ブロック・炭化粒子・

第22号溝土層解説

A l　黒褐色 炭化粒子少量，ロー

ム小ブロック・ロー

ム粒子・焼土粒子微

量

2　褐　　色　　ローム粒子中量，ロー

ム小ブロック少量，

炭化粒子・焼士粒子

微量

BCDFl　暗褐色　　ローム粒子少量，ロー

ム小ブロック・炭化

粒子・焼土粒子微量

2　褐　　色　　ローム中・小ブロッ

ク中量，ローム粒子

少量

3　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒

子・焼土粒子少量

4　暗褐色　　ローム粒子中量，炭

化粒子・焼土粒子少

量，ローム小ブロッ

ク微量

焼土粒子微量　　　　　　　第23号溝土層解説

2　暗褐色　　ローム小ブロック・粒子　　　1　暗褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子・

少量，炭化粒子・焼土粒　　　　　　　　　　　炭化粒子微量

子微量　　　　　　　　　　　　2　黒褐色　　焼土粒子・粘土小ブロック少

3　暗赤褐色　　焼土粒子多量，ローム粒　　　　　　　　　　　量

子中量，ローム小プロツ　　第24号溝土層解説

ク・炭化粒子少量　　　　　　1　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　　ローム中ブロック・粒子　　第25号溝土層解説

少量，炭化粒子・焼土粒　　　1　暗褐色　　ローム小ブロック少量，ロー

子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム粒子微量

5　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム　　　2　暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子微量

中ブロック中量，炭化粒　　　3　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量

子少量　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　　ローム小ブロック微量

－521－



．旦2轟．6翻

▲‾く≡言1‾

旦24．4m
‾‾てこ＝＝Dr

旦24．8m　＿　　塵
14

三亨

rJr

旦25．2m

一、、＼－・・・・p一・一・一一〆／岬‾

‾、＼一一／‾

Y
2

SD21

A23．4m

…妄Il‾l

SD23

旦餌．8m

二
SD16

＿旦25．2m

＼　／／‾‾

旦

碗く道プア‾

l＝71一一三声三三三　幸7－

「∈レr‘　　sp25

第416図　第12◎13e15～17e21～25号溝土層断面図

－522－

●　＼　、ユニ7‾‾

㌔′‾

SD24

旦

三γ　三菱27

0　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　一一一l　　　＿・「」



（5）遺構外出土遺物

遺構外出土遺物観察表（近世）

図 版 番 ロ 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第 4 17 図

染　 付　 皿

D ［7 ．4 ］ 高台部 か ら底 部 にか 水挽 き整形。透明粕。 砂粒 P 231 20％

1
E　　 O ．5 けて の破 片。 平底 。 明緑灰 色 ］B 区表探　 肥前系

磁　　 器 三角高台 。 普通 こんにゃく印判による

五弁花有 り

第4節　まとめ

0　　　　　　10cm

⊆一一－卜一一一一「＝∃

第417図　遺構外出土遺物実測図（中近世）

当遺跡からは，平成10年度の調査により，旧石器時代，縄文時代の遣物及び，奈良時代，平安時代，中・近

世の遺構と遺物が確認された。ここでは，奈良・平安時代の集落について，また，旧石器時代及び縄文時代の

遣物について若干の考察を加え，まとめとしたい。

1　奈良・平安時代の集落変遷について

今回の調査において，竪穴住居跡134軒及び掘立柱建物跡38棟が確認された。時期は，掘立柱建物跡1棟が

不明であるほかは，遺構の形態や出土土器から，奈良・平安時代（8世紀前葉から10世紀前葉）に限定されて

いる。また，当遺跡は，常陸国河内郡衝推定地や，河内郡の郡寺とみられる九重廃寺跡と隣接している。当集

落が奈良時代の律令成立時期に，掘立柱建物群を伴う計画的な集落として成立したと考えられることから，河

内郡街や九重廃寺と強く関連している集落であることが推測される。

（1）奈良・平安時代の集落変遷について

当遺跡は，平成9年度からの調査が継続中であり，集落跡として，全体の性格を把握するにはまだ資料が十

分とは言えないが，今回の調査で確認された，奈良・平安時代に比定される竪穴住居跡134軒及び掘立柱建物

跡37棟の中で，時期が明確なものを8期に区分し，また，前回（平成9年度）の調査結果も含め，各期ごとの

住居跡や集落の性格について若干の検討を行ってみたい。

OI期　奈良時代前期（8世紀前葉）‥・（第418・419図）

当遺跡の東部で4軒，西部で1軒の，合計5軒の竪穴住居跡が確認された。前回（平成9年度）の調査では，

北部で竪穴住居跡3軒と掘立柱建物群が確認されている。竪穴住居跡の規模は，長軸3．48～5．82m，短軸3．40

～5．50mで，中小の竪穴住居跡が混在している。主軸方向は，1軒を除いてほぼ同軸（N－00　とN－70　－

Wの間）となっている。また，これら該期に比定される竪穴住居跡の竃は，すべて北壁に構築されている。な

お，東部に位置する竪穴住居跡から刀子と灰粕陶器が出土していることから，東，西部に散在する竪穴住居跡

は，宮人居宅あるいは河内郡街に関係のある一つの集落であると推測される。古墳時代の竪穴住居跡が確認さ

れていないことから，この時期が集落の形成期と思われる。

－523－



○Ⅲ期　奈良時代中期（8世紀中葉）…　e（第射8。姐9図）

東部で4軋北東部で1軋西部で6軒の，合計H軒の竪穴住居跡が確認された。前回の調査では，北部に

竪穴住居跡6軒が掘立柱建物群を囲むように配置されているのが確認されている。西部では汐　明らかな密集傾

向が認められる。竪穴住居跡の規模はタ長鋸。65～5。43m，短軸3．32～4．はmで　中小の竪穴竪穴住居跡が混

在している。主軸方向にもかなりのバラつきがみられる。また，すべて北壁に竃をもつ竪穴住居跡である。竃

の補強材として，賓が使用されるようになったのがこの時期からで，この傾向はⅦ期まで続く。該期は竪穴住

居跡の拡散傾向が顕著になっている。

○Ⅲ期　奈良時代後期（8世紀後柔）…・（第射80射9図）

東部で10軋北東部で6軋西部で7軒の　合計器軒の竪穴住居跡が確認された。前回の調査では，北部に

竪穴住居跡24軒が確認されている。北東部では新たに掘立柱建物群が構築されている。Ⅲ期から引き続き，竪

穴住居跡の拡散傾向は顕著で，当遺跡では，比較的人工密度の高い時期といえる。竪穴住居跡の規模は，長軸

3。20～7．34恥　短軸2．94～6。85mで，太も中。小の竪穴住居跡が混在している。特に，Ⅲ期と比べ大形の竪穴

住居跡が北東部で1軋西部で2軋合計3軒が確認された。3軒の規模は，長軸6。16～7．34m，短軸6。65～

6・85mとほぼ等しく，また，主軸方向もほぼ同車由となっている。北東部の掘立柱建物群はタ太きく分けると，

東西棟で南面する1群と，南北棟で東面する1群とで構成される。東壁に竃をもつ竪穴住居跡は，東部と西部

でそれぞれ1軒確認されている。西部と北部に規模及び形状の酷似した竪穴住居跡が確認されたこと，出土遺

物は，I期から該期にわたって外地からの搬入品が目立つこと，刀子や円商硯等が出土していることから，こ

の時期，掘立柱建物群を伴う計画的な集落構造を持つ集落として繁栄していたと考えられる。

○Ⅳ期　平安時代前期（9世紀前葉）。O。（第420e421回）

東部で5軒，北東部で1軒，西部で6軒のタ　合計12軒の竪穴住居跡が確認された。北部の掘立柱建物群は廃

絶されるが，新たに東部で7楓　北東部で3棟の掘立柱建物跡が確認されている。前回の調査では言ヒ部に竪

穴住居跡13軒が確認されている。Ⅲ期に増加の傾向にあった北東部に減少傾向がみられる。竪穴竪穴住居跡の

規模は，長短軸3．67～4。82m，短軸3．20～4．38mで，中小の竪穴住居跡が混在している。主軸方向にもかなり

のバラつきがみられる。また，北壁に竃をもつ竪穴住居跡の他に，西壁に竃をもつ竪穴住居跡1軒が確認され

た。調査Ⅲ区の掘立柱建物跡は，5間×2間の身合に1両の庇が取付く側柱建物である。今回の調査から，掘

立柱建物跡を平面的構造によって分類すると，2間×2間の側柱建物12棟，3間×2間の側柱建物跡8楓　4

間×2間の側柱建物跡4棟等となっており，今軋　本跡（5間×2間）と同じ構造の掘立柱建物跡は確認され

ていない。調査V区の掘立柱建物群は，調査区域外にどのように掘立柱建物跡が存在したかは不明であるが，

現状では「L」字型に配置されているのが確認されている。

OV期　平安時代前期（9世紀中葉）…・（第420・421図）

東部で7軒，北東部で4軒，西部で7軒の，合計18軒の竪穴住居跡が確認された。前回の調査では，北部に

住居跡14軒が確認されている。竪穴住居跡の規模は，長軸2．36～4．70m，短軸2言6～4．30mで，Ⅳ期同札　中

小の竪穴住居跡が混在している。主軸方向にもかなりのバラつきがみられる。また，西部で西壁に竃をもつ竪

穴住居跡1軒，東部で東コーナーに竃をもつ竪穴住居跡1軒が確認されたが，その他は北壁に竃をもつ竪穴住

居跡である。なお，Ⅲ期と比べ，Ⅳe V期は，集落の縮小傾向が続いている。その理由として，調査区城外に

集落の主体が移った可能性もあり，現状では様相は把握できないが，該期以後，掘立柱建物跡はほとんど確認

できず，Ⅳ期までの掘立柱建物群を伴う計画的な集落構造をもつ集落は衰退したものと推測される。

○Ⅵ期　平安時代前期（9世紀複葉）・・・（第420e421図）
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東部で9軒夕　北東部で4軒芦　西部で1軒の　合計器軒の竪穴住居跡が確認された。前回の調査では芦　北部に

竪穴住居跡8軒が確認されている。西部と東部に明らかな密集傾向が認められ，当遺跡ではタ　Ⅲ期に次ぐ繁栄

期と位置づけちれる。竪穴住居跡の規模は，長軸2。80～5。92m，短軸2言0～5。66mでタ　規模に差がみられる。

また竃の位置も芦　東壁に竃をもつ竪穴住居跡4軒，酋壁に竃をもつ竪穴住居跡l軒，南東コーナー部に竃をも

つ竪穴住居跡1軒と，規格化されていないようである。なおタ　竃袖部の補強材に，聾や鉢の他に瓦を使用して

いる例がみられる。この傾向は，Ⅶ期にも継続される。また，棚状の段差をもつ竪穴住居跡は，東部で3軒確

認されている。当遺跡の棚状の段差をもつ竪穴住居跡はタ10軒確認され，時期はⅢ～Ⅵ期に限定されている。

しかし汐　棚状の段差が竃の両脇にあるものが6軒，どちらか片方にあるものが4軒とタ　その位置に違いがみら

れる。

○Ⅶ期　平安時代前期（9世紀末葉から10世紀初頭）・e e（第422。423図）

東部で3軒夕　北東部で2軒，西部で10軒の，合計15軒の竪穴住居跡が確認された。他調査区の竪穴住居跡の

減少が認められる中で，西部の竪穴住居跡の増加が目立ち，総軒数の66％を占めている。竪穴住居跡の規模は，

長軸2．80～5。25mタ　短軸2855～4言4mでタ　Ⅳ期と同様芦　規模にバラつきがみられる。主軸の方向はタ　主に北西

を向いているものが多い。また，西部で芦　東壁と西壁の2か所に竃をもつ竪穴住居跡2軒，北東コーナーに竃

を持つ竪穴住居跡1軒が確認されているが，他の竪穴住居跡は，すべて北壁に竃をもつ構造となっている。

○Ⅷ期　平安時代前期　0世紀前葉）…　e（第422。423回）

北東部でタ　8軒確認された。主軸方向は，1軒を除いて，N－00　とN－370　－Eの範囲で北東方向を向い

ている。また，北東部の竪穴住居跡の中には，長軸5。90～6。94m，短軸4。92～6。24mと，比較的大形で，床に

ベッド状の段差をもつものも現れタ　3軒が確認された。すべて北壁に竃をもつ竪穴住居跡である。また，確認

された竪穴住居跡8軒の中で，灰粕陶器が出土した竪穴住居跡6軒，線粕陶器が出土した竪穴住居跡5軒が確

認されている。該期は，今までの竪穴住居跡の規模に比べ大形であることや，これまで以上に外地からの搬入

品が目立つ点，該期を過ぎて竪穴住居跡及び掘立柱建物跡の存在が確認されないこと等から，当遺跡における

集落変遷の中でも，集落の様相が大きく変化した時期であることが推測される。

（3）奈良の平安時代の遺物について

今回の調査では，土師器（墨書土器，風字硯），須恵器（墨書土器，刻苦土器，円商硯，鉄鉢模倣品），灰

粕e緩和陶鼠∴私　土製品（紡錘車，支御上　石製品（紡錘車，支脚上　石器（砥石上　金属製品（鉄鉱，短

刀，刀子声　帯金具，火打金，銅鋏，手鎌），鍛冶関連遺物（鉄淳）などが出土している。特に，緩和陶器は，

北東部の10華摘己前葉に比定される竪穴住居跡から多数出土している。愛知県猿投産の皿，椀である。灰粕陶器

は，猿投産（窯笹14。黒笹90・折戸10・井ケ谷78号窯式）や二川窯産の長頸瓶や椀及び皿で，中には，竪穴住

居跡の竃支脚として転用されていたものも確認されている。また，金属製品は総数178点を数えるが，短刀・

刀子が一番多く，49点を数え，総数の約27％を占める。以上から，この集落が郡街や郡寺などと強く結びつき，

高い文化程度を誇っている人々の集落であることがうかがえる。これは，平成9年度調査と同様の結果となっ

た。ここでは，特に出土数の多かった墨書土器・刻苦土器及び灰粕・緩和陶器について考えてみたい。

○墨書土器・刻苦土器

今回の調査において，墨書土器61点e刻苦土器7点が出土している。その内，判読可能なものは36点で，そ

れ以外は判読不能あるいは記号と思われる。各々の墨書土器。刻苦土器については，各遺構ごとの出土土器実

測図の中に掲載している。
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ⅡA区

一息．

ⅡB区

第418図　中原遺跡ⅡB区・Ⅲ区の集落変遷（8世紀）
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V区

第419図　中原遺跡Ⅳ区・Ⅴ区の集落変遷（8世紀）
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ⅡA区

七．，

第420回　中原遺跡ⅡB区・Ⅲ区の集落変遷（9世紀）
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709

Ⅴ区

第421図　中原遺跡Ⅳ区・Ⅴ区の集落変遷（9世紀）
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／

第422図　中原遺跡ⅡB区・Ⅲ区の集落変遷（10世紀）
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第423図　中原遺跡Ⅳ区・Ⅴ区の集落変遷（10世紀）
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（ア）出土位置について

墨書土器・刻苦土器は，全調査区から出土しており，特に言ヒ東部に位置する調査Ⅲ区内の竪穴住居跡から

の出土が顕著である。総数68点の内，約半数の33点に上る。調査Ⅲ区内の墨書土器・刻苦土器のほとんどが，

9世紀後葉から10世紀前葉に比定される竪穴住居跡から出土したものである。また，朱墨の土器も2点出土し

ている（『山』『生』）。竃内からほ刻苦土器2点が確認されている。（『茎，太』）。

（イ）文字について

判読可能な墨書土器・刻苦土器36点の中で，2点以上出土している文字は，『十』。『生』・『上』と，合

わせ文字と思われる『割である。『十』は調査Ⅲ区から2点（墨書土器上『生』は調査Ⅲ区から4点（墨

書土器上『上』は調査ⅡB区e V区からそれぞれ1点，調査Ⅲ区から2点が出土している（墨書土器3，刻

苦土器1）。

（ウ）器種及び部位について

出土した墨書土器・刻苦土器の器種別内訳は，杯53点，高台付杯7氏　高台付皿5点，長頸瓶主査・皿1息

紡錘車主点となっており，杯が総数の77％を占める。嚢や鉢の墨書土器e刻苦土器は出土していない。墨書土

器・刻苦土器が書かれた位置については，目線部・底部外面がほとんどである。また，合わせ文字と思われる

『埜』は，灰粕陶器皿（刻苦上土師器杯（墨書），須恵器杯，紡錘車（刻苦）と多岐にわたり，その中でも

灰粕陶器皿の刻苦は，焼成前のものであり，当遺跡の性格を考える上でも貴重な資料であると考えられる。

○灰寒由陶器・緑粕陶器

平成10年度調査において，細片も含め，灰粕陶器148点，緑粕陶器32点が出土している。調査区ごとの内訳

は，調査ⅡB区で灰粕陶器40氏緩和陶器6点，調査Ⅲ区で灰粕陶器78氏緩和陶器23氏　調査Ⅳ区で灰粕陶

器19点，縁潮陶器1氏　調査V区で灰粕陶器11点，緩和陶器2点となっている。特に，調査Ⅲ区から出土した

灰粕陶器・緩和陶器が，総数の56％を占める。そのほとんどが，9世紀後葉から10世紀前葉に比定される竪穴

住居跡から出土したものである。器種別にみると，灰粕陶器は長頚瓶が多く，続いて椀，皿となっている。緑

粕陶器は椀がほとんどで，皿が数点含まれる。また，産地別でみると猿投窯産のものが大半を占め，他に二川

窯産など三河地方から搬入されたものもある。

2　その他の時代の遺物について

（1）旧石器時代

今回の調査では，旧石器時代の石器226点が出土し，3か所の石器集中地点を確認することができた。しか

し，具体的な生活跡としての遺構を確認することはできなかった。石器集中地点の性格については，製品が少

なく，接合できる資料もなかったことから言半袖は不明である。しかし，第5・7号石器集中地点から出土し

た石器は，剥片が主体で，石核も含まれていることから，石器製作跡の可能性が考えられる。遣物が出土した

層位は，ローム層第Ⅲ・Ⅳ層が中心で，特に第5号石器集中地点からは，荒屋型の彫刻刀形石器を代表とする

細石刃石器群が確認された。平成9年度の調査では，石器の多くが第Ⅸ層上部から下部で出土しており，また，

出土した石器の約12％はナイフ形石器であり，AT層より古い時期の製作技法をもつものや言頼戸内型の特徴

をもつもの，典型的な基部加工のものなどが確認されていることから，今回の調査区とは文化層の違いがみら

れた。このことから，当遺跡の旧石器文化は，時期的に幅をもつものであることが推測される。
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（2）縄文時代

遺構は確認されなかったが，縄文早期から後期にかけての，開山式，諸磯B式，浮島I～Ⅲ，興津式，五領ケ

台式，阿王台式，加曽利E式，称名寺式，加曽利B式の土器片が採集されている（早期の形式は不明）。採集

された土器片総数838点の内，縄文時代の前期に比定される土器片は417点で，特に，縄文前期後葉に比定され

る土器片は294点にも及んでいる。石器では，石鉱6点，石鉄の末製品1点が出土している。当遺跡の北側に

位置する柴崎遺跡をはじめ，縄文時代の遺跡は当遺跡周辺に40か所を数えていることから，当遺跡あるいは周

辺に，集落が営まれていたと考えられる。

3　おわりに

以上のように，当遺跡からは，旧石器時代，縄文時代の遺物，奈良・平安時代，中・近世の遺構及び遺物が

多数確認された。その中でも，集落全体の変化としては，8世紀前葉から9世紀前葉までの間，掘立柱建物群

を伴う集落が存在し，それ以後は，新しい集落が形成され，9世紀後葉にその集落規模は最大となり，その後，

減少していく傾向がうかがえる。当遺跡が，常陸国河内郡街推定地や河内郡の郡寺とみられる九重廃寺跡と隣

接していることと，竪穴住居跡から緑粕陶器や灰粕陶器，墨書土器などが多数出土していることから，河内郡

街や九重廃寺と強く関連している集落であることが推測される。

平成9つ0年度調査で，具体的な資料の収集と検討がなされることとなったが，中原遺跡の全容については

末だ不明な点が多い，当遺跡と郡街や郡寺との関係や，当遺跡が律令期を経て，何らかの権力を持った集落と

して繁栄していった可能性等も含め，今後の調査の結果と併せて考えていかなければならないと思われる。

註

（1）竪穴住居跡の大きさを，30nf以上を大形，30nf未満20扉以上を中形，20nf未満を小形とした。

（2）旧石器の鑑定に関しては，千葉県立中央博物館上席研究員の橋本勝雄氏に御教示を戴いた。

（3）墨書土器・刻苦土器の判読に関しては，国立歴史民俗博物館教授の平川南氏に御教示を戴いた。

（4）灰粕陶器・緑粕陶器の鑑定に関しては，愛知県陶磁資料館主任学芸員の井上喜久男氏に御教示を戴いた。

（5）律令期の集落構造については，埼玉県埋蔵文化財調査事業団の田中広明氏に御教示を戴いた。
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表8　住居跡一覧表

住 居 跡

番　 号

ヽ
位 置 主軸方向 平 面 形

矧酎m ）

長軸×短軸

滅摸不附
東西軸×南北軸

壁 高

、＝ cm ）

床 面

内　 部　 施　 設

覆 土 出　 土　 遺　 物
備　　 考

遺構番号離 船 渚→臥

時代，その他
壁 溝 主柱穴封貯蔵穴、ピット入 口 棚 竃

91 F 3 e9 N づ80－E 長 方 形 4．15 ×3．40 24へ32 平　 坦 ′”′一　　　　上し‖
β　－

－ 1 － － 1 自　 然、土席数瓶凱腐乱拍噸鮎描憎 SI12か額　　　 瞞 旗

9 2 E 3gO N －150－W 方　 形 3湖 X 3．53 13～18 凹　 凸 ほぼ全層 － － － － － 2 自　 然、頭凱 恕翫 励精l 礪甜 摘幌糠

9 3 F 4 a7 ［N －80－E ［長 方 形 ］ほ20腑2．28） 16～24 平　 坦 － － － － － － 1
人　 為 土曜離礁馳石動漂母繍 碩づI§　　　　 9既繰

94 F 4 a5 N －0 0 方　 形 2瀾 X 2．88 22～32 平　 坦 ほぼ仝焙 － － － － － 1 人　 為 土師凱 寵凱 灰碑凱納棺i滋 ，親米 S旛→本路　　　　 纏娩葉

9 5 F 4 a7 N －8 0－W 方　 形 2．35 X 2．18 16～25 平　 坦 － － － － － － 1 －
土師艶 麗郡 瞞 旗

96 F 4 b8 N －880－E 長 方 形 3．48 ×2．85 13～25 平　 坦 － － － － － － 1 人　 為 土師馳 恕馳 灰榔徽 SI93→本路　 硝班糾戦旗

97 F 4 al N －0 0 方　 形 3．97 X 3瀾 40～47 平　 坦 一　 部 1 1 自　 然、土曜誰，恕器艶璃曜建碑品2（群，手練瀾臥 石塊

＝雲母臓

9舵機

98 E 3 j8 N －120－E 長 方 形 3．02 ×2瀾 32 平　 坦 ほぼ仝周 2 1 1 人　 為 土略乳概数 灰舶器は纏品潤子1，釘1期 ，欄

扱品2欄 紅 諸1舶

SI臓ト碩　　　　 楓楳

99 F 4 a4 N －9 c－W 方　 形 3．15 X 3．18 22、24 ほぼ平坦 ほぼ全局 2 － － 1 － 1
人　 為 土師凱 須恵器2，金纏品挿轍製品欄 断 1 本跡→SI封　　 纏繍新棟

10 0 E 3 i8 N－770－E ［長 方 形 ］ ［用は 2．57 6 ～9 平　 坦 － － － － － － 1 自　 然 土師凱 恕凱 土製品1（管樋 棚減98　　　　 纏が葉

10 1 F 4 aO N －110－E 長 方 形 3．05 ×2．62 22、24 平　 坦 － － － － － － 1 自　 然 土師弧 須恵馳 陪1 SI183→梯　 纏輯葉、1幌 糠

10 2 E 4 jO N －8 0－E 方　 形 3．68 ×3．54 10～12 平　 坦 一　 部 － － － － － 1 人　 為 土鵜 蘭 凱 鰯鮎2杯職姑 本跡づIlO3　　　　 纏厨葉

103 F 4 jO ［N－230－W ］［方　 形 ］如拙 5．05］ 42 平　 坦 一　 部 1 1 －
頭署粗相 凱 翻 軌 鍋 拙 聡 日 射 噸 凱

石製品l髄 軋 酎

SIlO2→棉→SH01　 8輯 葉

104 E 4g7 N －210－E 長 方 形 4．18 ×3．38 43～62 平　 坦 全　 周 4 － － 1 － 1
自　 然 土曜1軌街翻 摘 鞭

105 E 4 h8 N …7 0－W 長 方 形 3．90 X 3．50 50～56 平　 坦 全　 周 1 1 1 － 土碑 離職馳 土弧 潮 ，鋼製品3服 ，欄捜品欄

2

本跡づ欄　　　 9醜前葉

106 E 4 h8 N －750－W 方　 形 2．83 ×2．70 32 ほぼ平坦 ほぼ仝周 － － － － － 1 人　 為 土酵1梼腰 器凰励精3調 製品拍槻 姐 SIlO摘 跡→SIlO7　　 9蠣復業

107 E 4 i9 N －240－W 長 方 形 4．98 ×3．90 30～42 ほぼ平坦 一　 部 2 1 人　 為 土概略恕瓢7，細 緻 土蛸 禍酎 酢 蛸蟻 綱

鉄製品沌器1億摘 鼠硯 漂母欄

S臓→織 Si108→梯

S餌19事跡　9位癌葉～1蠣馳

108 E 4 hO N －110－W 方　 形 5．16 ×5瀾 30 平　 坦 全　 周 4 1 1 人　 為 土席軌恕訊 石製品1腰軌　 微細 刀子，欄雑品

2欄離誹酢

櫛 棚 欄 摘 1膨　 9瞞 葉

SK419→梯

109 E 4 gO N …220－W 長 方形 用 ×3瀾 50 ほぼ平坦 ほぼ全焙 － － － 1 － 1 －
土拇拙 加 1摘弘踊 噸娘 SIlOS→繍　　　　 9既碓

110 E 3 g8 N －5 0－W 長 方 形 7．30 ×6．85 34～50 平　 坦 ほぼ全周 4 1 1 1 人　 為 土曜1軋聴視㈱2，頭品1朝 ．碓品1髄 軋錦馳 禰

1薄明撒鼠 締摘記，軌

梱づI118　　　 纏軌葉

111 E 3 d8 N －100－W 方　 形 4．00 ×3．74 28～34 ほぼ平坦 － 1
－
土略罰雛瓢は鮎 髄軋 石器欄石），金碑品綱

．子，欄路品）

本跡づB43　 纏癌葉～1鵬 頒

112 E 3 f9 N －0 0 長 方 形 2．72×2．35 28～35 ほぼ平坦 一　 部
－ － － － －

1 人　 為 土曜143僧 都譲1 9楓後葉

113 E 4 i4 N －0 0 方　 形 5．37 ×5．05 44～52 ほぼ平坦 ほぼ仝焙 4 － － 1 － 1 人　 為 土曜脱街凱 灰加配金牌品1欄 蝿 憾 本跡づIli4　　　　 纏揃葉

1 14 E 4 h4 N －140－W 方　 形 4．28 ×3瀾 29～40 まぼ平坦
－ － －

2 1 － －
人　 為 土師瓢 腰 凱 石器1斬 ，綿 齢 肛 欄 舶 SI113→梯→SIl15　　 9楔碩

1 15 E 4g4 N －17こ－W 長 方 形 4．68 ×3瀾 14へー24 ほぼ平坦 一　 部 1 人　 為 土暗179，須漑11摘 2 略2潮 SIll巨本跡→S 鵜S桐32

紺癌葉～雌舶頭

116 E 3e9 N －8 0－W 方　 形 3．65 ×3．58 25～30 ほぼ平坦 ほぼ仝周 1 自　 然 土師紘 虚器範士製品1髄 軋 鋼製品3珊 瑚錐品

2）

紺振卦潮軽纏

117 E l b9 N －90－E 方　 形 4．2拍 4．07 30～43 ・まぼ平坦 ・まぼ全周 － － 2 1 － 1
人　 為 上略鳩虚器13蟻縮 鑑札 酎 本跡づi130　　　　 紺舷葉

118 E 3 f8 N －0 0 長 方 形 3．70 ×3．15 27 王は平坦 一　 部
－ － －

1
－
1 白 ．然 土師裾 須馳 錦鮎1相銀品） Sヱ11い本跡　　　　 9脱帽

119 E 4 d9 N －600－E 方　 形 2．75 ×2．55 20～24 まぼ平坦 － － － － － － 1
人　 為 土師釦 ，放琵25，硝＝雲母片凱 締 1，酎 SIlお→碩　 9舵 掛 10蠣槻

120 F 3 eO N 一『一E 長 方 形 4．90 ×4．20 28～47 平　 坦 一　 部 4
－ － － － 1 －

土師馳 須恵凱 鰯鮎l湘 腱品j 本酎期　　　　 8醜碩

121 E 3 cO N －8 。－W 方　 形 3．25 ×3．18 25 まぼ平坦 まぼ仝固 － － － 1 － 1 －
土纏18，街郡，礫摘舶謝片1 梯づI122　　　 9楳楳

122 E 4 cl N－16。－W 方　 形 3．22 X 3．10 17～25 まぼ平坦 まぼ全局 － － － － － 1 人　 為 土師馳腰 翫 禰曜1，鋼製品湖乳 締2 SI121→本跡　 9醜末狛凋 搬

123 E 4 bl N－240－W 方　 形 3．05 ×2．90 25 ノまぼ平坦 半　 周 － － － － － 1 －
土師凱 紙器i鋸欄礪1 SI124→本跡　　　　 9楓前葉

124 E 3 bO N 一首－W 方　 形 3．50 ×3．30 38～45 まぼ平坦 …一　 部
－ －

1 1
－
1 人　 為 土師凱 聴凱 鋼製品拍動 曜1 SI125→梯→S腰　　 細娩葉

12 5 E 3 aO N －240－W 方　 形 3．95 ×3．55 22～30 まぼ平坦 まぼ全周 － － － － － 1 人　 為 土師馳 須恵凱 銅製品1（縮 本跡づIl封　　　 8舵中葉

12 6 E 4 b3 N －120－E 方　 形 3．65 ×3．32 54～64 平　 坦 まぼ仝周 － － － － － 1 自　 然 土師凱 須恵翻 本跡づI127　　　 8醜噌

12 7 E 4 b3 N －110－W 長 方 形 4瀾 ×3．55 12 まぼ平坦 － － － － 1 － 1 自　 然 瑚器凰聴那調 製品1綱楓 狛吼 日射 朋欄 SI126→碩　　　　 9醜中葉

128 E 4 d9 N …730－E ［方　 形 ］ 3．50 舶 25 42～52 まぼ平坦 半　 周
－ － －

1
－
1 人　 為 土師凱5個鰭18 SI12抄本断Sill摘B　 纏庸

129 E 4eO N …160－W 方　 形 3．75 ×3瀾 40～52 ′まぼ平坦 半　 周 1 人　 為 土師凱 聴凱 鍼製品1欄 姐凱 粧1 欄欄l諮→S摘　　 幌前葉

130 E 4 C9 N －160－W 方　 形 3．75 ×3．60 40～52 ほぼ平坦 全　 周

仝　 周

一　 部

一　 部

ほぼ全周 4

4

4

2

1

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1 人　 為 瑚訊 恕馳 石鋸汗腺軋 金属‰2敬 子凱 辟 1，

酎

土師馳 街器124

SIl17→楓 SI13卜繊　 細離葉

13 1 E 4 b8 N －170－W 方　 形 3．40 ×3．25 32～42 ほぼ平坦 1

1

本跡づI138　　　 8醜後葉

132 E 3 f5 ［N －430－W ］ 不　 明 2．85 組調 32～42 まぼ平坦

人　 為

自　 然

人　 為

人　 為

人　 為

土酵13腰馳 8轍 陳磯

133 E 3 d5 N －190－W ［方　 形 ］ 2瀾 璃鳩 26～36 まぼ平坦 土曜1範聴器12建碑品2軋 欄纏品j SI拗→梯　　　 9轢複葉

134 E 3 C6 N －0 0 方　 形 3．85 ×3瀾 30～48 ほぼ平坦 1 爛勘 聴音拙 金搬品描姐 据 纏，不轍蟻 SI133→本跡部 ト梯　 9醜嗜

135 D 3 j8 N －900－W ［長 方 形 ］ 2瀾 瑠璃 25 ほぼ平坦

一　 部

ほぼ全局

1 土略174腰 器11膵鮎1 抽 診轍品2軌 欄扱鼠 礫 紺糾葉

136 E 3 a7 N －6 0－W 方　 形 3．45 ×3．40 32～46 ほぼ平坦 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

土師拙 短靴 勅陪 1，酎
SI137→本跡

SIl融→椰　 9舵末葉へ雌舶頭

梯捕Ii蔦→S凰 梯づIi封

8幌後葉

梯溌I139　　　 8舵碩

13 7

138

E 3 b7

E 4 b7

N －170⊥W

N －4 0…W

長 方 形

方　 形

7．34 ×6．65

3．65 ×3．舶

28～48

10～20

ほぼ平坦

ほぼ平坦

土鳩粗放器1約1，禍曜2，土鮎 1髄 軋 瓦1，金継品

描 往 纏 ，欄鉄矧

土曜198，虚器耽灰舶針 金楓紺 畑鳩

139 E 4C7 N －00 方　 形 3．90 ×3瀾 18～22

37～40

ほぼ平坦 一　 部
－
土師馳 雛器臥塊紺管状適），鋼製品再 録，欄捜品

鉱 酎

土師数 枚敵 機 2漂母閥

SI138→繍→S湖　　 9舵前葉

140 E 4 C7 N －900－E ［長 方 形 ］帥 図2調 ほぼ平坦
－

自　 然

人　 為

人　 為

自　 然

人　 為

人　 為

自　 然

人　 為

人　 為

自　 然

SI139→梯　　　 纏紀複葉

14 1 E 4 a6 ［N －8。－E ］ （1．10擁3．25ノi まぼ平坦 － 土曜隷腰 瓢 纏舷葉

142 E 4 a7 ［N －00 ］
－
射蹄輯載 30 ほぼ平坦 ［仝周 ］ 土曜4腰 器1 9榔

143 E 4 al ［N －90－E ］ － 倶掛り．38 26～34 まぼ平坦 ［仝周 ］ 剥蘭3紙数 諸 1億机 硝2度母欄 纏緑葉

144 E 3 a6 N －120－W 長 方 形 3．96 ×3．20 16 まぼ平坦
－

土師凱 放静 SI137→本断S臓　　 纏秋葉

145 H 9 b8 N －230－W 方　 形 3．55 机．30 35～50 ほぼ平坦 王は全闇 ” 土曜略虚 脱鰯鋸2 欄組品順1 摘娩葉

146 G 9 i6 N －130－E 長 方 形 3湖 ×2．72 8 、16 ほぼ平坦

全　 周

土幡1鼠須恵郡減価器1蘭憫 獅 棚　　　 纏舷葉

147 F 9 dl N －320－E 方　 形 2．74 ×2瀾 25～33 まぼ平坦 土馳 11腰 郡摘歯 9蠣中葉、徴

14 8 F 8 cO N －100－W 長 方 形 3湖 X 3．58 30～34 ′まぼ平坦 土曜152，榔 縮 刷睨 石貼1髄 車潤 器1 梯づ臓　　　 纏秋葉

14 9

150

G 9 g5

H 9 fO

N 一汗－W

不　 明

方　 形 3．15 ×3．07 20～30 ほぼ平坦 臓 腑腰 掛 土製品1爛 瀾器2瀾

紺 臼

9世紡捺

15 1 H 9 h3
ヽ

N －5 0－E
長 方 形 3．25 ×2．92 40～52 平　 坦 ほぼ仝周

筑じ凱

土師濃艶酷暑紡 右裾縮 ，錦製品1け酢 土製品1欄

繍→沿線欄　　 纏翫木

掛 凱2・13　 纏繍葉、碩152 G 9h8 N －18c－W 方　 形 2．55X 2．53 4 、6 まぼ平坦 －一　 部 土師瓢 穂臥 鰯製品挿鞍弧 櫛 僚折＋ 8蝉陳 腐

－534－



住居 跡

番　 号

ヽ
位 置 主軸方向 平 面 形

規模（扉

長軸×短軸

朋 不鋸
東西軸×南北榔

．壁 高

（cm ）

床 面

内　 部　 施　 設
覆 土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

遺構番号劇 灘 描 →凱

時代，その他壁 溝 主柱穴貯蔵穴ピット入 日 棚 竃

153 G 9 f7 N －5 0－W 長 方 形 4．90 ×摘 25～30 ほぼ平坦 全　 周 4 1 1 人　 為 土師凱 虚器1温石紺 暗諸姐 髄 軋 諷 鰯貼

雄艶擁晩 飛騨綿

8醜醸

154 H 9 b3 N －1測0－E 方　 形 3．1いり瀾 44～55 平　 坦 …FN一　 部 － － － 1 － 1
人　 為 土曜胤紙器親族舶鼠石器1斬 瀾 膝 醗 S王155→梯　　　　 9枚後葉

155 H 9 a2 N －5 0－E 長 方 形 5．擁糾憫 50㌦62 平　 坦 ［全 層 ］ 3 1 1 1 人　 為 土曜細，東署馳 灰痢凱土製品1個 絹製品爛蹄 ，金確

論働慨雄 嘲辟

櫛づ腰　　　　 細か葉

156 G 9e7 N …0 0 長 方 形 3湖 ×3．28 10～12 ほぼ平坦 ほぼ全局 4 －
1 1

－
1 自　 然 土桁艶鹿馳 金碑品3肺 楓 不鞍螺 纏船渠

157 G 9 j2 N －15。－W 方　 形 4．18 X 4．18 45 平　 坦 ［全 周 ］ － － － 1 － 1
人　 為 土曜191，恕器13相補鼠土弧 潮 減価 9絶本断SK52粗　 相か葉

158 G 9d8 N －100－W ［長 方 形 ］ 4．28 時 10） 25～40 ほぼ平坦 一　 部 2 － －
1 － 1 － 土師馳 街馳 納陪 1，鉄軋 曜 2，磁糾 梯欄3　　　　 8櫨後葉

159 G 9C9 N －100－E ［長 方 形 ］ 3瀾 現職 30～32 ほほ平坦 一　 部 － － 2 － － 1
自　 然 土師馳 聴取 郎 梯→m　　　　 醜前葉

160 F S iJ N …7 0…W 方　 形 3．48 X 3瀾 22～25 平　 坦 全　 周 1 － －
1
－
1 人　 為 土師凱 虚器1眩製品1湘娃製品用錮 独 眼 紺緑葉

161 F 勘 3 N －0 0 方　 形 3．85 ×3瀾 12㌦25 平　 坦 仝　 周 2 1 1 人　 為 土帽13，聴馳 機略1，納曜1，銅製品相子痛應漂母

憫

勝機減ベット状噛 錐舶葉

162 G 8 b3 N －5 0－E 方　 形 3．70 ×3．55 15～20 平　 坦 半　 周 3 1 人　 為 土曜鴫聴馳 土製品1湖畔，金碑お膳 不槻製畝 炭

化物

本跡欄 軋封雄 制 1 9艦 接

163 G 8 d3 N －130－E ［長 方 形 ］ 摘い帝凍 15～20 平　 坦 ・一　 部 － － － － － 1 人　 為 土師凱 聴取 灰輌鼠土鮎1（珊 紺娩葉

164 G 8 d3 N －100－E 方　 形 2．80 ×2．72 32～40 平　 坦 全　 周 － －
1 1

－
1 人　 為 土略159，聴瓢涌製品欄雛潤 纏紅葉

165 G 8 e6 N －320－W 方　 形 3．68 ×3．50 48～52 平　 坦 全　 周 4 － 1 1 － 1 人　 為 土曜風紀瓢，金牌品1冊欄 梯づ閥　　　 8醜前葉

166 G 8 e8 N …120－E 方　 形 3．18 ×3．12 15～24 平　 坦 ほぼ仝周 2 1 1 人　 為 土師脚 ，概数 摘陶粗描1肺 ，楓 慣母欄 SI176→梱→S礪 鋸 D22

膵癌葉

16 7 G リdl N －150－E 方　 形 2．90 ×2瀾 45～50 平　 坦 ほぼ仝周 3 － － 1 －
1 人　 為 土師凱 聴帥 本跡欄 勘滅2　　 9世糾葉

168A G 8 g6 N －9 0－E 方　 形 4．70 ×摘 45、55 平　 坦 － 1 人　 為 土師断 鳳馳 欄吼 土貼吐鉦甜爛鋸紐 SIl鳩→本跡づK麟57個

9 57→碩　　　　 9醜中葉

168B G 8 g6 N －6 0－W 長 方 形 4．82 ×摘 65～72 平　 坦 m′げ－．一　 部 4 2 1 1 人　 為 土師凱 聴批 土製品腰臥璃鮎湖凰硝腔潮風

椀鵡1

楯→S臓ト瓢麟57爛 SB57と

の新旧欄　　 9雌前葉、碩

169 G 8 g9 N －9 0－E 長 方 形 2．82 ×2．45 32～40 平　 坦 まぼ仝層 － － 2 1
東 棚 1 自　 然 土師馳 虚器157瀾 曜 9醜後葉

170 G 8 j7 N －10㌧ E ［長 方 形］ 拇2］×3．70 40～45 平　 坦 一　 部 － － － 1 －
1 人　 為 土師馳 聴音6虹製品1傭蹄 銅製品1欄 SI171→本断SI173　　 9世組頭

17 1 G 8 j7 N －5 0－E 方　 形 5．15 ×5．10 60 平　 坦 まぼ全周 4 － 1 1 － 1
人　 為 土師署拙 拙馳 土製㌶欄 ，鏑弧 働 眠 欄 腰 本跡づI170瑚 173　　 8楳後葉

172 G 8 j9 N －10－W ［長 方 形 ］ 5．82 ×（4調 18～30 平　 坦 ［全周 ］ 2 2 西 棚 1 人　 為 土幡 乱放射 灰繍脱土紀聞 掴麒品1欄鉄矧 ，

炭価 礫

本跡づK573　　　 膵繍葉

173 G 8 j7 N －860－W 長 方 形 3．72 ×3．10 12～16 平　 坦 － － － － － － 1 －
土桐凱 街馳 金撒品冊子） SI171づI170→梯　　 錐繍葉

174 G 9 j4 N －120－W ［長 方 形 ］ 3．77 舶載 28～38 平　 坦 一　 部 － － 1 1 － 1
自　 然 土曜1鯨，鹿龍1拍製品1欄 ，鋪姐 肝） 本跡づB亜　　　　 纏離葉

175 G 9 hl N －2 0－W 方　 形 摘 ×3．70 36～50 平　 坦 まぼ仝周 － － － 1 － 1
人　 為 土師凱 虚郡 減綱 掴 粗 銅 子） 本跡づB53牒57粗　 9胱前葉

176 G 8 d8 不　 明 ［長 方 形 ］ 3割刈1調 30 平　 坦 ［仝周 ］ － － － － －
自　 然 土師凱 放馳 鰯鮎頼咄抽 本齢 Il瞞　　　　 8醜代

177 、G 9 a8 N －17。－W 方　 形 4．06 ×3瀾 34～40 平　 坦 － － － 1 － － 1
人　 為 土師馳 雌 甑 土製品栂鼠酎 紺酎葉

179 G 9 a5 N －0 0 方　 形 3．20×2．94 4 ～ 6 平　 坦 － － － － － － － －
土師馳 放馳 陶器1 梯づB73P3　　　 紺娩葉

180 F 9h8 N －230－W 長 方 形 4．18×3瀾 16～40 平　 坦 仝　 周 － － 2 1 － 1
自　 然 土曜136腰 器152調由曜 1「鰯鮎1磯 風 紺糾葉

181 F 9 i9 Ⅳづ00－E 不整方形 2．36×2．16 4 ～ 6 平　 坦 － － － － － － 1 －
土師軌 聴器14 9醜帽

182 F 9 iO 不　 明 ［方　 形 ］は9躯 2．90 4 平　 坦 － － － － － － － －
土師器13，徹器14 9醜中葉

183 G 9a4 N －120－E 長 方 形 3．30 ×2．87 32～35 平　 坦 ′まぼ仝周一－ － － 1 － 1
自　 然 土曜102腰 凱 金牌品1榊嘲蛸 8既後葉

184 F 9e9 N …100－W 方　 形 4．45 ×4．16 2 ～12 平　 坦 仝　 周 － － 1 1 － 1 －
土師凱 徹器栂 製品1個粧緒拍噺 8娩中葉

185 F 9 f4 N －8 0－W 方　 形 3．24 X 3．12 28～38 平　 坦 仝　 周 － － 1 1 西棚 1 自　 然 土師凱 徹器1取金属鮎3働 1，不轍鮎2」石器＝抽 SI189→梯　　　　 9醜後葉

186 F 9al N －800－E ［方　 形 ］胸 囲 調 －
凹　 凸

－ － － － － － 1 －
土師敬 赦獅 8世娩葉

187 E 9 j3 N －170－W ［方　 形 ］出願 3瀾 5 ～14 平　 坦 一　 部 － － 1 － － 1
自　 然 土曜8，撤詑6 8棟後葉

188 F 9e7 N …0 0 長 方 形 3瀾 ×3．25 12～30 平　 坦 ノまぼ仝周 － － － 1 － 1
自　 然 土師敬 徹馳 辟1 紺舶葉

189 F 9f5 N －100－W ［方　 形 ］ 3．40 ×［3調 31～36 平　 坦 一　 部 － － － － － 1 －
土曜13，紙器3 欄哺Il筋　　　　 腫酎葉

190 F 9e4 N －100－E 方　 形 4．00 ×3．95 30～40 平　 坦 まぼ全周 4 － － 1 － 1
自　 然 土師馳 磨凱 灰輌器1 柑酎葉

191 F 9 fl ［N －150－W ］［方　 形 ］幽 腑 周 － 平　 坦 － 1 －
本跡づIl鋸本跡づK714・72ト732

奈良・平安靴

19 2 F 9 C4 N －730－E 長 方 形 3．60 ×3．26 10～12 平　 坦 ・王は全周 － － － － － 1
人　 為 土師凱 徹靴 鋪製品1欄鉄貼 梯甘 710　　　 紺根葉

19 3 E 8 jO N －180－W ［方　 形 ］ 3．40 ×帥 ］ 8 ～13 平　 坦 全　 舶 － － － － － － －
土師裾 放翫 灰舶器1，帖1 纏敵葉

19 4 F 9 fl N －100－W －
3．80 ×（唖 25～33 －平　 坦 全　 剛 －－ － － － － －

人　 為

人　 為

人　 為

人　 為

人　 為

自　 然

人　 為

人　 為

自　 然

人　 為

須恵器5 SI19ト梯　　 奈良・平安峨

20 0 E 8 C6 N －50－W ［長 方 形 ］ 3．38 ×射1） 32～65 平　 坦 一　 部 － － 1 － － 1
土絡1盟腰 凱 鏑肌 用子） 9醜條

20 1 E 8 d4 N －130－W 長 方 形 4．13 ×3．66 60～76 平　 坦

凹　 凸

ほぼ平坦

仝　 周 4 － － 1 － 1
土榔 75酷瓢絹製品頂酢蛸 抽軌 刀子，鋒 欄金

時　 撥

鋸5→梯　　　 9槻前葉

20 2 E 7 eO N －8 0－W 脹方形または方形］ 5．43 ）軋顧 44～50 一　 部 － － 2 － 1
搬鼠鮮l

土師器197，聴取 姑1瀾悌

欄欄203，SB醐 礪　 8醜帽

20 3 E 7 e9 N －7 0－W 脹方形ま輔弼 3瀾 頼朝 18～24 － － － － － 1 土師龍07，嫌的滅柚陪1，石製品1髄 車用鋸 晰 S撒2→本跡→錮2

8棟後、腫繍葉

飢帯欄組腑［ 8楔僻204 E 7 d8 N －2 0－E 方　 形 3湖 ×3．52 45～50 平　 坦 仝　 周 2 1 1 1 土師凱 放馳

20 5 E 8 C2 N －2 0－W 長 方 形 卓．28 ×3．74 52、55 平　 坦 仝　 周 3 － 1 － 1
土師翫2㍉焙酢豚輌鼠土姐 欄 ，金属弧 2偲 凱紡

錘即 事，手配欄 欄お

土師裾 概説2膵柚略 ，石製品1髄畔

9掛62・65→梯　　 9世糾葉

206 E 7 C6 N －100－E 方　 形 4割 ×3瀾 50 ほぼ平坦 ほぼ全周 2 3 1 － 1 櫛一蠣　　　　 紺紅葉

207 E 7 e4 N －100－E 脹方形ま雄柵 餌 時 雄 66 平　 坦 一　 部 4 － 2 1 － 1 刃礪鶴放課2摘輌鼠土製品1潮 鰯賊 欄 瀾肘， S脇→梯　　　　 紺根葉

208 E 7 d5 N －0 0 長 方 形 3．73 ×3．32 30 ～37 平　 坦 ほぼ仝周 － － 2 － － 1
礫

土師凱 紙器1緋 袖曜1，鏑製品1欄接岸減価
本齢 撒7　　　　 醜後葉

209 E 8 a4 N －150－W 方　 形 摘 ×4．56 54～60 平　 坦 王は仝周 3 － 3 1 － 1 人　 為 土師掛i腰 掛 調由陶凱土製融欄沌製品用柵瀾 8棟復業

210 E Sb5 N －820－E 長 方 形 4．00 ×3．55 45～50 平　 坦 仝　 周 －
3 1 ’

－
1 人　 為 土畠檻］1，妃器102蘭鵬 1，細 腕 椀楓 満悦 聯 ベット状の床を雛　　 纏舷葉

21 1 D 8 j5 N －150－W 猿方形または方形］ 6．16 約 53） 50～61 平　 坦 半　 周 2 1 1 － 1 人　 為 土階 摘 揖7鏑弧 凱 釘，不粗潤 本断認62粗　　 相敵葉

212 D 8 jl N －0 0 長 方 形 摘 ×6．24 30～34 平　 坦 全　 周 4 1 1 人　 為 土癖1249腰 榊3滴舶器1摘榔徽土製粧細 鏑弧

瀞 働 ．補 強 堀

SB62→本断SK6器ベット状の離持

つ　　　　　 iO楳前葉

213 D 8h3 N －7 0－E 方　 形 6．62 親潮 15～20 平　 坦 ほぼ仝周 2 1 1 人　 為
I　　　　　　　　　　I
土師署軌 鑑馳 軸曜1，納陪1，土鮎損鼠石馴 軌

掛礪

本断肌 2ベバ状の床を新

棟緑葉

214 D 7d7 N －150－E 方　 形 3．78 ×3．53 30 平　 坦 ほぼ仝周 1 1 1 人　 為 土［

鰯

耐お，放瓢滅輌凱緑柚曜2，土製品1潮 ，諸2酌 ，

製品1欄沌 坪　 姑l炭化酢 炭価

餌→梯→S糀31Pが　 麒耗

lC醜前葉

215 D 7hO N －14。－W 長 方 形 3．18 ×2．48 20～25 平　 坦 ほぼ仝周 － － － － －
1 人　 為

，　　　I　ヽ
土酵193．聴視，土弧 爛 j Sm h 梯→S礪　　 鴫 前葉

216 ．D 7hl ．N ＿1A0－1Ⅳ
エ1　・11　　　　　　　　l

七　 形 l
ノ　J

41約 日目 朝ト62 ．平　 坦 ．「会 田1
L　M”JL”一1卜㌔lJl l l

3 ． 1 1
l
1
l
人　 瑚 土師凱 聴器鵜灰輌艶土弧 潮　　　　 ．的→本断m 摘腑　 8煤塵216 －D 7hl N ＿1A0－W

l　エ1 11
七　 形
l　ノJ

‖ 1は て76 l 朝ト62 ！平　 坦 「会 田1
1LM”JL－11叫JJl l

1 3 1
l　　‾‾ l

1
l
l人　 為は 鶴舞頻澄和魂鶴は戯距鞠 ，的→本断m 摘腑　 8煤塵

217 D 7 i5 N －0 0 長 方 形 5．90 ×4．92 22～32 平　 坦 ほほ全問 2 4 1 人　 為 瑚振41蘭 書掛 軸馳 緑鯛駅頭製㌶働，欄碑鼠

離 強 鋸 潤

犯18→梯→9 24　 1鵬 前葉

2 18 D 7 h6 N －4 0－E 方　 形 5．92 ×5．66 22、35 平　 坦 は瑚 2 － － － － 1 人　 為
土師掛亀鑑凱 旋輌乳頭監1徽 轟2 犯19→梯→SI2iトSD24 9梗概

－535－



住居跡

番　 目
位置 主軸方向 平 面形

規模（m ：）

長軸×短軸

機構不明は
東西軸×南北酢

壁高

（cm ）
床面

内　 部　 施　 設
覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

遺構番号・踊雛滝→凱

糀 その他
壁 溝 主柱穴貯猷 ピット入 日 棚 竃

219 D 7h7 N －00 浪方形または方舶 摘 璃雄 32～34 平　 坦 纏珪瑚 － － － － － 1 人　 為 土鵬7腰凱購 碩づI鋸鵜鋸4　舵繰

220 E 7a5 N－50－W 方　 形 4．38招．27 20～30 平　 坦 一　 部 2 1 1 人　 為 土纏位磨凱摘輌鼠硝結線車通 辞鉱石軋雲母

欄儀睾1

SI2鉦223牒79，Sは2・657・掛澗・

胤→梯→酎針錮　 雌繍葉
221 E 7 a5 N…80－E 方　 形 4．12 Xヰ湖 25～33 平　 坦 ほぼ全局 2 1 人　 為 爛馳 恕翻臓腑1，雄欄私親物 SI225．SB79→欄輔惚・222・2慧→

S糀57・6駕・678・SD封　9醍碩
222 E 7 a6 N－370－E ［長方形］幽 図2粛 不明 凹　 凸 不　 明 1 － 土師凱虚器1摘輌監制姉1途弘冊子痛剋漂母片

岩j

SI22ト223・225，SB79→棚減胤

雌緑葉
223 E 7 a6 N－50－E 方　 形 3．83 X 3．62 12、22 平　 坦 一　 部 2 1 人　 為 土婦拙恕馳 柵税 制郷風雅 SI221瀾79→梯載220・222，錮1

紺癌葉
224 E 7 b7 N－110－E 方　 形 3．36×3．32 40～45 平　 坦 ′…一　部 1 1 1 人　 為 謙馳 凝凱 軸曜1，土貼猶粗銅漑離域瀾傲

聯

SI225牒72→梯欄甜　9槻磯

1225 E 7 b6 N…60－E 長方形 3．67 X 3．20 24～30 平　 坦 uAmA一　部 － － 2 － － 2 人　 為 土瞳136蘭 敬禰陪1 979→本酎iI22ト222・224紺舶葉

226 D 8g3 不　 明 長方形または方形 3．50刈1．50j 19～29 平　 坦 一　 部 － － － － － － 自　 然 土師諾挑顆凱摘曜1溜敵組 魂用は　　　 1〔醜前葉
227 D 8 f2 不　 明 長方形または方形 3．5iX服7） 45 平　 坦 一　 部 － － － － － － － 土師凱須恵馳衡 本跡欄25　　　　 9世糾葉

228 D 7 fO 不　 明 脹方形または方形］錮0両 ．50）20、37 平　 坦 － 2 1 人　 為 土師鼠紙馳土製品1個軌 本跡づK麟略 S粧欄

纏敵葉

300 F 8 h4 不　 明 不　 明 摘 叫欄 35 ほぼ平坦 － － － － － － － 人　 為 土曜17，総説 奈良・乎餌代

表9　掘立柱建物跡一覧表
掘立柱

建物跡

番　 号

位 置 桁行方向

規 模 （長 さ の 単 位 は す べ て m ） 柱 穴 （長 さ の 単 位 は す べ て cm ）

主　 な　 遺　 物
備　　　 考

遺構番号新旧関係店→新）・時代その他桁間平均距離 桁行柱間 梁間平均距離 梁行柱間
面積

（mZ）
構造 柱穴 平 面 形

長径

㈲

短径

㈲
深さ 柱寸法

42 E 4 i7 N －170－W 3 5．93 1．92、2．14 2 3．62 1．58、1．92 21．46 側柱 10 責　 円　 形72、84 60～78 42、64 16、24 土師拙 須恵拙 右裾 砥扁 膵紺葉

43 E 3d9 N －740－E 5 10．64 1．32、3．82 2 4．28 1．90、2．28 45．53 側柱 16 隅丸長方形儲円形6ト120 58、89 30、55 18、22 土瞞 略須恵器18 SIllト本跡　　　　　　　　 冊 緋

4 4 E 4e9 N －780－E 2 4．50 1湖、1．86 2 4．20 1．6卜1．82 18瀾 肇柱 7 円　　　 形36、98 3卜74 2卜32 土師凱7，須恵削2 繍 →SI12m 9　　　　　　　 8靴代

4 5 H 9 f3 N －4 0－W 3 7．00 2．10、2．52 2 4．73 2．30、2．47 33．11 肇柱 10 楕円形・円形 8ト130 8卜102 2Ⅲ7 lト24 土舶載須紺 7 紺紀中葉

4 6 H 9 C3 N －800－E 2 4．39 1．9ト4．39 2 4．20 1．85、2．37 18．44 側柱 7 紺 形・円形 7日 14 6ト86 2ト72 19、25 土師馴牒恵器4 SK511との新旧欄　　　　　　 膵紀代

4 7 H 9 a5 N －180－W 2 4．48 － － 6
恵　 円　 形 68、86 紺、丁ご2卜52 18、22 土鵜 l臓 恵拙 鉄製品1（．肘 ） 膵紀代

4 8 G 9 i5 N －0 0 3 5．70 1．68～2．20 2 3．98 1．98 12瀾
－
6 隅娘旅・槽聯 82、124 82～104 32、52 12、18 土師凱2，須恵凱7 膵紀中葉

49 G 9 j2 N －7 0－W 2 4．20 2．0ト2．22 2 4．00 1．7ト2．27 1 ．腑 － 6 那醐 形・相形 80、124 72、17 2卜53 欄 土師臥 須恵器3 繍 →SI157　　　　　　 紺紀前葉、中葉

50 G 8 aO N －10－E 4 7．84 1．90、2．14 1 2．41 2．30、2．54 18瀾 肇吋柱 8 楕円形・円形・方形 72、84 62欄 22、63 8、24 土酎勘拍儲 9蠣 前葉、中葉

52 G 8 h3 N －0 0 2 4．14 2．00～2．54 2 （3．58） 1．58、2．00 触82 目柱 6 畜柵 ・円形・方形43、89 3摘3 2ト58 16、23 土瞞 1摘 恵器5 錐緋

53 G 9 h2 N －810－E 3 4．69 1．4ト1．70 2 3．60 捕卜1．95 16．89 首柱 10 網形・円形・方形3掴0 20、70 22、51 8、32 土鵬 蝕須紺 20 SI175→本跡　　　　　　 膵紀中酎欄

54 G 8 i4 不　 明 2 4．28 1．92～2．封 － 4．50j 不明 3 楕　 円　 形83、118 7卜103 粧瀾 0、30 土瞞 2，須紺 3 膵紀代

55 G 9 h3 不　 明 2 4．00 1．8ト2．12 （1 1．95 1．8卜2．05 （12．36）側柱 5 隅　丸　方　形78欄 （5ト82）3Ⅲ0 12、20 土締 2，須恵器5 繍 →SK510 SB56との新旧欄

9蠣 前葉、中葉

56 G 9h3 不　 明 2 3．86 1．90 1＿ 2．00 1．9ト2．06 7．72）侶柱 5 吉円形・円形 54 4ト54 46、66 ト21 須恵酎 SB55との新旧欄　　　　　 膵紀中葉以降

57 G 8g5 N －0 0 3 6．00 1．72、2．38 3 4．62 1．50、1．62 駄 72］側柱 7 楕円形・不整楕円形73、110 6Ⅲ8 恥 51 欄 土踊 ほ，鵜 凱 金属製品1（．刀

子）

柑 →SI168A　SI168B・168B湖509，567調 5銅

との新旧相　　　　　　　 9蟻 前葉

58 G 9e4 N －120－W 2 3．74 1．80、2調 2 3．52 1．60、1．88 3．16 日柱 8 円　　　 形 42、52 卜20 14 9蠣 前葉

59 G 9 C4 N －120－W 2 4．25 1．4卜2．60 2 4．04 1期ト2．08 7．17 日柱 8 円　　　 形 4卜50 3卜54 欄 SK592・593との新旧不明 膵踊 葉

6 0 E 8 cl N 瀾 0 3 5．10 1．82～1．90 2 3．60 1．80、1．95 8．36 貝l柱 10 毒円形・円形 鉦欄 29、84 40、66 6、32 土鵬24，須恵器18 SB62，64，67→繍　　　　　　 9蠣 中葉

6 1 E 8 b2 N －170－W 3 7．59 2．2ト2．65 2 4．50 2．02、2．70 34．16 則柱 10 楕円形用 形 7卜91 68、82 l卜丁3 1ト20 土締 結須紺27 棚 →SI205，SB62 SB65との新旧不明　9世組 頭

6 2 E 7 aO N l 貯 5 10．97 1．90、2．40 2 5．23 2．50、2．80 蔓雄 ＿嘩 ＿旦 ＿楕円形・円形 9ト134卦燕 j蔓：軍 壁 軍 土瞞 凰儲 矧肪障 1 SB61，67，68，SK640→柚→SI205，212，SB60

朋．53 漉 、楕円形・円形、5卜104 酢欄 42、68t Pg7，SB70との新旧欄　　　　 膵繍 葉

63 E 7 e7 N －790－E 2 4．17 1．9ト2．17 1） 1．15 1．10、1．20 栂0 総柱 6 紺 形・円形 7ト112 6ト100 40、79 18、25 土師器2摘 恵器27， 相 →SK605・6酢610 SK603との新旧不明9腑 代

64 E 8 dl N －710－E 3 6．20 1．82、2．40 1） 2．51 2．50～2．52 15．56 側柱 6 楕円形瀾丸方形00、148 0距134 72、104 28、32 土踊 蛛須紺 22 Si202→繍 →Sm 帰航06　蠣 操業、膵紀前葉

65 E 8 b3 N －200－W 4 9．81 2．2卜2．67 2 4．55 2．2ト2．34 44湖 側柱 10 楕円形・円形56、100 4卜74 5卜106 欄 土師削 本跡→SI201，205 SB61との新旧欄

膵妃後葉以前

66 E 7C8 N －0 0 4 7．46 1．58、2．10 2 3．54 1瀾～L94 26．41 側柱 9 網形・不整楕柵 89、137 7ト105 2ト53 欄 土鵬 仕須恵器21 SB70→繍 →SI204，SB72　　　　 膵紀中葉

67 E 7bO N －860－E 3 4．47 1．3卜1．70 2 3．33 1．50、1．88 14．89 側柱 10 紺 形・円形62、76 52、70 2卜42 16、30 土締 粍須恵器14 繍 →S晰 62　　　　　　　 紺紀末葉

68 D 7 j8 N －800－E 3 7．03 2．12～2．58 1 4．67 偏7） ［32潮 側柱 7 楕円形・円形79、117 7卜100 29、69 不明 土鵬 13，須恵凱2 繍 →SI214，S睨 SK640 S腑3，658湖 ・7との

新旧欄　　　　　　　　 膵紀末葉

69 D 7h8 N －0 0 3 4．87 1．50、1．75 2 4．07 1．83、2．24 19．20 側柱 10 紺 形・円形 52、92 5Ⅲ8 1ト49 12、18 土師凱 離 別 Pg6との新旧欄　　　 紺鵜 葉魂 絹 業

70 E 7C9 N －260－W 2 6．38 2．30、4．㈲ 2 3．45 1．76、3．25 22．01 側柱 7 楕円形・円形 6卜95 4卜82 2卜73 18、26 須恵器1 糊 →SI204，SB鋸 K678 SB62との新旧欄

膵締 葉

7 1 D 8 h2 N －730－E 3 6．85 2．18、2．50 2 4．12 2．榊、2．15 28．22 側柱 9 紺 形・円形 5ト80 5卜79 38、83 18、23 土踊2，須恵器3 繍 →SI216　　　　　　　 8醜 中葉

72 E 7 b7 N －0 0 3 3．96 1湖、3．10 3 3．25 1．50、17．8 12．87 総柱 9 楕円形・円形 52、116 5摘 4 42、74 18、22 土鵬 3瀾恵器6 SB66→柑 →SI224 Pg5との新旧不明

8蠣 後葉、膵踊 葉

73 G 9 a5 N －190－W 2 3．51 1．5卜1．70 2 3．42 1．60、1．88 12瀾 則柱 7 毒　 円　 形 68、84 48、64 29、50 12、22 SI179→柑 SK595・597との新旧欄　 膵踊 葉

74 G 9 aO N －820－W 2 5．10 2．42、2湖 2 3．32 1．40、1．62 16．93 側柱 8 楕　 円　 形 γご＼用 62、82 6、38 卜18 醐 不明

75 F 9 j9 N－6 0－W 2 3．04 1湖、1．72 2 3．16 1．46～1．70 9．60 側柱 7 円　　　 形3卜50 22、40 8、12 土締 摘 紺 7 9蠣 前葉

76 G 9 b3 N －8 0－W 2 3．12 1．42、1．64 1 2．18 m ト2．20 6．81 － 5 円　　　 形40、44 16、44 2、19 繍 →SI183 SK58欄旧不明　　　 錐紀前葉

77 F 9h5 N －370－W 3 4．42 1．10～1．駈 2 3．28 1．現、1湖 4．49 則柱 10 円　　　 形5卜58 30、62 不明 土師凱 須恵器3 柑絹 業

78 F 9g6 N －190－W 2 3．58 1湖、1．86 2 3．42 1湖、1．82 2．24 則柱 8 毒　 円　 形軒潮 36、82 ご0、寸ご 欄 土師凱 須恵器2 9醜 前葉

79 E 7a6 N －830－E 3 6．80 2．㈱、2．70 2 4．15 2．榊、2．20 28．22 側柱 10 楕円形・円形78、124 68欄 32、59 22、30 土締 2摘 恵器嫡 繍 →SI2 m 23・225，S臓 7・658・鵜 SD24

8蠣 前葉

8 0 D 7 gO N －110－W （2） 5．90 2．3ト3．㈱ 2 4．42 2．18、2．26 2日8 側柱 7 舶形・不整楕円形8ト137 75＼107 4摘8 18、24 土締 95，須恵器50 SI215・216→摘 →SD25，SI22紺 635・680との新

旧欄　　　　　　　 1膵紀前葉以降
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表10　土坑一覧表

土坑

番号
位置
長 径 方 向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　 模
壁 面 底 面 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　 考

遺構番号・新旧断 活→新）時代・その他長径㈲ ×短径潮目m ）深さ（cm）

416 F 4 b3 N －33 0－E 楕　 円　 形 3．45　×　2．60 27 緩　 斜 皿　 状 土師器片6，須恵器片9

417 F 4 d4 Ⅳ4 7 0－W 円　　　　 形 4 ．30　×　4．00 2 70 緩　 斜 皿　 状 土師器片397，須恵器片480

4 18 E 4 g4 N －130－W 不 整 長 方 形 2．60　× 1．05 2 4 外　 傾 平　 担 土師器片7，須恵器片23 S I l15→本跡

4 19 E 4 hO N －3 0－W 不 整 長 方 形 1．40　×　0．52 3 2 外　 傾 平　 担 須恵器片1 本跡→SIlO8→SI lO7

4 2 0 F 3 C9 N －0 0 不　 定　 形 1．17　× 1．06 4 3 外　 傾 皿　 状

421 F 3 C9 N －900－E 隅 丸 方 形 1．75　× 1．65 6 5 外　 傾 平　 担 土師器片5，須恵器片3

422 F 3 b9 N －270－E 楕　 円　 形 0．80　×　0 ．65 3 8 外　 傾 皿　 状

423 F 3 C9 N －17 0－W 楕　 円　 形 0．74　×　0．64 14 緩　 斜 平　 担

425 F 4 b l N －90 0 隅 丸 方 形 1．42　× 1．35 53 緩　 斜 平　 担 土師器片2

426 F 3 cO N －90 0 不 整 方 形 1．00　×　0．95 70 外　 傾 段　 状

427 F 3 cO N －0 0 不 整 長 方 形 1．06　×　0．82 48 外　 傾 皿　 状 土師器片2，須恵器片1

428 F 4 dl N …90 0 円　　　　 形 0．74　×　0．72 28 外　 傾 皿　 状

429 F 3 C9 N －61 0－E 不 整 円　形 0．90　×　0．83 53 外　 傾 平　 担 須恵器片2

43 0 F 3 dO N －37 0－W 楕　 円　 形 0．68　×　0．60 44 垂　 直 平　 担

431 F 3 d9 N －77 0－E 楕　 円　 形 0．95　×　0．81 54 外　 傾 皿　 状

432 E 4 g4 N －82 0－W 隅 丸 長 方 形 2．26　×　0．95 55 外　 傾 平　 担 SI115→本跡

434 E 4 d5 N －250－W 楕　 円　 形 1．20　× 1．08 4 4 垂　 直 平　 担 土師器片8，須恵器片2

43 5 E 4 C5 N …290－W 円　　　　 形 1．44　× 1．34 4 4 外　 傾 乎　 担

436 E 4 C6 N －340－E 円　　　　 形 1．36　× 1．25 5 4 垂　 直 乎　 担 土師器片75，須恵器片20

4 3 7 E 4 d5 N －100－W 方　　　　 形 1．00　×　0．97 4 0 垂　 直 平　 担

43針 E 4 d4 N －900 不 整 円　 形 1．15　× 1．13 4 2 緩　 斜 皿　 状 土師器片25，須恵器片5

439 E 4 d4 N －560－W 円　　　　 形 1．00　×　0 ．93 2 0 外　 傾 平　 担 土師器片6，須恵器片5

440 E 4 f2 N －0 0 隅 丸 長 方 形 1．05　×　0．85 4 2 外　 傾 凹　 凸 土師器片1，須恵器片10

4 4 1 E 4 C4 N －0 0 円　　　　 形 1．15　× 1．12 4 0 外　 傾 乎　 担 土師器片36，須恵器片10

4 42 F 4 a7 N －0 0 楕　 円　 形 0．70　×　0．64 64 外　 傾 皿　 状

443 E 3 C9 N －0 0 不　 定　 形 3．74　×　2．90 5 5 緩　 斜 血　 状 土師器片471，須恵器片437，土製品2，石塊1

44 4 F 3 dO N －0 0 円　　　　 形 0．90　×　0．85 50 外　 傾 皿　 状 土師器片18，須恵器片32

44 5 F 4 a6 N －40 0－W 楕　 円　 形 0．79　×　0．68 75 外　 傾 皿　 状 土師器片11，須恵器片10，石塊1

44 6 E 4 j7 N －34 0－W 楕　 円　 形 0．80　×　0．68 92 外　 傾 平　 担 土師器片3，須恵器片3

44 7 F 4 b7 N －45 0－W 円　　　　 形 0．80　×　0．76 25 外　 傾 平　 担 須恵器片1

土師器片1，須恵器片2

土師器片6，須恵器片4

土師器片5，須恵器片4

土師器片13，須恵器片2

44 8 F 4 b6 N －43 0－W 隅 丸 長 方 形 1．30　×　0．65 30 外　 傾 平　 担

449 F 4 e5 N －510－W 長　 方　 形 1．20　× 1．05 66 外　 傾 平　 担

450 F 4 d8 N －550…W 長　 方　 形 1．37　×　0．70 28 外　 傾 平　 担

451 E 4 d3 N －100－W 長　 方　 形 0．95　×　0．82 58 外　 傾 乎　 担

452 E 4 d6 N －400－W 円　　　　 形 0．95　×　0．90 17 緩　 斜 平　 担

453 E 4 d6 N －0 0 楕　 円　 形 1．10　×　0．93 5 0 外　 傾 平　 担

凹　 凸

皿　 状

454 E 4 e7 N －90 0 円　　　　 形 1．18　× 1．15 2 0 緩　 斜

455 E 4 C5 N －0 0 円　　　　 形 0．92　×　0．86 2 0 外　 傾

456 E 4 e4 N －0 0 円　　　　 形 1．00　× 1．00 2 6 外　 傾

垂　 直

外　 傾

皿　 状

457 E 4 a7 N －90 0 円　　　　 形 1．10　× 1．0‾5 60 平　 担

458 E 4 a8 N －12 0－E 円　　　　 形 1．15　× 1．05 5 7 平　 担

459 F 4 b2 N －0 0 隅 丸 長 方 形 1．22　×　0．90 3 5 外　 傾

垂　 直

外　 傾

平　 担

460 E 4 h6 N －90 0 円　　　　 形 0．88　×　0．80 28 平　 担

461 E 4 e6 N －0 0 円　　　　 形 0．84　×　0．82 46 平　 担 土師器片1，須恵器片3

l

l

46 2 E 4 e2 N －0 0 円　　　　 形 0．81 ×　0．80 30 緩　 斜 平　 担

463

4 64

4 6 5

F 4 dl

E 4 el

F 4 b7

N －380－E

N －630－E

N －570－E

円　　　　 形

楕　 円　 形

楕　 円　 形

0．67　×　0．61

1．27　× 1．04

0．99　×　0．87

24

84

66

外　 傾

垂　 直

外　 傾

平　 担

凹　 凸

平　 坦

466 F 4 b l N －0 0 円　　　　 形 0．42　×　0．42 3 0 外　 傾 皿　 状

467 E 4 e8 N －90 0 円　　　　 形 1．20　× 1．15 4 4 外　 傾 皿　 状

468 F 4 e8 N －14 0－E 楕　 円　 形 0．60　×　0．48 6 8 外　 傾 平　 担

469 F 4 e8 N －90 0 円　　　　 形 0．32　×　0．30 3 5 外　 傾 平　 担

470 F 4 a6 N －90 0 円　　　　 形 0．90　×　0．84 3 8 外　 傾 皿　 状

471 E 3 C8 N －0 0 円　　　　 形 0．74　×　0．74 5 2 外　 傾 皿　 状

472 E 3 g7 N －0 0 円　　　　 形 0．55　×　0．50 2 1 外　 傾 皿　 状

473 E 4 h7 N －49 0－E 楕　 円　 形 0．52　×　0．46 1 9 緩　 斜 皿　 状

474 E 4 h7 N －0 0 円　　　　 形 0．68　×　0．64 6 1 緩　 斜 平　 担

475 F 4 cl N －0 0 円　　　　 形 0．42　×　0．42 20 外　 傾 段　 状
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土坑

番号
位置
長 径 方 向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　 模
壁 面 底 面 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　 考

遅滞番号・新旧開催古→酢時代・その他長離郷 ×短径潮鉦扉 深さ（cm）

476 F 8 cO N －90 0 長 楕　 円　 形 1．20　×　0 ．58 25 外　 傾 平　 担 SI148→本跡

477 H O fl N －60 0－E 隅丸 楕 円 形 ［1．20］× 0．98 45 垂　 直 平　 担 須恵器片2 SK 4 97→本跡

478 H 9 fO N －17 0－W 隅 丸 楕 円 形 1．00　×　0．80 30 外　 傾 平　 担

479 H 9 fO N －17 0－W 隅 丸 楕 円 形 1．15　× 1．08 44 垂　 直 平　 担 土師器片2，須恵器片1 SI 15 0→本跡

480 H 9 f9 N －75 0－E 隅 丸 楕 円形 1．05　×　0．90 4 1 外　 傾 平　 担 SI15 0→SK 4 90→本跡

48 1 H 9 f9 N －15 0－W 隅 丸 楕 円形 3．92　×　0．83 65 緩　 斜 凹　 凸

482 A H 9 g7 N －16 0－W 隅 丸 楕 円 形 1．45　× （1．15） 19 外　 傾 平　 担 SK 48 2B →本跡

48 2B H 9 g8 N －10 0－W 隅 丸 楕 円 形 0．97　× （0．74） 10 緩　 斜 平　 担 本跡→SK 48 2A

48 3 H 9 f7 N …76 0－E 隅 丸 長 方 形 1．10　×　0．70 7 0 内　 傾 乎　 担 土師器片10，須恵器片13

48 4 H 9 d9 N －170－W 楕　 円　 形 1．55　× 1．19 5 1 外　 傾 平　 担 土師器片12，須恵器片6

48 5 H 9 C8 N －360－W 楕　 円　 形 1．04　×　0．93 3 5 緩　 斜 皿　 状 土師器片3，須恵器片7

48 6 H 9 e8 N －430－E 不　 定　 形 5．83　×　0．62 3 6 垂直・緩斜 凹　 凸

487 H 9 C9 N －0 0 楕　 円　 形 0．92　×　0．90 48 外　 傾 平　 担 土師器片18，須恵器片5

48 8 G 9 i6 N －200－E 楕　 円　 形 0．93　×　0．80 40 外　 傾 皿　 状 土師器片4，須恵器片2 SI 146→本跡

490 H 9 f9 N －150－W ［隅丸長方形］ （1．05）×　0．92 30 垂　 直 平　 担 SI150→本跡→SK 480

4 9 1 H 9 C8 N －90 0 円　　　　 形 0．50　×　0．47 18 外　 傾 皿　 状

492 H 9 g8 N －78 0－E 長　 方　 形 1．46　×　0．60 54 外　 傾 平　 担 土師器片2，須恵器片1

493 G 9 j6 N －76 0…E 不 整 長 方 形 1．52　× 1．10 19 垂　 直 平　 担 土師器片2，須恵器片5

494 H 9 C8 N －90 0 円　　　　 形 0．74　×　0．68 20 外　 傾 平　 担

495 H 9 g7 N －77 0－E 長　 方　 形 （2．00）×　0．66 25 外　 傾 平　 担

496A H 9 g7 N －15 0－W ［不整長方形］ （0．92）×（0．50） 30 外　 傾 平　 担 SK 4 96B→本跡

49 6B H 9 g7 N －16 0－W ［不整長方形］ （0．67）×（0．56） 20 緩　 斜 平　 坦 本跡→SK 4 96A

49 7 H lOfl N －6 0－W 長　 方　 形 1．40　× 1．20 4 4 垂　 直 平　 担 土師器片3，須恵器片1 本跡→SK 4 77

49 8 H 9 C6 N －14 0－W ［不整長方形］ 1．60　×（0．77） 30 外　 傾 平　 担 土師器片1，須恵器片1

49 9 H 9 d5 N －700－E 長　 方　 形 1．96　× 1．37 4 7 外　 傾 平　 担 土師器片12，須恵器片15

50 0 H 9 f2 N －560－W 円　　　　 形 1．29　× 1．18 2 8 外　 傾 皿　 状

須恵器片4

SI 152→本跡

50 1 H 9 fl N －200－W ［不 整 円 形 ］ （2．74）×（0．99） 62 緩　 斜 凹　 凸

502 G 9 j5 N －120－W ［不整長方形］ 1．70　×（0．80） 16 外　 傾 平　 担

503 G 9 j9 N －320－W 楕　 円　 形 1．03　×　0．77 23 緩　 斜 平　 担

504 G 9 i9 N －90 0－W 楕　 円　 形 0．96　×　0．86 34 緩　 斜 平　 担

505 G 9 jO N －23 0－W ［不整長方形］ 1．00　×（0．95） 12 緩　 斜 平　 担 土師器片7

506 H 9 d2 N －17 0－W 隅丸 長 方 形 1．65　×　0．87 20 緩　 斜 皿　 状 土師器片6，須恵器片5

土師器片2

507 G 9 i8 N －0 0 円　　　　 形 0．66　×　0．64 12 緩　 斜 皿　 状

508 H 9 b2 N －16 0－E 円　　　　 形 0．68　×　0．61 27 外　 傾 皿　 状

509 G 8 g5 N －70 0－W 楕　 円　 形 0．80　×　0．60 73 外　 傾 凹　 凸 須恵器片1

510 G 9 h3 N －20∪－W L 長 方 形 」 1．59　×（0．77） 74 垂　 直 平　 担 土師器片2，須恵器片1 SB 55→本跡

511 H 9 C3 N －65 0－E 楕　 円　 形 0．92　×　0．81 22 緩　 斜 平　 担 土師器片1，須恵器片1 SB 46との新旧不明

512 H 9 d2 N －21 0－E 隅 丸 長 方 形 1．16　×　0．62 10 緩　 斜 皿　 状

513 H 9 g2 N －54 0－W 楕　 円　 形 1．20　× 1．00 19 垂　 直 平　 担

514 H 9 d2 N －170－W 隅 丸 長 方 形 1．20　×　0．66 11 緩　 斜 皿　 状

515 H 9 b4 N －0 0 円　　　　 形 0．40　×　0．38 5 5 垂　 直 平　 担

516 H 9 b4 N －750－E 楕　 円　 形 0．55　×　0．46 2 0 垂　 直 平　 担 土師器片1，須恵器片1

51 7 H 9 a4 N －700－E 不 整 楕 円 形 1．08　×　0．90 12 緩　 斜 平　 担

518 H 9 b4 N －720－E 長　 方　 形 ［1．02］×　0．90 3 2 緩　 斜 平　 担 SK 5 19→本跡

519 H 9 b4 N －270－W ［隅丸長方形］ 1．10　×［0．72］ 28 外　 傾 平　 担 土師器片7，須恵器片7 本跡→SK 5 18

5 20 G 9 j2 N －79 0－E 台　　　　 形 1．40　× 1．15 20 外　 傾 平　 担 SI157→本跡

52 1 G 9 j2 N －74 0－E 長　 方　 形 1．11 ×　0．80 20 外　 傾 平　 担 SI157→本跡

522 H 9 h6 N －68 0－E 楕　 円　 形 2．02　× 1．48 48 緩　 斜 平　 担 土師器片7，須恵器片7

523 F 8 i3 N －9 0－W 不 整 楕 円形 1．30　×　0．98 54 外　 傾 階　 段

524 F 8 i2 N －78 0－E 楕　 円　 形 1．25　×　0．62 28 外　 傾 平　 坦

525 F 8 i2 N －53 0－E 不 整 楕 円形 1．02　×　0．85 14 緩　 斜 平　 担

526 F 8 h2 N －90 0 楕　 円　 形 1．69　×　0．72 4 5 垂　 直 平　 担 土師器片3，須恵器片1

52 7 F 8 j2 N －23 0－W 円　　　　 形 0．96　×　0．95 20 緩　 斜 階　 段 土師器片7，須恵器片1

52 8 G 8 a5 N －820－E 円　　　　 形 1．22　× 1．18 6 8 垂　 直 平　 担 土師器片3，須恵器片3

52 9 G 8 a4 N －460－E 円　　　　 形 0．41 ×　0．37 17 垂　 直 平　 担

530 G 8 C4 N －500－E 円　　　　 形 0 ．88　×　0．88 4 0 垂　 直 平　 担 土師器片 1 ，須恵器片 3

53 1 G 8 C4 N －430－E 不　 定　 形 1．96　× 1．38 5 8 垂　 直 平　 坦

532 G 8 h 5 N －0 0 円　　　　 形 0．56　×　0．54 4 6 垂　 直 平　 坦

－538－



土坑

番号
位置

長 径 方 向

（長軸方向）

平 面 形
規　　　 模

壁 面 底 面 出　　 土　　 遺　　 物
備　　　 考

遺構番号・新旧関係（古→新縄付その他長径潮）×短径㈱両扉 深さ（cm）

53 3 F 8 j4 N －860－W 円　　　　 形 0．79　×　0．78 27 緩　 斜 皿　 状 土師器片 1

534 F S jご N …340－W 不 整　 円　形 0．74　×　0．74 29 緩　 斜 階　 段

536 G 8 C4 N －540…E 楕　 円　 形 1．25　×　0．90 54 外　 傾 平　 坦

537 G 8 a2 N …8 0－W 不　 定　 形 0．48　×　0．48 3 2 垂　 直 平　 坦

538 F 8 j2 N －810…E 不 整 楕 円 形 0．40　×　0．35 4 5 外　 傾 平　 担

539 G 8 C5 N －34 0－W 隅丸 長 方 形 1．05　×　0 ．50 10 緩　 斜 平　 担

540 G 8 C6 N －810－E 隅丸 長 方 形 1．57　×　0．54 10 緩　 斜 平　 担

54 1 G 8 C3 N …46 0－E 円　　　　 形 1．12　× 1．09 2 0 外　 傾 平　 坦 SI162→本跡

54 2 G 8 C3 N －34 0－W 楕　 円　 形 1．03　×　0．92 4 3 外　 傾 平　 担 SI162→本跡

54 3 G 8 b3 N …17 0－E 円　　　　 形 0．98　×　0．90 30 外　 傾 平　 担 土師器片8 SI 162→本跡

54 4 G 8 d6 N －83 0－W 円　　　　 形 1．00　×　0．93 2 1 緩　 斜 平　 坦 土師器片5，須恵器片2

54 5 G 9 dご N …15 0…E 隅 丸 台 形 1．35　×　0．63 15 外　 傾 平　 担 SI16 7→本跡→SK 562

54 6 G 8 a3 N －81 0－E 円　　　　 形 0．80　×　0．72 36 垂　 直 平　 担

547 E 7 e6 N …48 0…W 不 整 円　形 0．97　×　0．78 33 外　 傾 階　 段

548 G 8 d6 N －76 0－W ［楕 円 形 ］ （1．98）× 1．30 70 外　 傾 平　 坦 土師器片4，須恵器片4，
金属製品1（不明銅製品）

SI16 5→本跡

54 9 G 8 e7 N －25 0－W 不 整 方 形 1．51 × 1．35 30 外　 傾 平　 坦 SI166→本跡

55 1 G 8 eO N －520－W 楕　 円　 形 1．51 ×　0．95 12 緩　 斜 平　 担

552 G 8 eO N －410－E 円　　　　 形 0．79　×　0．77 10 緩　 斜 平　 担

553 G 9 el N －830－W 楕　 円　 形 1．23　×　0．92 28 緩　 斜 平　 担

554 G 9 el N －570－W 円　　　　 形 0．89　×　0．82 28 外　 傾 凹　 凸

555 G 9 d2 N －900…E 楕　 円　 形 0．70　×　0．60 14 緩　 斜 皿　 状 土師器片3

556 G 9 fl N －620－E 楕　 円　 形 0．77　×　0．65 3 4 外　 傾 皿　 状

557 G 9 f2 N －90 0－E 楕　 円　 形 1．37　×　0．88 12 緩　 斜 平　 担 土師器片3

558 G 8 fl N －7 0－W 楕　 円　 形 1．25　×　0．83 2 1 緩　 斜 平　 担 土師器片2

559 G 8 fO N …89 0－W 楕　 円　 形 1．86　× 1．24 2 0 緩　 斜 乎　 担

560 G 8 f9 N －0 0 円　　　　 形 0．42　×　0．42 9 0 外　 傾 皿　 状 須恵器片2

56 1 G 8 e9 N …55 0－W 楕　 円　 形 1．12　×　0．70 2 0 外　 傾 平　 担

562 G 9 d2 N －5 0…E ［隅丸 方 形 ］ 1．22　×（0，90） 45 外　 傾 皿　 状 SI167→SK 545→本跡

56 3 G S i5 N －75 0－E 楕　 円　 形 1．60　× 1．17 2 8 緩　 斜 平　 坦

凹　 凸

凹　 凸

凹　 凸

凹　 凸

皿　 状

土師器片9，須恵器片11

S I 166→本跡

SI 161→本跡

56 4 G 8 d8 N －18 0－E 楕　 円　 形 1．04　×　0．77 54 外　 傾 土師器片19，須恵器片1

56 5 G 8 i6 N －81 0－E 不 整 楕 円 形 3．55　× 1．23 17 緩　 斜 土師器片9，須恵器片5

56 6 F 8 j3 N －74 0…E （楕 円 形 ） 1．00　× （0．85） 19 外　 傾 土師器片3，須恵器片1

56 7 G 8 g6 N －88 0－W （楕 円 形 ） 0．85　× （0．35） 45 外　 傾 土師器片14，須恵器片4 S「弓68A ・B →本跡

SI17 5→本跡

568 G 8 f5 N －120－W 円　　　　 形 0．60　×　0．60 45 外　 傾

垂　 直

外　 傾

土師器片2，須恵器片5

570 G 8 hO N －420…E 不 整 長 方 形 1．61 × 1．47 42 平　 担 土師器片5，須恵器片9，礫1

5 7 1 G 9 hl N －410－E 不 整 台 形 0．97　×　0．92 45 平　 担

凹　 凸

皿　 状

土師器片10，須恵器片9 SI 17 5→本跡

573 G 8 j8 N －0 0 方　　　　 形 0 ．90　×　0．80 23 緩　 斜 土師器片4，須恵器片2 SI 17 2→本跡

574 G 8 g5 N －600－E 円　　　　 形 0 ．95　×　0．89 29 外　 傾 土師器片3

土師器片93，須恵器片16

S I 168A ・B→本跡

SI168A ・B →本跡

SB 74→本跡

SB 76との新旧不明

SB5 9→本跡

576 G 9 bO N －90 0 楕　 円　 形 0．93　×　0．81 24 緩　 斜 皿　 状

577 G 9 C7 N －90 0 楕　 円　 形 0．42　×　0．38 32 外　 傾 皿　 状

579 G 9 b4 N －83 0…W 隅丸 長 方 形 1．00　×　0．70 9 緩　 斜 乎　 担

580 G 8 g6 N －0 0 円　　　　 形 0．82　×　0．71 3 1 外　 傾 平　 担

581 G 9 b5 N －90 0 楕　 円　 形 1．07　×　0．88 2 1 緩　 斜 平　 担 土師器片1

土師器片2

58 2 G 9 C5 N －0 0 円　　　　 形 0．40　×　0 ．37 3 5 外　 傾 皿　 状

583 G 9 aO N －45 0－E 不 整 楕 円形 0．85　×　0．75 2 5 緩　 斜 皿　 状

584 G 9 d5 N －48 0－W 不 整 長 方 形 1．60　×　0．80 3 0 緩　 斜 凹　 凸 土師器片1

土師器片1，須恵器片1

l

l

58 5 G 9 C5 N －0 0 円　　　　 形 0．52　×　0．52 2 0 緩　 斜 皿　 状

586 G 9 b3 N －0 0 円　　　　 形 0．80　×　0．78 34 外　 傾 皿　 状

587 G 9 a9 N －0 0 円　　　　 形 0．74　×　0．74 1 7 緩　 斜 乎　 担

588 G 9 C6 N －620－E 楕　 円　 形 1．05　×　0．64 39 垂　 直 平　 担

589 G 9 b 3 N －0 0 円　　　　 形 0．72　×　0．70 15 緩　 斜 平　 担

590 G 9 b4 N －600－W 楕　 円　 形 0．55　×　0．39 36 外　 傾 皿　 状

591 G 9 a3 N －160－W 楕　 円　 形 0．86　×　0．75 38 緩　 斜 皿　 状

592 G 9 C4 N －600－W 不 整 楕 円 形 0．45　×　0．36 32 外　 傾 皿　 状

593 G 9 C4 N －470－E 不 整　 円　形 0．50　×vO．48 34 外　 傾 平　 担

594 G 9 a3 N －46 0－W 不 整　 円　形 0 ．73　×　0．70 57 外　 傾 皿　 状

595 G 9 a5 N －65 0－E 楕　 円　 形 0 ．80　×　0．55 3 1 外　 傾 乎　 担

596 F 9 h3 N －65 0－W 不 整　 円　 形 1．05　× 1．00 24 緩　 斜 平　 担

－539－



土坑

番 号
位置
長 径 方 向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　 模
壁 面 底 面 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　 考

遺構番号・新旧関僻青→新）時代・その他長径㈲ ×短径㈱鉦扉 深さ（cm）

597 F 9 j4 N －400－W 円　　　　 形 0．54　×　0．52 48 外　 傾 平　 担

598 G 9 b6 N －370－E 不 整 楕 円形 0．45　×　0．33 1 1 緩　 斜 皿　 状

599 G 9 b4 N －30 0－E 不　 定　 形 1．18　×　0．82 60 外　 傾 凹　 凸

602 E 7 e8 N －1 0－W 円　　　　 形 1．36　× 1．34 35 緩　 斜 平　 担 土師器片41，須恵器片14 S I203→本跡

603 E 7 e7 N －39 0－E 円　　　　 形 0．83　×　0．76 2 9 外　 傾 平　 担 土師器片4，須恵器片8 SB 63との新旧不明

604 E 7 d9 N －7 0－E （ 円　 形 ） 0．58　×（0．54） 49 緩　 斜 皿　 状 土師器片4，須恵器片1 SI 204→本跡

60 5 E 7 e7 N －20 0－E （ 円　 形 ） （1．27）× 1．22 4 8 外　 傾 平　 担 土師器片24，須恵器片18，石塊1（雲母片岩） S．B 63→本跡

60 6 E 7 eO N －70 0－W 楕　 円　 形 1．75　×　0．90 4 4 緩　 斜 やや凹凸 土師器片50，須恵器片10，
線粕陶器片1

SI 202→本跡，SB64→本跡

60 7 E 7 e5 N －78 0－W 楕　 円　 形 0．69　×　0．62 3 9 外　 傾 皿　 状 SK 608との新旧不明

608 E 7 e5 N －370－E 楕　 円　 形 0．79　×　0．70 2 0 緩　 斜 皿　 状 SK 607との新旧不明

609 E 7 d7 N －800－W 楕　 円　 形 1．45　× 1．09 23 外　 傾 平　 担 土師器片7，須恵器片1 SB 63→本跡

610 E 7 e7 N －780－E 楕　 円　 形 1．79　× 1．11 23 緩　 斜 平　 担 SB 63→本跡

612 E 7 e5 N －9 0－E 楕　 円　 形 0．72　×　0．59 30 外　 傾 乎　 担 土師器片7，須恵器片2 SK 6 16→本跡

613 E 7 d6 N －0 0 円　　　　 形 1．07　× 1．04 24 緩　 斜 平　 担 土師器片4，須恵器片2

614 E 7 d6 N －0 0 円　　　　 形 1．1ン8　× 1．14 32 外　 傾 平　 担 土師器片5

615 E 7 d5 N －60 0－E 円　　　　 形 1．18　× 1．08 2 3 外　 傾 平　 担 土師器片17，須恵器片5，瓦1

6 16 E 7 e5 N －90 0－E 楕　 円　 形 0 ．54　×　0．44 3 4 外　 傾 皿　 状 本跡→SK 6 12

6 17 E 7 e5 N －66 0－E （楕 円 形 ） （0．70）×　0．57 6 4 緩　 斜 皿　 状 須恵器片1 SK 6 18→本跡

618 E 7 e5 N －6 0－W （楕 円 形 ） 0．81 ×（0．68） 52 垂　 直 皿　 状 本跡→SK 6 17

62 0 D 8 j5 N －6 0－W 楕　 円　 形 0．50　×（0．38） 63 外　 傾 皿　 状 SI211→本跡

62 2 E 8 d3 N －500－E 楕　 円　 形 1．17　×　8 ．60 4 9 緩　 斜 皿　 状

623 D 8 jl N －510－W 不　 定　 形 4．60　×　4．08 18～22 外　 傾 凹　 凸 土師器片110，灰寒由陶器片6，土製品
1（支脚），金属1（手鎌），骨粉

SI212一→本跡

624 D 8 j6 N －0 0 円　　　　 形 0．57　×　0．57 44 緩　 斜 皿　 状 SI2 11→本跡

625 D 8 h4 N －87㌧ E 隅丸 長 方 形 1．34　× 1．00 44 外　 傾 乎　 担 土師器片3 SK 629→本跡

626 E 8 b4 N ・一一410～…W 楕　 円　 形 1．40　×　0．88 60 外　 傾 凹　 凸

628 E 8 C4 N －27 0－E 楕　 円　 形 1．35　× 1．18 4 6 外　 傾 凹　 凸

土師器片9，須恵器片5 本跡→SK 6 25

SI 214→本跡　 10世紀前葉

629 D 8 h4 N －85 0－W 隅 丸 長 方 形 （1．02）×　0．85 14 緩　 斜 平　 担

630 D 8 i3 N －25 0－E 不 整 楕 円 形 4 ．63　×　2．90 13 4 緩　 斜 凹　 凸 土師器片2，須恵器片1，礫1

63 1 D 7 j7 N －8 0－E 楕　 円　 形 1．20　× 1．03 8 4 外　 傾 皿　 状 土師器片51，須恵器18

63 2 D 8 i4 N －14 0－W 楕　 円　 形 1．50　× 1．28 2 5 緩　 斜 平　 担 土師器片18，須恵器片6，鉄淳1 SI 213→本跡

63 3 E 7 C7 N －59 0－W 楕　 円　 形 1．68　× 1．22 4 6 緩　 斜 平　 担 土師器片21，須恵器片25，線寒由陶器片1，土製品1（紡錘車） SI224→本跡　　 9 世紀後葉

635 D 7 gO N －3 0－W 隅 丸長 方 形 2．47　× 1．54 6 5 外　 傾 乎　 担 土師器片159，須恵器片69 本跡→SB8　　　 9 世紀後葉

640 E 7 a9 N －0 0 円　　　　 形 1．32　× 1．30 54 外　 傾 平　 担 土師器片7，須恵器片8

土師器片5，須恵器片3

SB 68，SK 6 53 ・656→本跡
8世紀末葉～9世紀前葉

641 E 7 a6 N －0 0 円　　　　 形 0．63　×　0．63 38 緩　 斜 皿　 状 B79→SI223→SI222→本跡

’K 650→本跡

643 E 7 C5 N －170－W 楕　 円　 形 0．91 ×　0．81 52 外　 傾 皿　 状

644 E 7 C4 N －37 V－W 不 整 楕 円形 0．60　×　0．59 59 外　 傾 皿　 状 】644 l・．＿．－　　－　　　　．E r／C4 N －37 V－W l　m．・”－　　．ヶ′不 整 楕 円形 0．60　×　0．59 59 外　 傾 皿　 状 SK 650→本跡

64 5 E 7 C5 N －18 0－E 楕　 円　 形 0．95　×　0．70 45 外　 傾 皿　 状 土師器片3，須恵器片2

64 6 E 7 d5 N －32 0…W 楕　 円　 形 0．87　×　0．74 40 緩　 斜 皿　 状 土師器片2，須恵器片1 本跡→SK 647

64 7 E 7 d5 N －34 0－W 楕　 円　 形 0．72　×　0．57 55 緩　 斜 皿　 状 土師器片10，須恵器片2 SK 64 7→本跡

64 8 E 7 C5 N －8 0－E 不 整 楕 円 形 0．85　×　0．71 4 7 緩　 斜 皿　 状 土師器片8，須恵器片4，礫1 本跡→SK 64 9

64 9 E 7 C5 N －2 0－W 不 整 円　 形 1．02　×　0．95 13 緩　 斜 皿　 状 SK 64 8→本跡

65 0 E 7 C4 N －49 0－W 不 整楕 円 形 0．56　×　0．38 5 0 外　 傾 皿　 状 本跡→SK 64 4

6 5 1 E 7 C6 N －600－W 楕　 円　 形 0．83　×　0．75 4 8 緩　 斜 皿　 状

652 E 7 a5 N －0 0 円　　　　 形 0．76　×　0．71 34 緩　 斜 皿　 状 土師器片14，須恵器片5 本跡→SI220　　 9 世紀以前

653 E 7 a9 N －730－E 不 整 楕 円形 1．03　×　0．61 4 2 緩　 斜 平　 担 土師器片3，須恵器片1 SB 6 8→本跡→SK6 40
8 世紀末葉

654 E 7 a4 N －210－W 不 整 楕 円形 1．55　× 1．03 43 緩　 斜 凹　 凸 土師器片1

656 E 7 a9 N －0 0 不　 定　 形 0．98　×　0．50 40 緩　 斜 皿　 状 SB68→本跡→SK64 0
8 世紀末葉

657 E 7 a5 N －0 0 円　　　　 形 0．94　×　0．94 56 緩　 斜 皿　 状 土師器片28，須恵器片12 S B 79→本跡→SI220
8 世紀中葉～9 世紀復業

658 E 7 b5 N －0 0 円　　　　 形 1．03　× 1．03 60 外　 傾 平　 担 土師器片93，須恵署是片11，土製品1（不明）．礫1
SK 670→本跡→SI220
8世紀中糞～9世紀後妻

670 E 7 a5 N －72 0－W 楕　 円　 形 1．21 ×　0．99 3 1 緩　 斜 平　 担 土師器片1 本跡→SI2 20，SK 658 ・681

67 2 D 7 i9 N －0 0 円　　　　 形 1．13　× 1．03 24 緩　 斜 凹　 凸

674 D 7 h9 N －0 0 円　　　　 形 1．25　× 1．22 14 緩　 斜 平　 担 SB 79→本跡→SI220，SK 658・
68 1　 8世紀中莫～9世紀複葉

675 D 7 h9 N －67 0－W 楕　 円　 形 1．17　× 1．03 2 7 緩　 斜 皿　 状 土師器片4，須恵器片4

678 E 7 b8 N －360－W （楕 円 形 ） （1．42　× 1．16） 22 緩　 斜 平　 担 本跡→SB 70

6 79 D 7 h6 N －5 0－W 不　 定　 形 1．50　×　0．88 2 5 緩　 斜 皿　 状 SI2 19→本跡

680 D 7 fO N －5 0－W 不　 定　 形 0．60　×　0．46 2 6 緩　 斜 皿　 状 SD 25→本跡

68 1 E 7 a5 N －0 0 円　　　　 形 1．13　× 1．09 4 1 緩　 斜 平　 担 SK 670→本跡→SI22 0
8 世紀中葉㌦9 世紀後妻

687 D 7 j5 N －70 0－W 楕　 円　 形 0．50　×　0．43 44 外　 傾 平　 担
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土坑

番 号
位置
長 径 方 向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　 模
壁 面 底 面 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　 考

逮捕番号・新旧関係甘汁新）時代・その他長衡輔 ×短径㈱鉦扉 深さ（cm）

688 E 8 b l N …760－W 楕　 円　 形 0．84　×　0．72 2 6 緩　 斜 凹　 凸

700 F 9 h l N －5 0－W 隅丸 長 方 形 2．26　× 1．06 4 5 緩　 斜 乎　 担 土師器片12，須恵器片11

7 0 1 F 9 C5 N …75 0－E 楕　 円　 形 1．31 ×　0．95 32 外　 傾 平　 担

702 F 9 h2 N －0 0 円　　　　 形 0．39　×　0．39 35 外　 傾 平　 担

703 F 9 j5 N －37 0－W 円　　　　 形 0．85　×　0．80 2 1 外　 傾 皿　 状

704 F 9 h2 N －0 0 円　　　　 形 0．50　×　0．46 56 垂　 直 平　 担

705 F 9 e5 N －90 0 楕　 円　 形 0．41 ×　0．34 16 緩　 斜 皿　 状

706 F 9 j4 N －34 0－W 円　　　　 形 0．45　×　0．43 30 外　 傾 皿　 状

707 E 9 i4 N …20 0－W 長　 方　 形 1．15　×　0．64 35 垂　 直 平　 担

708 F 9 il N －160－W 楕　 円　 形 0．85　×　0．76 3 4 緩　 斜 皿　 状

709 F 9 i5 N －55′0－E 楕　 円　 形 0．58　×　0．49 2 9 緩　 斜 平　 担

710 F 9 C4 N －720－E 長　 方　 形 1．04　×　0．85 5 7 垂　 直 平　 担 SI192→本跡

71 1 E 9 h3 N －6 0－W 隅 丸 長 方 形 0．78　×　0．63 2 5 垂　 直 平　 担 SK 726→本跡

712 F 9 e5 N －0 0 円　　　　 形 0．48　×　0．48 5 3 垂　 直 平　 担

713 F 9 e l N －0 0 不　 定　 形 1．08　×　0．75 8 3 垂　 直 皿　 状 土師器片3，須恵器片1

714 F 9 f2 N －90 0 円　　　 形 0．55　×　0．53 6 1 外　 傾 皿　 状 SI191→本跡

715 F 9 g2 N －0 0 不 整　 円　形 0．45　×　0．45 44 外　 傾 皿　 状 須恵器片2

716 F 9 f3 N －49 0－W 楕　 円　 形 0．62　×　0．55 33 緩　 斜 皿　 状

717 F 9 f3 N －53 0－E 不　 定　 形 1．05　×　0．68 95 垂　 直 平　 担 土師器片2

718 F 9 f3 N －61 0－E 円　　　　 形 0．55　×　0．50 33 緩　 斜 皿　 状

719 F 9 f2 N －27 0－W 楕　 円　 形 0．42　×　0．36 34 外　 傾 平　 担

720 F 9 C8 N …18 0－W 円　　　　 形 4．37　×　4．11 2 39 緩　 斜 平　 担 土師器片193，須恵器片156

72 1 F 9 f2 N －900 楕　 円　 形 1．44　× 1．16 4 8 外　 傾 平　 担 SI19 1→本跡

72 2 F 9 e5 N －900 不 整 楕 円 形 0．68　×　0．51 4 5 外　 傾 皿　 状

723 E 9 i4 N －370－W 楕　 円　 形 0 ．49　×　0．44 3 2 外　 傾 皿　 状

724 F 9 e2 N －34 0－W 不　 定　 形 0 ．78　×　0．68 8 4 外　 傾 皿　 状 土師器片3，須恵器片1

725 F 9 f7 N －0 0 隅 丸 方 形 0．45　×　0．45 3 2 外　 傾 平　 担 土師器片4，須恵器片1

土師器片1

SK 7 11→本跡

SI 191→本跡

726 E 9 h3 N －18 0－W ［長 方 形 ］ 1．12　×　0．70 2 8 垂　 直 平　 担

727 F 9 f7 N －30 0－W 楕　 円　 形 0．47　×　0．38 5 3 外　 傾 皿　 状

728 F 9 d5 N －50 0－E 円　　　　 形 0．55　×　0．52 24 外　 傾 皿　 状

729 F 9 e4 N －110－E 不 整　 円　形 0．52　×　0．49 38 外　 傾 皿　 状

730 F 9 g6 N －88 0－E 楕　 円　 形 0．45　×　0．34 29 外　 傾 皿　 状

731 F 9 e6 N －14 0－W 長　 方　 形 1．53　×　0．76 33 垂　 直 凹　 凸

732 F 9 fl N －18 0－W 不 整 長 方 形 1．14　×　0．72 14 緩　 斜 平　 担

733 G 9 b5 N －75 0－W 楕　 円‾　形 1．06　×　0．62 3 1 緩　 斜 皿　 状

表11柱穴列一覧表

柱穴列

番　 号

位 置 方　 向
柱　 穴 （長　 さ　 の　 単　 位　 は　 す　 べ　 て　 m ）

柱 間距離 主　 な　 遺　 物
備　　　 考

遺構番号・新旧関係（古→新） 時代柱 穴 平 面 形 長径 （軸） 短径 （軸 ） 深　 さ

1 H 9al N －4 0－E 3 円　　 形 0．66～0．71 － 0．38～0．46 1．48～1．58 9 世紀代

2 G 8g7 N －7 0－W 4 円　　 形 0．76～1．16 － 0．13、0．44 1．50、2．00 9 世紀前葉～中葉

3 H 9al N －4 0－E 3 楕　 円　 形 0．43～0．46 0．30～0．36 0．23～0．32 1．45～1．68 9 世紀代

4 G 9d4 N －810－W 3 円　　 形 0．36～0．40 － 0．32～0．40 2．02、2．10 土師器片 1 9 世紀前葉

表12　柱穴群一覧表

柱穴群

番 号
位置

柱　 穴 （長　 さ　 の　 単　 位　 は　 す　 べ　 て　 m ）

主　 な　 遺　 物
備　　　　　　　 考

遺 構 番 号 ・新 旧 関 係 （古 → 新 ）　 時 代柱 穴 平 面 形 長径 （軸） 短径 （軸 ） 深　 さ

1 G 8 h8 5 楕円形 ・円 0．55～0．80 0．40～0．72 0．24～0．54 土師器片14，須恵器片19

3 G 9 a5 9 楕円形 ・円 0．32～0．52 0．30、0．54 0．06、0．40 土師器片7，須恵器片3 8t胱 後葉

4 G 9 a8 7 円・不整楕円形 0．62へ0．65 0．38 0．16～0．46 8世紀中葉

5 E 7 d7 8 舶 千僧締 0．50～1．18 0．48～0．64 0．28～0．51 土師器片4，須恵器片7 SI206→本酎 P8j

6 D 7 i8 11 撒骨 槽撒 0．70～1．05 0．58～0．79 0．25～0．72 土師器片16，須恵器片20 SI214，SB 68，SK 674→本酎 P2 ・4 ・6 ・7）SB 69との新旧不明

7 E 7 aO 15 楕円形 ・円 0．56、1．14 0．50、0．94 0．17～0．68 土師器片6，須恵器片8 SB62・68との新旧不明
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表13　溝一覧表

溝

番 号

中心

位置
主 軸 方 向

規　　　　　　 模
壁　 面 断　 面 出　 土　 遺　 物

備　　　　 考

遺構番号・新旧関係清→那 時代　 その他長 さ（m ） 上幅 （m ） 下幅 （m ） 深 さ（cm ）

12

H 9 g2

一ヽ＿ノ

H 9 f6

N －750－E 16．7 0．64～0．90 0．10～0．30 28～40 緩　　 斜 皿　　 状 区画薄 SI15上本跡→SD16

13

H 9 i2

′’ヽヽ＿．・

H 9h5

N －73 0－E 11．0 0．37～1．20 0．20～0．85 13～18 媛　　 斜 皿　　 状 区画溝 SI151→本跡→SD16

15

H 9 f2

ノ、〉

H 9e6

N －75 0－E 16．7 1．53～2．10 0．22～0．46 50～55 緩　　 斜 皿　　 状 区画溝　本跡→SD16

16

H 9 f2

へ′

H 9 j2

N －11 0－W 12．8

（0．33

0．62）

0．08～0．30 60 緩　　 斜 皿　　 状 区画溝 SD12・13・15・17→本跡

17

H 9 e6

H 9 i2

N －700－E 17．9

（0．50

0．90）

（0．30

0．60）

（20～22） 緩　　 斜 皿　　 状 区画溝 SD16→本跡

21

G 8 a4

G 8 b2

N －770…E 13．0 0．35～0．42 0．16～0．26 12～18 緩　　 斜 皿　　 状 区画溝 SI162→本跡

22

G 8 dO

へノ

G 8 i7

N －3 0－E

N －850－E

（22．1） 0．50～0．78＿ 0．31～0．46 10～13 緩　　 斜 皿　　 状 区画溝 SI166→本跡

23

G 9 C7

G lOb2

N －76 0－E 15．6

（1．00

′へ、＿′

1．90）

－ （18） 緩　　 斜 皿　　 状

土師器片21，須恵器片23，

陶器細片2 区画溝 SIl∬・159→本跡

24

D 7 f5

へ．．

D 7 e3

N －230－E 34．9 1．03～0．21 0．06～0．76 10～28 緩　　 斜 皿　　 状 区画溝 SI207・217・218・220・221→本跡

25

D 7 f4

～

D 8 f4

N －88 0－E 38．1 0．58～0．94 0．10～0．27 17～44 緩　　 斜 皿　　 状 区画溝 SI226、228→本跡→SD24
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旧石器時代出土遺物（1）
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旧石器時代出土遺物（2）

5

縄文時代出土遺物（石器）
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縄文時代出土遺物（縄文土器）



第91号住居跡竃遺物出土状況，第92号住居跡



第94号住居跡竃遺物出土状況，第93・96号住居跡





第94・99号住居跡，第102号住居跡



PL8

′　′qr一・一　ヽ・

1y

げ紅・＿言∴せ工

第104号住居跡，第105号住居跡



遊．！－、

第106号住居跡竃遺物出土状況，第107号住居跡竃遺物出土状況



第108号住居跡，第109号住居跡



第110・118号住居跡，第111号住居跡



第112号住居跡，同竃遺物出土状況



第113号住居跡，第115号住居跡



第117号住居跡，第119号住居跡



第90・120号住居跡，第121号住居跡





第126号住居跡，第127号住居跡



第128号住居跡，第130号住居跡



第131号住居跡，第133号住居跡



第134号住居跡，第136・137・144号住居跡



第138号住居跡，第139号住居跡



第145号住居跡，第146号住居跡
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第146号住居跡竃遺物出土状況，第149号住居跡





第154号住居跡，同竃遺物出土状況





第157号住居跡，第158号住居跡竃遺物出土状況





第164号住居跡竃西袖遺物出土状況，同竃東袖遺物出土状況



第165号住居跡，第166号住居跡



第167号住居跡，第168号住居跡



第169号住居跡，第170・171号住居跡



第171号住居跡遺物出土状況，同銅鏡出土状況


